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教師教育と学校保健

森 昭 三

EducationofSchoolTeachersandSchoolHealth

TerumiMori

1972(昭和47)年の保健体育審議会答申の文面に,汰

のような記述がみられる.

｢学校保健に関する一般教員の知識と理解を深めるた

めに,この分野における現職教育の充実に努める必要が

ある.

また,大学における教職に関する専門科目のなかで,

学校保健を必修科目とするよう検討すべきである.｣
委員であった本学会の故 ･小栗-好会員の主張に寄る

ところが大であったといわれる.氏は,1952に東京大学

教育学部健康教育学科の教授になった当時から ｢学校の

現場で教育の実践に当たる教職員には,健康の問題に関

する認識が極めて浅く,しかも一向にそれが改まる様子

がないことに,深い嘆きといらだちを覚えずにおられな

かった｣という.このことが,主張の背景にあった.(黒

田編 『教師のための学校保健』)

現在もそうであるが,当時から教員養成カリキュラム

は教職 ･教科教育 ･教科専門の三層構造によって編成さ

れ,｢学校保健｣は保健体育科の教科専門科目の一つと

して位置付けられていたに過ぎなかった.一般教員は

｢学校保健｣を学ぶ機会がなかったのである.なお,敬

育職員免許法施行規則では,｢学校保健｣を教職専門科

目の選択科目に含めてはいたが,担当教員が保健体育科

所属ということもあってほとんど開講されていなかった.

答申が出されてから3年後の1975年に,故 ･黒田芳夫

会員が執筆代表となって 『教師のための学校保健一教育

保健学試論』(ぎょうせい)が上梓されている.小栗会

員が主張したにも関わらず,その主旨を実現するための

作業は手がつけられていなかったのである.つまり,

｢学校保健がすべての教育者にとって必修すべき教養で

あることを具体的に示す｣(教育内容)ことが緊急の課

題であった.

この課題に応えた黒田会員の本書に込めた構想は,汰

の通りである.

｢教育における健康の位置を明らかにし,子供たちの

健康な全面発達をねらい,教育実践にフィードバックす

る実践科学,という性格が教育保健学では指向される.

そして,これによって教育の実践者が,教育の過程,活

動,あるいは作用に内在する保健,言い換えれば教育機

能にかかわる保健についての知識を獲得できる内容と研

究領域をもった,実践科学がその性格でなければならな

い.｣(同書,はじめに)

その後も,こうした試みは繰 り返しなされている.例

えば,本学会 (幹事長,大場義夫)では1977年に,教員

養成における教職教養 ｢学校保健｣の必須化についての

請願書を国会に提出している.また,教員養成系大学保

健協議会でも,1982年に故 ･山岡誠一会員を編集委員代

表として 『学校保健ハンドブック』(ぎょうせい)を ｢す

べての教育者が具備すべき最小限の健康に対する認識と,

保健に関する知識,技能をわかりやすく綴ったもの｣(は

じめに)として公にしている.

前置きが長くなってしまった.結論を先取 りしておく

ならば,本学会の先達たちが主張した教職教養 ｢学校保

健｣必須化の実現に改めて取り組むべき好機である,と

主張したいのである.そうすることが,本学会に課せら

れた重要な役割であり,また役割を果たすことが本学会

の充実発展,さらには社会的認知度を高めることにつな

がる,というのが私の見地である.

現在,社会の激しい変動を背景として,子どもたちの

生活と成長の仕方には様相の変化が生 じてお り,｢体

力 ･運動能力の低下｣｢薬物乱用｣｢援助交際｣｢生活習

慣病の兆候｣｢感染症｣｢いじめ｣｢児童生徒の心身の健

康問題｣(平成9年 保健体育審議会答申)などに直面

し,日本の教師たちの間では教育実践上の大きな困難,

教師像の動揺 (例えば,ベテラン･中堅教員の退職)が

発生している.

こうした今の教師のおかれている ｢危機｣的状況を直

視し,その中から新しい教師としてのアイデンティティ

を ｢再生｣していく契機を見出していくことが必要 (香,

教師像を根本的に問い直し再構築に向かわざるを得なく

なっている)と考えられ,｢教師教育改革｣の施策がい

ろいろのレベルで展開されているのである.これらの動

きに,本学会の叡智 (研究的 ･実践的成果)を結集し,

積極的に関与していくべきであると考える.

ところで,先達の努力が報われなかった原因の一つに

は,本学会内部での閉鎖的な議論に終始したことにあっ

たと考えられる.もっと他の教育系学会などと隔意なき

研究交流をすすめ,研究を深化 ･活性化させることが必

要なのである.

最後に,私が本学会に対してもう一つ要望しておきた

いことは,教師教育に携わることのできる力量ある ｢学

校保健｣研究者の養成である.そのためには,優秀な学

生の確保と,理論と実践を統合した ｢学校保健｣を軸と

した教育課程の整備が必要である.

(名誉会員,筑波大学名誉教授)
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匿特集 ｢学校づくり｣と学校保健 ･健康教育

新しい学校づくりの意義と課題

葉 養 Il:. 明

東京学芸大学

Signi五canceandTopicsof"NewSchoolVision"inProgress

Masaakiliayo

TokyoGakugeiUniveF'ST'ty

Ⅰ.はじめに

昨年末の改正教育基本法成立を受け,教育改革の流れ

は一段と速さを増している.政府の教育再生会議は第-

報告 (平成19年 1月)に続き,第二次報告 (平成19年 6

月)を公にした.平成19年 6月に成立した教育 3法 (学

校教育法等一部改正,地方教育行政の組織及び運営に関

する法律一部改正,教育職員免許法および教育公務員特

例法一部改正)は,教育再生会議第一次報告をうけたも

のである.

教育法令の改正に直結することが予測される教育再生

会議の第三次報告は,平成19年12月にも予定されており,

次期学習指導要領の中間報告がいまだ公にされないのは,

骨格に大きな影響を与えかねないこうした状況があるた

め,と受け止められている.

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会の審

議経過報告 (平成18年2月)以降かなりの日時が経過し

た.しかし,以上の状況に鑑みると,現在の段階で学習

指導要領改訂の今後を確かに見通しながら本稿を執筆す

るのは,かなり困難な課題である.

ここでは,しかし,すでに公表されている上記審議経

過報告や教育再生会議報告などをデータとしながら,学

校保健の将来像,課題などを考え,あわせて,これまで

の教育構造改革の流れの中で収赦しつつある ｢新しい学

校｣像と重ね合わせながら,学校保健と学校づくりのこ

れからについて考えてみることで任を果たしたい.

Ⅱ.学習指導要領改訂審議に見る保健教育のこれから

平成18年2月に公表された上記 ｢審議経過報告｣では,

次期学習指導要領における狭い意味での保健 ･体育領域

の扱いについて,下記のように言及している.

｢2.教育内容等の改善の方向｣の ｢(1)人間力の向上

を図る教育内容の改善｣,｢(∋具体的な教育内容の改善の

方向 り 健やかな体の育成｣の記述である.

(資質 ･能力の育成)

･保健の分野においては,健康や安全に関する情報を正

しく判断し,知識を健康管理のための行動に結びつける

ようにすることが重要である.

･健康の保持 ･増進や生活習慣に関する手だてを考え,

状況に応じた対処方法や病気の予防手段を探し,医薬品

等について知ろうとする心身の健康に関する関心 ･意

欲 ･態度,危険予測 ･危険回避や自他の安全への配慮な

ど安全に関する関心 ･意欲 ･態度を身につけることが必

要である.

･このような教育を通して,生涯を通じて自らの健康を

管理し改善していくこと,運動やスポーツに親しむこと,

体力の向上に取 り組むことなどが重安である.

･このような教育を通して,生涯を通じて自らの健康を

管理し改善していくこと,運動やスポーツに親しむこと,

体力の向上に取 り組むことなどが重要である.

(知識 ･技能の定着)

･保健の分野においては,自他の命や健康を大切にし,

生涯を通じてまた親として必要となる健康管理や安全に

関する内容を理解することが重要である.

･例えば,身体機能や生活習慣,病気の発生要因と症状,

喫煙 ･飲酒 ･薬物乱用の心身への影響等の心身の健康に

関する知識 ･理解,環境や食品等の衛生的管理などの環

境と健康に関する知識 ･理解,事件 ･事故等の発生要因

や危険予測,避難方法や応急手当などの安全に関する知

識 ･理解を身につける必要がある.

(性教育)略

(食育)略

これらを見る限り,これまでの学校保健の有 りように

著しい変更を加えるような,目新しい提言があるように

は思われない.しかし,平成18年にとくに相次いだ青少

年をめぐる事件の数々もあって,文部科学省内部でも,

青少年の心と体の健康づ くりの在 り方を巡っての審議検

討が急がれているようである.最近の動きについて箇条

書き的に示すなら,以下のようになる.

･中央教育審議会への諮問 (平成19年 3月29日)｢子 ど

もの心身の健康を守り,安全 ･安心を確保するために学

校全体として取組を進めるための方針について｣
･文部科学省子どもを守 り育てる体制づくりのための有

識者会議まとめ (第一次),｢いじめを早期に発見し,過

切に対応できる体制づくり｣-ぬくもりのある学校 ･地

域社会をめざして

OECDのPISAやTIMSSの国際学力調査結果が公表さ

れ,｢ゆとり｣路線を論難する学力低下論が一斉に噴き
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出し,それへの対応として学校教育法の一部改正が実施

された (平成15年12月).学習指導要領における ｢歯止

め規定｣の撤廃や発展学習の容認など,学力重視路線へ

の転換,といわれる動きである.しかし,児童,青少年

教育は本来心と体全体を視野に置いた全人的な取 り組み

が必要な領域である.上記の最近の動きは,学力保障面

とあわせ,｢心の健康,体の健康｣に十分目を配る構想

となっている.

Ⅲ.学校社会像の転換の兆し

ところで,次期学習指導要領改訂の方向を見通す際に

十分に尉酌する必要があるのは,学校社会像の措かれ方,

転換への筋道である.それは,小学校英語の扱いとの関

連で,総合的な学習の時間がどうなるか,あるいは,特

別活動領域はどう処置されるか,総授業時数10%増とい

う教育再生会議第二次報告の提言はどのように具体化に

向けられるか,土曜授業の復活はあるのかないのか,等

の細々とした課題とはひとまず異なった局面での課題で

ある.学校社会のグランドデザインはどう措かれようと

しているか,にかかわる課題といってもよい.

この課題を考える際に鍵になる文書の一つは,平成17

年10月に公にされた中央教育審議会答申 ｢新しい時代の

義務教育を創造する｣である.同答申では,義務教育の

構造改革の方向を次のように整理している.

(D国が明確な戦略に基づき目標を設定してそのための

確実な財源など基盤整備を行った上で,(む教育の実施面

ではできる限り市区町村や学校の権限と責任を拡大する

分権改革を進めるとともに,③教育の結果について国が

責任を持って検証する構造-の転換を目指すべきである.

さらに,この整理は,次のように言い換えられる.

いわば国の責任によるインプット (目標設定とその実

現のための基盤整備)を土台にして,プロセス (実薙過

程)は市区町村や学校が担い,アウトカム (教育の結果)

を国の責任で検証し,質を保証する教育システムへの転

換である.

ここには,各学校や地方自治体の裁量拡大の方向が鮮

明にされている.しかし,教育 3法などここ半年ばかり

の動きには,少々方向の異なった流れも生じているよう

にも見える.

たとえば,教育再生会議報告を受けた地方教育行政の

組織及び運営に関する法律一部改正では,第50条で文部

科学大臣による教育委員会に対する指示権が明記され

る日など,国の権限が強められた印象を生み出している.

そこで,ここ6-7年間の流れになってきた地方分権,

規制改革の潮流からすると ｢逆行｣した動き,という批

判も生ずる.しかし,各学校の裁量権拡大と関連し大き

な意味を持っている教育課程編成領域については,たと

えば,構造改革特別区域研究開発枚制度の全国化がすで

に構造改革特別区域推進本部で今後の政府の対応方針と

して決定されている (平成18年 2月15日)2).こうした流
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れからすると,上記中央教育審議会答申 ｢新しい時代の

義務教育を創造する｣の精神は揺らぐことはないものの

ように思える.

以上のように,国が目的設定や基盤整備を進めるもの

の,プロセス (実施過程)は市区町村や学校が担う,と

すると,そこに現れるのは地域協働型の学校づくりであ

り,開かれた学校像である.プロセスについては,市区

町村や学校の責務という構図の描き方は,必然的に地域

協働の学校づくりの方向を生み出すからである.そこで,

次に,｢開かれた学校｣をキーワー ドにして,これまで

の我が国における流れを振り返ってみよう.

Ⅳ.学びコンプレックスとしての学校像の模索へ

｢開かれた学校｣づくりという言葉そのものの端緒は,

中曽根内閣のもと政府に設置された臨時教育審議会 (昭

和59年設置)の審議に遡る.同審議会第三次答申 (昭和

62年4月)では,これからの学校像として ｢開かれた学

校の推進｣がうたわれた.それまで使用されてきた ｢学

校開放｣にかわり,｢開かれた学校｣が使用され始める

きっかけになった.

以後ほぼ20年余,教育界は ｢開かれた学校づくり｣を

理念としてさまざまな努力,試みを進めてきた.この間

の模索の過程では,｢学校開放｣のもと含蓄されていた

学校施設設備の地域開放を超えた様々な展開が見られる

ようになった.そこで,この流れを鳥降して見ると,次

のように整理することができる3).

(∋学校施設設備の開放を進める-校庭開放,体育館開放,

特別教室開放,余裕教室開放.

②学校施設の複合化を進める-複合施設やビルを建築し,

学校や地域施設 (図書館,集会室,社会教育施設,保育

所,特別養護老人ホーム,デイケアセンター,温水プー

ル等)を同居させる.東京都千代田区で作られた千代田

パークサイドプラザは,(旧)佐久間小学校の統合を契

機にしており,複合建築としてはわが国でもっとも本格

的な建物となった.

③地域人材の活用を図る-人材バンクを設ける,ボラン

ティア団体と提携する,学校サポー トネットをつくる,

学校支援NPOと連携する,大学と連携 し学生が学習サ

ポー トスタッフをつとめる,教育プラットフォームをつ

くり,学校と地域との橋渡しをする,民間企業の活用を

進める等.

④地域資源を活用する-職場体験学習を進める,地域の

伝統芸能や文化遺産に触れ,たしなむ学習を進める等.

(むインターネットやテレビ会議システムを活用し,国内

の遠隔地の子どもや海外の子どもとの交流教育を進める.

⑥学校運営や学校管理に保護者や地域住民等が参画する

-学校評議員制 (学校教育法施行規則)や学校道営協議

会 (地方教育行政の組織及び道営に関する法律)を設置

する.

⑦学校教育と地域教育との連携協力,協働関係を築く-
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地域教育分野のNPOとの連携を進める,教育プラット

フォームを築き,社会教育 ･社会体育との連携を進める,

不登校の子どもたちの居場所づくりネットワークとの連

携を進める,親業支援 ･子育て支援ネットワークとの連

携を進める等.

今日の最先端の動きとしては,(むや①に関連する取 り

組みが各地に広がるようになっている.では,以上の潮

流によって導かれる学校像は,どのようなもの,と考え

たらよいだろうか.筆者の言葉では,それは ｢学びコン

プレックス (複合体)｣としての学校像,ということに

なる.

もっとも,｢学びコンプレックス｣への胎動は,近代

学校史の一断面として,ある時期には躍動的に,ある時

期には細々と,約一世紀余りの間一貫して存在し続けて

きた動きでもあった.昭和59年の臨時教育審議会の審議

過程で突如現れた動きではない.そこで,ここ20年ほど

の動きをマクロな視野で位置づけなおすために,これま

での歴史を鳥陣する作業を進めてみよう.

学校施設に地域諸施設を複合する構想は,すでに明治

2年に京都に発生している.番組小学校の誕生である.

地域組織としての番組が設置主体となって64校の小学校

が一挙に発足したこの番組小学校の歴史は,今日なお引

き継がれている京都市ならではの学校のつ くられ方と

いってよい.

さらに,第二次世界大戦後の昭和20年代には,コミュ

ニティ ･スクール運動が現れ,埼玉県川口市の川口プラ

ンや広島県本郷町の地域教育計画づくり運動,神奈川県

福樺村プランなどのように,よく知られたケースのほか,

全国各地には,コミュニティ･スクール運動や地域教育

計画運動,コアカリキュラム運動などいくつか呼称で呼

ばれる動きが広がっている.これらは,米国のコミュニ

ティ･スクール理論の移植として広がったもので,学校

と地域との連携を,主としてカリキュラム編成の面から

考えようとしたものであった.

さらに,第二次大戦後,学校の施設開放の発展系とし

てオープンプランスクールの導入が唱えられ,学校建築

の設計方式の中に位置づけられるようになる.イギリス

から始まり米国に伝播した動きがわが国にも及んだ結果

である.1980年代には,教育における ｢壁｣の存在の意

咲,それへの懐疑から出発した,この開放系の学枚施設

面の動きはさらに促進され,｢学校施設の複合化｣の潮

流が各地に広がることになる.上掲の東京都千代田区の

千代田パークサイドプラザは,ことに本格的な複合建築

として注目を集めた.また,学校施設の文化化という理

念のもと,地域の文化的文脈の中に位置づけ学校施設を

設計しようとする潮流も生み出され,文部省内に調査研

究協力者会議が設置され正統性が付与されたこともあり,

この流れも各地の学校設計のコンセプトとして広がるよ

うになる.

以上に摘記したいずれも,学校と地域との連携のあり
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ように開通し,それを模索する動きであり,広げて考え

れば｢学びコンプレックス｣への胎動と見ることもできる.

｢開かれた学校づ くり｣論とは別個に,生涯学習分野

では,以前から学社連携,学社融合などの理念を掲げ,

学校教育と社会教育の連携,融合に熱いまなざしを注い

できた.第5期の東京都生涯学習審議会答申 (平成17年

1月)では,それは,学校と地域との橋渡しネットワー

クとしての ｢地域教育プラットフォーム｣構想として展

開を見せている.

｢学びコンプレックス｣は,学校を地域の新 しい核と

して位置づける.学校の空間に教職員のほか,さまざま

な地域資源,地域人材が参集し,協働することで,学校

を,子どもたちの学習資源を豊かにし,同時に,多世代

が交流しながらともに学ぶ場へと転換するピジョンを内

容としている.

上述の中央教育審議会答申 ｢新 しい時代の義務教育を

創造する｣に措かれた学校像は,こうして ｢学びコンプ

レックス｣としての新しい学校像に向いている.

V.学校社会のソーシャル ･キャピタル (人間関係

資本)という視点

ところで,｢学びコンプレックス｣としての学校像は,

学校保健の領域にはどのような期待を生み出し,また,

どのような展望をもたらすものだろうか.

ここで考えたいのは,ソーシャル ･キャピタル (人間

関係資本)というコンセプトである.この言葉は,経済

学分野では,かなり以前から社会資本という訳語のもと

に使用されてきているが,今日の用語としては,社会学

者プルデュー,コールマンなどの系譜の中で新たな光を

あててとらえられることが多い.とりわけ言及されるの

は政治学者バットマンのソーシャル ･キャピタル論であ

る.

わが国で展開される教育学研究の中では,いまだこの

コンセプ トを多用して実証研究を進める段階までには

至っていないように感ずるが,米国などの場合には,か

なりの蓄積が見られることは法政大学の高野良一氏が指

摘する4).

筆者の場合にも,次のような図式を基礎に,｢質の高

い学校｣(quality school)づくりの研究を進めており5),

保健学領域にはかなり蓄積があるソーシャル ･キャピタ

ル論は,学校教育研究でも大きな可能性をもつように感

じている.

では,本稿の課題とされる ｢新しい学校づくりの意義

と課題｣という文脈で考えた場合,｢学びコンプレック

ス｣としての学校像やソーシャル ･キャピタル論はどう

考えられるのだろうか.

｢学びコンプレックス｣としての学校像は,学校社会

を地域協働型へと方向付けることになる.それは,学校

社会の協働者間の信頼関係,ネットワーク,規範の在 り

方などに目を向けさせることになり,ソーシャル ･キヤ
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図1 これからの公立学校のコミュニティ設計の方向

ピタルという観点から学校社会を見つめることとは極め

て親和的である.

これまでも,｢心と体の健康｣は各地の自治体総合計

画で頻繁に登場してきたが,いじめ,不登校,校内暴力,

子どもの自殺等の社会病理が顕在化 し,社会問題化して

いる現在では,｢心と体の健康｣はふたたび見直され,

課題化されてしかるべきである.学校保健は主要教科の

外側というとらえかたでなく,学校社会のソーシャル ･

キャピタルの充実こそ,学習への動機づけ,あるいは,

学力そのものの基礎であり,学校保健はある意味でさま

ざまな知的学習の基礎でもあるという認識が抱かれてよ

いと思われる.

｢学びコンプレックス｣に向かう新 しい学校像は,学

校マネジメントの重層化6)や教育コーディネーターの発

掘や育成等の新たな課題も生み出すが,同時に,｢質の

高い学校づ くり｣と共存 し,その土台となるものである

ことを確認してもよいと思う.

注

1)法令の規定は,以下のようになっている.

第50条

文部科学大臣は,都道府県委員会叉は市町村委員会の

教育に関する事務の管理及び執行が法令の規定に違反す

るものがある場合又は当該事務の管理及び執行を怠るも

のがある場合において,児童,生徒等の生命叉は身体の

保護のため,緊急の必要があるときは,当該教育委員会

に対 し,当該違反を是正し,又は当該怠る事務の管理及

び執行を改めるべきことを指示することができる.ただ

し,他の措置によっては,その是正を図ることが困難で

ある場合に限る.

2)別表 1の ｢全国展開する規制の特例措置｣には,次

のように記載される.

802 構造改革特別区域研究開発学校設置事業

(全国展開の実施内容)

規制所管省庁によれば,学習指導要領等の教育課程の

基準の見直しが進められているとのことである.当該見

直しの中で,特区における地方公共団体の多様な取 り組

み内容を勘案し,特区における規制の特例措置の内容 ･

要件については,地方公共団体の主体的な判断に基づき

つつ,規制所管省庁の関与は憲法,教育基本法,学校教

育法及び学習指導要領上の観点から必要最小限なものと

し,弊害の予防措置についても,その要件を明確化し,

必要最小限のものとすること.なお,全国展開の具体的

内容については予め評価委員会に報告すること.

(実施時期)

教育課程の基準全体の見直しの進捗状況を見つつ,辛

成19年度中の制度改正,平成20年度当初からの実施を目

途に措置.

3)葉養正明 :よみがえれ公立学校-地域の核 としての

新 しい学校づくり,紫峰図書,横浜,2006年

4)高野良一 :教育システムにおけるソーシャル ･キャ

ピタル形成の理論的及び実証的研究,平成14-15年度科

学研究費萌芽研究研究成果報告書,平成16年 3月

5)台湾とわが国の学校管理職に抱かれる ｢質の高い学

校｣意識の構造については,次の拙稿で紹介 している.

発着正明 :日本 ･台湾における小中学校管理職の ｢質

の高い学校｣づ くり意識の構造-デルフアイ調査から(そ

の 1),東京学芸大学紀要 総合教育科学系 第58集,

平成19年2月

6)｢学びコンプレックス｣のもとでの学校マネジメン

トは,東京都千代田区の複合建築 ｢千代田パークサイド

プラザ｣のケースのように,校長とは別個の館長を配置

する手法もある.地域教育プラットフォームの構想は,

学校教育と地域教育とを一体化した教育マネジメントの

ありようにも発展 しうる.
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模式的に示すなら,｢学びコンプレックス｣のもとで

の学校マネジメントは,次図のように重層化することに

なる.
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狭 義 の 学校

♂ ㈹ マネジメント

図2 学校マネジメントの重層化
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学校保健 ｡健康教育からみた学校づくりの展望

瀧 揮 利 行

茨城大学
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L 緒 言

前号と本号にわたって掲載される特集 ｢学校づくりと

学校保健 ･健康教育｣は,近年矢継ぎ早に改正された教

育基本法,学校教育法,教育職員免許法など近年の教育

制度の大きな変更に関わる諸課題を学校保健の観点から

考える上で重要な位置を占める.学校保健が学校という

社会における普遍的な教育機能を担う場において展開さ

れる保健活動であることは言をまたない.しかしながら,

同時に学校は社会の変動とともにその役割や構造も変容

することがもとめられる場でもある.社会の変容ととも

に学校は常に新しい構造と機能を模索して ｢つくられて

いく｣存在である.いいかえれば,｢教育｣する行為は,

常にその場としてふさわしい学校をつくるという人々の

共同的行為を抜きにしては成 り立ち得ない.

近代以降,学校はさまざまな意味で地域の象徴であっ

た.近代初頭,学校は新しい時代を象徴する存在として

未来の幸福を期待させる施設であった.例えば現存する

長野県於本市の開智学校 (現 ･長野県松本市立開智小学

秩)の校舎は,明治初期擬洋風建築の傑作であり,その威

容は近代日本の地域の期待を担っていたことを窺わせる.

同時に学校は社会のさまざまな様相を如実に映し出す.

第 1次ベビーブームの影響による ｢すし詰め教室｣,受

験競争,校内暴力,いじめ,不登校,自殺,殺人など,

陰惨な社会の一面も学校に映し出されることが多い.し

たがって,社会をよりよいものにしていくこと,そして

人々を健康で文化的な生活の享受者としていくこともま

た学校から始まるといっても過言ではない.

今般の特集 ｢学校づくりと学校保健 ･健康教育｣は,

こうした社会と学校のつながりの中で児童生徒の保健管

理および保健教育を中心とした学校保健の視点から学校

づくりがどのように可能なのか,そしてそれは学校教育

全体にどのような効果をもたらすものであるのかを理論

的および実践的に考察した論考によって構成されている.

春稿は,それらの論考が碇起した論点に学びながら,そ

れらの論考の拾遺を期しつつ,現在そして今後の学校づ

くりにおける学校保健研究がなすべき課題を論じること

を目的とする.

コ.学校づくりにおける学校保健 ･健康教育の先駆

的事績

1.第 2次大戦以前の学校保健 ･健康教育と学校づくり

学校保健 ･健康教育が学校づくりにおいて積極的な役

割を果たすことは,近年新たに論じられるようになった

問題意識ではない.すでに1930年代の日本では,アメリ

カ合衆国における学校保健 ･健康教育の動向に影響を受

けながら,学校における健康教育の推進が一定の教育運

動として展開されつつあったことはすでに指摘されてい

るところである1).とりわけ,1936年 (昭和11年)にター

ナー (Turner.C.E)が来日したことは,当時の小学校

を中心とした健康教育の展開を推進する上で少なからぬ

影響があった.また,これとは別に ｢大正自由教育｣と

称された大正後期から昭和初期にかけての児童中心主義

的教育思潮の中で,児童の健康や身体的生活を対象とし

た教育実践が試みられた2).さらに,大正後期から昭和

初期から展開されるようになった病弱児 ･虚弱児教育の

一環として ｢養護教育｣の概念のもとで健康を回復する

ことを目的とした体力づくりや生活改善を中心とした健

康教育の実践がなされていた.こうした動向は,それぞ

れ固有の要因によって惹起されたとはいえ,相互に関係

しつつ展開していったと考えられる.すなわち,大正後

期から昭和初期にかけての学校衛生や健康教育への関心

の高まりは,児童中心主義に立つ新教育運動と関連した

動向であったし,病弱 ･虚弱教育への取り組みは ｢社会

的学校衛生｣(大西永次郎)と呼ばれた社会衛生思想に

もとづく学校衛生の社会事業としての側面が生み出した

と同時に,病弱 ･虚弱教育の進展が学校衛生を健康教育

重視の方向に導いた点も指摘できる.

理論的な提起としては,教育学者 ･文部官僚で体力論

や育児論でも論陣をはった寺田勇吉が健康増進 ･体力増

進の観点をも含んで ｢学校改良論｣3)を明治後期 (1898年)

に公にしたことがその先駆といえ,以後,社会衛生学の

観点や体力増進の観点から学校の教育課程を改善してい

くべきであるとする主張はしばしばなされていく.1941

年 (昭和16年)の国民学校制度における ｢体錬科衛生｣

の設置は,その歴史的評価は措 くとしても4),学校衛生

や健康教育の重視という観点からなされた学校改革の-
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環として分析することも可能である.

2.戦後教育改革における学校づくりと学校保健

今号の葉番の論文でも触れられているように,第2次

世界大戦後における教育改革の流れの中で,｢地域教育

計画｣とよばれる地域住民が主体となって学校を中心と

した地域の教育計画を立案し,実践する営みがなされた.

いうまでもなく地域教育計画は学校教育にとどまる営み

ではない.それは地域住民が自らの地域のさまざまな生

活問題,産業 ･労働問題,文化 ･教養問題,そして健康

問題を主体的に調べ,それを学校教育のカリキュラムへ

と発展的に組織していくことを通して,住民自体がより

賢明な市民として形成していく包括的な教育計画であっ

た.海後宗臣を中心として進められた埼玉県川口市の

｢川口プラン｣,大田桑を中心として展開された広島県

本郷町の ｢本郷プラン｣などがその代表例である.また,

新しいカリキュラム運動としてのコアカリキュラム運動

を基盤に展開された教育プランとして,海後宗臣の実弟

である海後藤雄らによって推進された千葉県館山市の

｢北条プラン｣,浜田陽太郎らによって進められた神奈

川県の ｢福揮プラン｣,東京都港区の ｢桜田プラン｣,餐

知県春日井市の ｢春EI井プラン｣,兵庫県明石の ｢明石

プラン｣などが相前後して推進された.

特に,本郷プランでは,地域の実態調査をもとに,そ

の地域課題に対応する教育内容をカリキュラム化する社

会科学的な方法がとられており,その中に健康課題とそ

の学習が内容の重要な一角を占めている5).さらに川口

プランでは海後宗臣,極板悟ら当時気鋭の教育学者が主

導し,社会科を中心とした地域教育の教育課程開発を課

題として,埼玉県川口市内全域の小 ･中 ･高校を研究体

制に組み込み,当時約五百名の教師と市民の協力を得て,

地域社会の課題解決を社会科の主要な教育内容とする総

合的な教育課程が研究,実践された.

こうした動向に影響を受けて,当時,文部省学校保健

課にいた荷見秋次郎や湯浅謹面は,新しい学校制度のも

とでの公衆衛生思想の普及と実践を視野に収めたカリ

キュラムづくりに着手した.川口市立青木中学校などに

おいてアメリカの学校保健活動から得た学校保健計画と

学校保健委員会活動を中心とした学校保健と健康教育を

推進し,学校保健 ･健康教育を中核とした学校経営のあ

り方を模索した6).同校はその後の学校保健委員会活動

のモデル枚的な存在となった.

このように,戦後における学校づくりと教育課程研究

の泰明期にあって,学校保健 ･健康教育は主要な内容の

一角を占めていたことがわかる.

Ⅲ,学校保健を中心とした学校づくり

1.健康推進学校表彰事業と健康教育推進学校表彰事業

一万,1930年 (昭和 5年)から昭和期日本の典型的な

教育表彰事業として展開された ｢全日本健康優良児表彰

事業｣と並行して実施された朝日新聞社主催の ｢全日本
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健康優良学校表彰事業｣は,45年間にわたって小学校に

限定されてはいたものの,学校経営の中核に学校保健活

動を位置づけた学校教育活動を表彰する過程でその展開

を促 してきた7㌧ すでにこの事業については前号で高石

がその経緯を論じているが8),同事業は戦後の教育改革

の流れの中でいち早く ｢学校保健計画｣と学校保健委員

会活動を紹介し,その定着に努めた湯浅認面やその同僚

であった竹内光春らの尽力により,健康優良児表彰と並

び立つ教育表彰事業として創設され,1951年(昭和26年)

から1996年 (平成8年)まで実施された.さらに,2002

年 (平成14年)からは,朝日新聞社の表彰事業を参照し

つつ,財団法人日本学校保健会が実施する ｢健康教育推

進学校表彰｣が小学校から高等学校,さらに障害児教育

諸学校までを含む全校種を対象として健康教育の推進を

積極的に行っている学校活動を表彰し,その活動の普及

啓発に努めている.

朝日新聞社主催の ｢全日本健康推進学校 (優良学校)

表彰｣事業は,活動表彰の前提として,地域,家庭,学

校の連携を掲げており,詳細な調査票による活動調査と

現地審査 (学校訪問)によって,その活動を評価してき

た,その評価項目は衷1に示す通 りである.

表1 健康推進学校表彰事業における学校保健活動の評価項目

①学校保健委員会活動 ⑲学校給食 .給食指導

②児童保健活動 ⑪学校伝染病対策

③教職員保健活動 ⑲疾病予防活動

④pTA保健活動 .地域との協力 ⑬う歯対策

(む保健関係学校行事 ⑭精神保健活動

⑥教職員の健康 .安全 ⑮障害児指導

(む学校環境衛生 ⑯体育活動

⑧健康診断.健康相談 ⑩学校安全

⑨保健学習 .保健指導 ⑲研究活動 .特別活動

これをみると,同事業の評価の主眼が学校保健委員会

や児童保健活動,教職員保健活動,PTA保健活動およ

び地域との協力など,学校と地域の間の協力関係にもと

づく活動にあったことがわかる.また,その領域も学校

教育活動のほぼすべてにわたる活動に広がっている.す

なわち,健康推進学校表彰事業の観点からみた学校保健

活動は,地域社会や家庭との密接な関わりを通して学校

教育の教育計画やカリキュラムを編成していく点に特徴

があったといえる.こうした手法は,その理念や目的意

識においては異にする点はあるものの,戦後教育改革の

時点で構想されていた地域共同体が学校教育に参加する

という基本的な視点を継承していることが窺われる.

2.ヘルスプEjモーティングスクール (ヘルシースクー

ル)運動

国際的な視点でみると,1990年代に入 り,WHOを中

心として,｢ヘルスプロモーテインダスクール (Health

PromotingSchoolHPS)｣のプロジェクトが推進される

ようになった.この点についても高石がその概要を指摘
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しているが,この活動は,ヘルスプロモーションの理念

にもとづいて,子どもたちの主体的な健康づくりを学校

がその教育計画の中に組み込んでいくことを中核的内容

としている.

1992年にはヨーロッパ地域のネットワーク(European

NetworksofHealth-PromotingSchoolsENHPS)が形

成された.その後,1995年にはカナダ,アメリカ合衆国

などの北米地域,1996年にはラテン･アメリカや南アフ

リカ,そして1997年には東南アジアおよびアジア地域な

どで推進されるようになり,同年のギリシャにおける第

1回のカンファレンスでは,ヘルスプロモーティングス

クールに関する10の原則が提唱された.それは以下の概

念によって示されている9).

①Democracy(個人 ･社会の発達 と健康を導 く民主

主義的原則の確立)

②Equity(教育機会への平等なアクセスの保障)

③Empowermentandactioncompetence(エンパワ

メントと行動できる能力の獲得)

④schoolenvironment(身体的および社会的に健康を

増進できる学校環境)

(むcurriculum (健康を維持 ･増進できる知識,洞察,

ライフスキルを得させる教育課程)

⑥Teacherstraining(ヘルスプロモーテインダスクー

ルを念頭においた教員研修)

⑦Measuringsuccess(効果を有効に判定できる評価)

(むCollaboration(教育,保健の各行政,および中央と

地方行政の協働)

⑨Communities(保護者,地域,NGOとの密接な連携)

⑲Sustainability(広い意味での地域を発展 させうる

長期で持続的な発展性)

3,学校への地域参加の進展

これまでみたように,学校は地域とともに形成される.

特に日本の義務教育制度における小学校,中学校は基本

的に学区制をとっているので,意図的にせよ無意図的に

せよ地域の環境や文化の影響を受けざるをえない.また

公立高等学校や私立学校においても,たとえ児童生徒の

通学区域は多様であったとしても,学校が立地している

地域の環境や学校周辺の文化と無縁ではありえない.

一方で地域もまた学校の存在によってその住民は生活

や文化の影響を受ける.｢文教地区｣が一般に居住地域

としては好ましい環境をあたえるように,学校の存在は

多くの場合その地域において文化的なシンボルであり,

また実際に学校を拠点としてさまざまな地域の活動が展

開している.国政選挙や地方選挙の投票所として,災害

時の避難場所として,地域の祭りや盆踊 り,バザーなど

の催しの会場として,また,さまざまな社会体育や青少

年スポーツの練習や試合の場所として,学校は常に地域

の人々の中で意識され,その生活に融け込んできた.

このことは教育行政的にも理解されるところとなり,

市町村教育委員会の ｢学校開放｣事業としての体育施設,

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

校庭,教室などの施設開放や,｢学校評議員｣制度によ

る学校経営への住民参加,特別非常勤講師制度や ｢総合

的な学習の時間｣におけるゲス トティーチヤーによる地

域住民の授業参加などがすすめられてきた.文部科学省

では2002年 (平成14年)度から ｢新しいタイプの学校運

営の在 り方に関する実践研究校｣を指定し,｢コミュニ

ティ･スクール｣などの設置を推進してきた.

また,この動向に後押しされて,地域の側からの学校

教育への具体的な参加もすすみ,学校理事会方式による

全国初のコミュニティ･スクールとしての東京都足立区

の五反野小学校などの学校が学校運営の構造を地域主体

に転換しだした.

しかしながら,学校保健や健康教育の領域での地域と

学校の協同活動については,必ずしも活発ではなかった

といえる.もちろん,学校保健委員会へ保健所や市町村

保健センターの職員,町内会 ･自治会代表などが参加し

ている例は数多いが,それらの人々が主体的に学校保健

活動を通して,地域の健康課題の解決や健康を通した地

域づくりを推し進めているケースはなお少数にとどまっ

ている.その理由は,学校保健が医学や保健学などの専

門的知識を必要とする活動であることから容易に一般住

民がその具体的活動に対して直接に企画や運営に携わる

ような環境がつくられてこなかったこと,および地域住

民の教育関心が必ずしも児童生徒の健康や安全に関する

課題に直結せず,学力問題に意識が傾きやすいことによ

ると思われる.その中で,前号で報告された並木による

学校づくりの実践は,保護者が積極的に授業や学校保健

委員会に参加する学校運営を創造する過程で,保護者自

身が児童生徒の学ぶ姿を迫体験的に経験していく手法が

注目される10).

近年では学校医や学校歯科医,学校薬剤師などの非常

勤専門職が中心になってPTA保健委員会などと連携 し

ながら地域の健康教育を兼ねた校内の学校保健研修を実

施する例もみられるようになっている.こうした蓄積が

真の意味での ｢地域の教育力｣として,学校の教育課程

や学校経営全体に影響をあたえ,それが地域の健康づく

りにも貢献することになることは明らかである.

Ⅳ.ケアと学習の組織化を通 した学校保健の創造

それでは,学校保健の発展が地域住民全体の健康を充

実させ,地域の健康づくりが学校保健の発展につながり,

やがて地域と学校がともに共同体として豊かに繁栄して

いくためにはどのような条件が必要となるのか.ここで

は,本企画全体の総括もかねて,筆者が特集の中から学

び得た今後の方向性を示しておきたい.

1.教職員におけるヘルスプElモーションの理念の適切

な理解

WHOのヘルスプロモーションの理念からすれば,学

校は住民の健康増進のためのsetting(環境 ･条件)で

ある.ヘルスプロモーテインダスクールとは,いうなれ
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ば ｢全数育活動において,健康を推進するための教育と

経営を主眼においた学校のあり方｣をいう.とはいえ,

それは国語でも数学でも常に健康をテーマとして授業内

容を改造していくことを意味するものではない.そうし

たことが意味をもつ場合もあるが,ヘルスプロモーテイ

ンダスクールの真意とは,自らの一瞬々々の教育活動が

いつかどこかで必ず児童生徒の身体的 ･精神的 ･社会的

健康に意味をもち,彼 らが健康で生きていくための学力

と生活力としてその子に結実していくことを念じて自ら

の教育実践にその意識を重ねていくことに他ならない.

そのためには,教員が個人としてヘルスプロモーショ

ンに関する知識をもっことは重要であるが,学校が組織

として学校保健に関する目標を共有し,日常的な実践の

中で共同的に児童生徒の健康現実に即して教育的価値を

検証し,意義づけ,計画化するという組織学習 (organ-

izationallearning)を重ねなければならない.学校保健

に関する学校としての組織学習こそが今後の学校づくり

においては不可欠となる.

2.地域 ･家庭とのコーディネー ト能力の形成

地域の健康課題を学校において取 り上げながら学校づ

くりを図ること,および学校の教育課題を地域の課題と

して共有していくためには,組織としての学校および個

人としての教職員はともに地域との調整能力 (コーディ

ネー ト能力)を養っていく必要がある.欧米の例ではス

クールソーシャルワーカーが一定の地位と役割をもち,

主体的に地域と学校を連携に導いているが,現在の日本

では教職員がその役割を担わざるをえない.それは,後

述のように児童生徒の健康や安全を具体的にまもってい

くためにももとめられる役割である.特に学校保健 ･健

康教育においては養護教諭がその役割を果たさざるを得

ない現状にあり,他の教職員との業務分担を視野に入れ

つつ,地域や家庭との共同化のための接点をつくること

を考慮していく必要がある.

3.広義の地域ケアのネットワークの拠点としての学校

近年の社会変動の影響から,幼児や児童生徒の虐待,

犯罪被害,性被害など,幼児,児童生徒の健康安全を社

会として保護しなければならない状況が多発している.

こうした被害を防止し,子どもの安全確保や危機管理な

どの観点から,学校を子どもの包括的な地域ケアの拠点

として,情報集約や情報発信の場として考えていく必要

がある.すでに極度に多忙化し,教職員の勤務時間,過

勤時閏も長くなりつつある学校において,これらの役割

を担うことは,現実には多くの困難がともなう.しかし

ながら,これらは子どもの健康と安全の基本に直結する

問題であり,地域との協働の中で実情に応じた体制を組

むことによって,地域とのつながりを強く,太 くしてい

くことにもつながる.地域の地縁団体(町内会,自治会)

やボランティア団体,NPOなどとの連携を策しつつ,

子どもの健康と安全を総合的に保障できる場としての学

校のあり方を学校づくりの基本に据えることは,学校自
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体の役割を再認識する機会としても重要である.

Ⅴ.総 括

このようにみていくと,真にもとめられるべき学校保

健活動とは,学校での健康管理と健康教育,組織活動を

主体とする学校全体での健康づ くりを通じて,地域連帯

の再生を図りながら,新たな共同体とそこでの発達と健

康の文化を構築していくことに他ならないことがわかる.

佐藤学は,自ら先導し,近年広が りつつある市民主体の

学校づ くり (学びの共同体づ くり)の動向に共通する3

つの原理として ｢公共性｣｢民主主義｣｢卓越性｣を挙げ

ている11).なお ｢卓越性｣とは他に比して秀でることで

はなく,｢常に最良のものを希求する｣ことと注釈され

ている.卓越性を児童生徒の心身の健康において最良の

ケアを提供するという意味に読み替えると,その 3つの

原理はそのまま学校保健 ･健康教育を主体とする学校づ

くりの原理としても適用 しうる.常に普遍的で公平性に

立脚 した学習環境と健康管理を提供 し,児童生徒 と教職

負,そして保護者や地域住民が参加しうる民主的な相互

作用としての健康教育活動を通して,健康という現象を

通して人間形成をはかっていくことは,新 しい公衆衛生

の理念であるヘルスプロモーションにもとづ く学校保健

と教育としての学校保健がともに希求する姿なのである.
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思春期の子どもたちの喫煙開始に関わる要因

今 出 友紀子*1,川 畑 徹 朗*1,石 川 哲 也奴1

勝 野 異 吾*2,西 岡 伸 紀*3
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*2兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科

*3兵庫教育大学大学院学校教育学研究科

FactorsRelatedtothelnitiationofSmokingamongJapaneseEarlyAdolescents

Yukikolmade*1,TetsuroKawabata*1,Tetsuyalshikawa*1

ShingoKatsuno*2,NobukiNishioka*3

*-GraduateSchoolofHumanDevelopmentandEm,ironment,KobeUm've7-Sity

*2JointGraduateSchoolintheScL'enceofSchooIEducat10n,HyogoUniversityofTeacherEducatt'on

*3GraduateSchoolofEducation,HyogoUm'versityofTeacherEducation

Thepurposeofthisstudywastoclarifythefactorsassociatedwithinitiationofsmokingfordevelopingef-

fectivesmokingpreventionprogramsamongearlyadolescents.

InMarch2004,1,130studentsinthe丘fthgradeofelementaryschooltothethirdgradeofjuniorhigh

school,fromeightelementaryschoolsandtwojuniorhigh schoolsinNiigataprefecture,completedananony-

mousandselトadministeredquestionnaire.

Theanalysesexaminedtherelationshipbetweeneversmokingexperienceandeight(orseven)independ-

entvariables,usingmultiplelogisticregressionforfoursubgroups:elementaryschoolboys,elementaryschool

girls,juniorhigh schoolboysandjuniorhigh schooigirls.

Themainresultswereasfollows;

1)EverexperienceofdrinliingalCoholwassignificantlyassociatedwitheversmokingexperienceinali

groups,andithadthestrongestrelationshiptosmokingamongelementaryschoolboysandgirlsandjunior

highschoolgirls.

2)Confidenceinnotsmokingbytheageof20wassignificantlyassociatedwithlesseversmokingexperi-

enceinallgroups,andithadthestrongestrelationshiptojuniorhighschoolboys'smoking.

3)Smokingbehavioroffamilymembersandfriendswassignificantlyassociatedwitheversmokingexperi-

enceinelementaryschoolboysandgirls,andjuniorhighschoolboys.Elderbrother'ssmokingwasrelated

toelementaryschoolboys'smokingwhilemother'ssmokingwasrelatedtoelementaryschoolgirls'smok-

ing,whichmeantsamesexfamilymembers'smokingwasassociatedwithelementaryschoolstudents'

smoking.Inaddition,friends'smokingwasassociatedwithjuniorhighschoolboys'smoking.

4)Family-relatedselトesteemwassignificantlyassociatedwithsmokingamongjuniorhighschoolboys'

smoking.

Theresultsofthisstudysuggestthatitisimportanttoconductalcoholdrinkingpreventioneducationfrom

earlystage,developskillstoresistdirec卜indirectpressuresoffamilymembersandfriendstosmoke,anden-

hanceselトesteemforpreventingofearlyadolescents'smokingeffectively.

Keywords:smoking,self-esteem,socialfactors,earlyadolescents

喫煙,セルフエステイーム,社会的要因,思春期の子どもたち

Ⅰ.はじめに

青少年期からの喫煙は,依存を引き起こしやすく,心

身への健康に重大な影響を与える恐れの高い行動である

ことは広 く知られている.それにもかかわらず,小学校

5年生から高等学校 3年生を対象とした川畑らの全国調

査1)の結果によると,小学校 5年生でも男子で17%,女

子で11%がすでに喫煙を経験している.こうしたことか

ら,青少年の喫煙防止対策をできるだけ早期から行うこ

とが重要であり,たばこの販売方法の改善など社会環境

の整備と共に,一次予防としての健康教育,すなわち喫

煙防止教育の果たす役割は大きいと考えられる.

学校における従来の喫煙防止教育は,喫煙が及ぼす健

康影響などを伝える ｢知識中心型｣や ｢脅し型｣のもの
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が殆どであったが,それだけでは行動変容を起こすこと

は難しいことが指摘されている2)3).その理由としては,

喫煙をはじめ,人のとる健康関連行動には多くの要因が

関係しており,知識や態度はそうした要因の一つでしか

ないことなどが挙げられる2)4).そのため青少年の喫煙行

動を効果的に防止するためには,様々な要因を考慮した

包括的な働きかけを行うことが重要であると考えられ

る2)5).

青少年の喫煙行動の関連要因としては,周囲の人の行

動や態度といった社会的要因と共に6-ll),セルフエス

テ イー ムi)7)12118や 自己 効 力 感7)17),喫 煙 意 図 や 予

測6)7)12)13)17)19)20),あるいは社会的スキル (コミュニケー

ションスキルを含む対人関係スキル)21)やス トレス対処

スキル 13)などの個人的要因が重要な要因として挙げられ

ている.また,飲酒行動も喫煙行動と密接な関連性があ

ることが国内外の研究で示唆されている22)23).

そして,こうした要因のうちでも,セルフエステイー

ムや社会的スキル,ス トレス対処スキルを含むライフス

キルは,喫煙行動のみならず様々な健康関連行動の共通

要因であると考えられることやZi)2Ll~26),学校教育の目標

である ｢生きる力｣の形成とも密接な関係があること2)3)

から,喫煙防止を含む健康教育の内容として重要祝され

るようになってきている27).

しかし,従来の喫煙行動の関連要因に関する研究では,

セルフエスティ-ムやライフスキルを包括的に検討した

研究は少なく,また川畑ら7)の研究を除いて,多 くの研

究は主として習慣的喫煙者が増加する中 ･高校生に焦点

を当てており,喫煙経験者が急増する小学校高学年を対

象としてセルフエスティ-ムやライフスキルとの関係を

検討した研究は殆どない.

そこで本研究では,小学校高学年と中学生を対象に,

セルフエステイーム,社会的スキル,ストレス対処スキ

ルを含む諸変数と喫煙行動との関係を包括的に検討し,

喫煙開始を防止するのに有効なプログラムの内容につい

て示唆を得ることを目的とした.

Ⅱ.方 法

l.対 象

著者らは現在,ライフスキル形成を基礎とする喫煙,

飲酒,薬物乱用防止教育プログラムの有効性を評価する

ために,新潟県岩船郡A町の小学校 2校および中学校 1

校,B村の小学校 6枚および中学校 1校を対象とした介

入研究を実施中である.本研究は,研究対象校に在籍す

表1 性別 ･学年別回答者数

小5 小6 中1 中2 中3 計

男 子 122 108 107 109 130 576

女 子 95 122 104 108 125 554
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る小学校 5年生から中学校 3年生の全児童生徒1,130名

を対象に実施したベースライン調査の結果に基づいてい

る.表 1に,性別 ･学年別の調査対象者数を示した.な

秦,これ以外に性別不明による回答無効者が 2名あった.

2.データ収集

2004年2月に調査票を調査対象校に郵送し,2004年 3

月に調査を実施した.この際,原則として調査対象クラ

スの担任に実施を依頼した.調査実施方法の統一を図る

ために調査実施者用手引書を作成し,児童生徒への説明

や指示を具体的に記して,指示内容以外の説明を行わな

いように求めた.

なお,調査項目の中には,法律によって禁止されてい

る薬物乱用,あるいは未成年者においではその使用が法

律によって禁止されている喫煙や飲酒に関する調査項目

も含まれているので,できるだけ正確な回答を得るため

に,回答した内容についての秘密の保持に配慮した.第

一に,調査は自記入式の無記名調査とした.第二に,記

入後はあらかじめ各人に配布した封筒に記入済みの調査

票を入れ,封をさせた.第三に,調査中は机間巡視をし

ないように調査実施担当教師に求めた.

3.調査項目

表2には本研究の分析に関する主な質問項目を示した.

セルフエステイームの尺度に関しては,我が国の青少

年の喫煙,飲酒行動の関連要因に関する研究において比

較的 よ く使用 されていることを考慮 して,先行研

究i)7)12)13)18)20)Zi)に倣い,学習能力および 友 人関係に関する

セルフエスティ-ムの測定にはHarterz8)の尺度,家族関

係および身体に関するセルフエステイームの測定には

Popeら29)の尺度,全般的なセルフエステイームの測定に

はRosenberg30)の尺度を用いることとした.

Harterの学習能力 (以下 ｢学習｣) と友人関係 (以下

｢友人｣)に関する尺度は各 7項目から構成され,それ

ぞれに対する認知された有能感を測定している.また

Popeらの家族関係 (以下 ｢家族｣)および身体 (以下 ｢身

体｣)に関する尺度は各10項目から構成され,各領域に

おけるセルフエスティ-ムを測定している.全般的なセ

ルフエスティ-ムのレベルを測定するRosenbergの尺度

(以下 ｢全般｣)は,10項目から構成されている.

いずれの尺度とも得点が高いほど各セルフェスティー

ムのレベルが高いことを示すように項目の点数を変換し

て,合計得点を求めた.

社会的スキルの測定には,嶋田ら31)が開発した尺度を

用いた.本尺度は ｢向社会的スキル｣(7項 目),｢引っ

込み思案行動｣(4項目),｢攻撃行動｣(4項目)の3つ

の下位尺度で構成されており,いずれの尺度とも得点が

高いほど各スキルをよく使うことを示すように項目の点

数を変換して,合計得点を求めた.

ス トレス対処スキルの測定には,大竹ら32)のコ-ビン

グ尺度の短縮版を用いた.この尺度は ｢サポー ト希求｣,

｢問題解決｣,｢気分転換｣,｢情動的回避｣,｢行動約回
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表2 質問項目

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

【属性】性,学年,学校種

【セルフエステイーム】

･学習,友人に関するセルフエステイーム (Harterの尺度)

･家族,身体に関するセルフエステイーム (Popeらの尺度)

･全般的なセルフエスティ-ム (Rosenbergの尺度)

【社会的スキル】(嶋田らの尺度)

7-28点

10-30点

10-30点

向社会的スキル :7-28点,引っ込み思案行動,攻撃行動 :4-16点

【ス トレス対処スキル】(大竹らの尺度)

サポー ト希求,問題解決,気分転換,情動的回避,行動的回避,認知的回避 :2-8点

【行動】

･生涯喫煙経験 (②を選択した者を生涯喫煙経験者とした)

(丑吸ったことがない/②吸ったことがある から1つ選択

･この1か月間の喫煙経験 (②～④を選択した者を月喫煙者とした)

(丑吸っていない/(彰1本吸った(彰2-19本吸った④20本以上吸った から1つ選択

･父親,母親の喫煙行動 (③を選択した者を喫煙する父親 [母親]をもつ者とした)

(丑たばこを吸っていない②前はたばこを吸っていたが,今は吸っていない③たばこを吸っている(むお父さん[お母さん]

がいない から1つ選択

･兄,柿,友人の喫煙行動 (③を選択した者を喫煙する兄 [姉,友人〕をもつ者とした)

①お兄さん [お姉さん,親しい友だち]はいない②お兄さん [お姉さん,親しい友だち]はいるが,だれもたばこを吸っ

ていない(彰たばこを吸うお兄さん [お姉さん,親しい友だち]がいる から1つ選択

･生涯飲酒経験 (②を選択した者を生涯飲酒経験者とした),

①飲んだことがない/②飲んだことがある から1つ選択

･この1か月間の飲酒経験 ((参を選択した者を月飲酒者とした)

(丑飲んでいない/②飲んだ から1つ選択

【自己効力感】

･今から20歳になるまでたばこを吸わない自信

①ぜったいに吸わないと思う②たぶん吸わないと思う③どちらともいえない④たぶん吸うと思う⑤ぜったいに吸うと思

う から1つ選択

･友だちからのたばこの勧めを断る自信,たばこの広告を分析する自信

(かぜったいにできると思う②たぶんできると思う/③どちらともいえない(重たぶんできないと思う⑤ぜったいにできな

いと思う から1つ選択

(自己効力感は①-5点,②-4点,③-3点,④-2点,⑤-1点に変換した)

注 :表内の/は分析における回答肢の区分を示す

避｣,｢認知的回避｣の 6つの尺度 (各 2間)から構成さ

れ,得点が高いほど各対処法をよく使 うことを示すよう

に項 目の点数を変換 して,合計得点を求めた.

児童生徒の喫煙行動に関しては,今までに,たばこを

一口でも吸ったことがある者を生涯喫煙経験者,この 1

か月間にたばこを1本以上吸った者を月喫煙者と定義 し

た.

また,児童生徒本人の喫煙行動に加えて,父親,母親,

見,柿,友人の喫煙行動について質問した.

児童生徒の飲酒行動に関しては,今までに,酒やビー

ルを飲んだことがある者を生涯飲酒経験者,この 1か月

間に酒やビールを飲んだ者を月飲酒者 と定義 した.

また喫煙に関する自己効力感として,20歳まで喫煙を

しない自信,たばこの勧めを断る自信,たばこの広告を

分析する自信について質問した.各項 目とも得点が高い

ほど自己効力感が高 くなるように変換 した.

4.分析方法

(1) 喫煙行動の実態

生涯喫煙経験者率 と月喫煙者率についで性別 ･学年別

に割合 を求め,性差 ･学年差の有意性の検定には共に

x2検定を用いた.

(2) 喫煙行動関連要因の単変量解析

喫煙行動に関する分析の結果,とりわけ小学生におい

て月喫煙者率が低かったため,生涯喫煙経験を従属変数

として用いることとした.分析に際 しては,性別 ･学校

種別 (小学生男子,小学生女子,中学生男子,中学生女

チ)に,生涯喫煙経験者群 と非経験者群 とに分け,独立

変数の平均値 もしくは割合を求めた.群間の差に関する

有意性を検定するために,平均値については t検定を,

割合についてはx2検定を用いた.

(3) 喫煙行動関連要因の多変量解析

独立変数間には互いに相関関係があると予想されるた

め,他の変数の影響をコントロールするために多重ロジ

スティック回帰分析 (強制投入法)を行った.なお,使

用する独立変数の数を制限するために,前項の単変量解

析によって 2つ以上の性 ･学校種群において有意差が認
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められた独立変数を用いた.また,相関の高い複数の要

因を同時に多変量解析モデルに使用するのを避けるため,

生涯飲酒経験と相関が高い月飲酒は独立変数から除外し

た.さらに小学生の ｢喫煙する友人｣を持つ者の割合が

極めて低かったので,小学生の分析においては独立変数

のリス トから喫煙する友人を除外した.

分析に際 しては,統計プログラムパ ッケージSPSS
14.0JforWindowsを使用し,統計上の有意水準は5%

とした.

Ⅲ.結 果

i.性別および学年別の日舞煙行動

生涯喫煙経験者率および月喫煙者率を図1に示した.

生涯喫煙経験者率に関して,性差は小学校 6年から中

学校 3年 につ い て認 め られ (小 6;x2-8.215, p

-.004,中 1;x2=20.793, p<.001,中 2;x2-

5.363, p-.021,中3;x2-16.515, p<.001),い

ずれの学年も男子の割合が女子より高かった.学年差に

ついては男女共に有意差がみられ (男子 ;x2-47.828,

p<.001,女子 ;x2-21.690,p<.001),いずれも学

年が進むにつれて割合が上昇する傾向が認められた.た

だし男子においては,中学校 2年の生涯喫煙経験者率は

中学枚1年より低かった.

月喫煙者率に関して,性差は中学校 1年と中学校 3年

において有意であり (中1;x2-4.978, p-.026,中

3;x2-5.371, p-.020),いずれも男子の割合が女

子より高かった.学年差については男子において認めら

れ (x2-10.958, p-.027),中学校 3年の割合 が高

かった.

2.喫煙行動関連要因の単変塁解析

(1) セルフエスティ-ムとの関連

セルフエスティ-ム ｢学習｣に関しては中学生男子に

おいて有意な差が認められ (t-3.679, p<.001),輿

煙経験者群は非経験者群より得点が低かった(14.2±3.7

vs15.8±3.9).なお ( )内の数倍は喫煙経験者群の平
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図1 生涯喫煙経験者率,月喫煙者率

辛 * *
22.3 22,0 22.2 22_1

小学生男子 小学生女子 中学生男子 中学生女子

囚喫煙経験者欝 E3非喫煙経験者群

*:有意水準5%で群間に差があることを示す

図2 喫煙経験別にみたセルフエスティ-ム ｢家族｣の得点

均倍±標準偏差vs非喫煙経験者群の平均値±標準偏差を

示す (以下同じ).セルフエステイーム ｢家族｣に関し

ては,小学生男子 (t-2.054, p-.041),中学生男子

(t-4.226, p<.001),中学生女子 (t-3.000, p

-.003)においてそれぞれ有意であり (図2),喫煙経

験者群は非経験者群よりも得点が低かった (小男 ;22.3

±3.4vs23.8±3.7,中男 ;20.4±3.9vs22.2±3.6,中女 ;

20.1±4.7vs22.1±4.2),

(2) 社会的スキルとの関連

｢向社会的スキル｣に関しては,小学生女子のみにお

いて有意であり (t-3.140, p-.002),喫煙経験者群

の方が非経験者群より得点が低かった(20.0±3.9vs22.5

±2.6).｢攻撃行動｣に関しては,小学生女子(t-2.360,

p-.019),中学生男子 (t-3.277, p-.001)につい

て有意差が認められ,いずれも喫煙経験者群の方が非経

験者群より得点が高かった (小女 ;8.5±2.5vs7.1±2.0,

中男 ;8.4±2.3vs7.5±2,3).

(3) ス トレス対処スキルとの関連

｢だれかにどうしたらよいかを聞く｣,｢問題を解決す

るために協力してくれるように人に頗む｣の2項目から

構成される ｢サポー ト希求｣に関しては,中学生女子に

おいてのみ有意差が認められ (t-2.376, p-,018),

喫煙経験者群の方が非経験者群より得点が低かった(5.0

±1.9vs5.7±1.6).また ｢大声を上げてどなる｣,｢だれ

かに言いつける｣の2項目から構成される｢行動的回避｣

に関して,中学生女子において有意差がみられ (t-

2.189, p-.029),喫煙経験者群の方が非経験者群より

得点が高かった (4.0±1.4vs3.5±1.4).

(4) 喫煙に関する自己効力感との関連

20歳まで喫煙をしない自信とたばこの勧めを断る自信

について,喫煙経験者群と非経験者群の自己効力感の得

点の差は全てのグループで有意であり,いずれも喫煙経

験者群の方が非経験者群より得点が低かった (表 3).

またたばこの広告を分析する自信については,小学生女

子についてのみ統計的な有意差が認められ (t-2.199,

p-.029),喫煙経験者群の方が非経験者群より得点が

低かった (3,0±1.Ovs3.7±1.0).
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表3 喫煙経験別にみた喫煙に関する自己効力感の得点 (平均値±標準偏差)

小学生男子 小学生女子 中学生男子 中学生女子

を20し歳 非 喫 煙 4.7±0.6 4.8±0.6 4.6±0.7 4.7±0.7
経験者群 (n-197) (n-203) (n-223) (n-289)

廊なま 喫 煙 4.0±1.2 3.8±1.2 3.7±1.4 4.0士1.2

いで喫煙 経験者群 (n-32) (n-12) (n-121) (a-48)群間の差 t-3.227 t-2.707 t=6.947 t==4.097
*p-.003 串pこ.020 *p<.001 *p<.001

をた断 ぼるこ 非 喫 煙 4.5±0.9 4.5±0.7 4.5±0.8 4.5±0.8

経験者群 (n-197) (n-203) (a-223) (a-289)

喫 煙 4.1±1.0 3.9±1.2 3.9±1.3 3.9±1.3

の勧め 経験者群 (n-32) (n-12) (n-121) (n=48)群間の差 t-2.042 t=2.653 t-4.460 t-3.425

*:有意水準5%で群間差があることを示す

(5) 飲酒行動との関連

生涯喫煙経験の有無別にみた,生涯飲酒経験者率 (図

3)および月飲酒者率は,生涯飲酒経験者率については

全ての性 ･学校種において2群間に有意差があ り (小

男 ;x2-24.734,p<.001,小 女 ;x2-8.728,p-.003,

中男 ;x2-28.484, p<.001,中女 ;x2-14.668, p

<.001),月飲酒者率についても小学生女子以外の全て

のグループにおいて有意差があった (小男 ;x2-14.197,

p<.001,中男 ;x2-18.738,p<.001,中女 ;x2-
18.266, p<.001).いずれも,喫煙経験者群の割合の

方が非経験者群より高かった.

(6) 周囲の人の喫煙行動との関連

周囲の人の喫煙行動別にみた児童生徒の喫煙経験者率

は,父親の喫煙行動に対しては小学生男子のみ有意な差

があ り (x2-5.414, p-.020),母親の喫煙行動に対

しては中学生男子以外の全てのグループにおいて有意差

93.8* 91.7*47.8 90.1*83.2 91.5*63.2

小学生男子 小学生女子 中学生男子 中学生女子

墜喫煙経験者鰐 口非喫煙経験者群

*:有意水準5%で群間に差があることを示す

図3 喫煙経験別にみた生涯飲酒経験者率 (%)

があった (表 4).いずれも喫煙する父親もしくは母親

をもつ群の方がその他の群より生涯喫煙経験者率は高

かった.また見および友人の喫煙行動に対しては全ての

群において有意差が認められ (表4),姉の喫煙行動に

表4 周囲の人の喫煙行動別にみた生涯喫煙経験者率 (%)

小学生男子 小学生女子 中学生男子 中学生女子

母 現在喫煙する 23.8 20.8 42.9 27.5母親をもつ者 (10/42) (5/24) (30/70) (14/51)

親 上 記 以 外 ll.8 3.7 32.7 ll.9
喫 (22/187) (7/191) (89/272) (34/285)

痩 群 間 の 差 x2-4.139 x2-ll.925 x2-2.521 x2-8.511
*p-事042 *p=-.001 p=.112 *p-.004

見咲煙 現在喫煙する 60.0 28.6 52.3 24.4

晃 を もつ者 (6/10) (2/7) (23/44) (10/31)

上 記 以 外 ll.9 4.8 32.0 12.8
(26/219) (10/207) (95/297) (38/296)

群 間 の 差 x2-18.427 x2-7.210 x2-6.969 x2-3.935
*p<.001 *p-.007 *p-.008 *p-.047

衣人 現在喫煙する 80.0 100.0 70.0 36.8

友人をもつ者 (4/5) (1/1) (28/40) (7/19)

上 記 以 外 12.5 5.1 30.6 12.9
喫 (28/224) (ll/214) (93/304) (41/317)

煙 群 間 の 差 x2-18.537 xL'-16.996 x2=24.075 xz-8.368

注 :表内の上段の数字は割合 (%),下段のカッコ内 (a/b)は, aは各群児童生
徒の喫煙者数,bは群全体数を示す

*:有意水準5%で群間差があることを示す
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今出ほか:思春期の子どもたちの喫煙開始に関わる要因

対しても中学生女子において有意であった (x2-9.791,

p-.002).いずれの項 目においても,喫煙する見,柿,

友人をもつ群の方がその他の群より生涯喫煙経験者率は

高かった.

3,喫煙行動関連要因の多変塞解析

前項において,性別 ･学校種別に分けた4群の内,2

群以上で有意差がみられた項目は,セルフエステイーム

｢家族｣,20歳まで喫煙をしない自信,たばこの勧めを

断る自信,生涯飲酒経験,月飲酒,母親の喫煙,兄の喫

痩,友人の喫煙であった.この内,生涯飲酒経験 と相関

の高い月飲酒は,その割合が小さいために除外 し,また

喫煙する友人をもつ者の数が少ない小学生においては友

人の喫煙を除いた上で,各変数を多重ロジスティック回

帰分析の独立変数として選択した.また,生涯喫煙経験
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と学年には相関がみられたので,学年も独立変数に加え

た.

多重ロジスティック回帰分析の結果 (表 5),小学生

男子では,x2億の大 きい順に生涯飲酒経験,20歳 まで

喫煙をしない自信,兄の喫煙が有意であり,回帰係数は

生涯飲酒経験および兄の喫煙は正であり,20歳まで喫煙

をしない自信は負であった.

小学生女子では,生涯飲酒経験 と母親の喫煙が有意で

あり,回帰係数はいずれも正であった.

また中学生男子ではx2億の大 きい順に,20歳 まで喫

煙をしない自信,生涯飲酒経験,セルフエステイーム

｢家族｣,友人の喫煙が有意であ り,回帰係数について

は生涯飲酒経験および友人の喫煙は正であ り,セルフエ

ステイーム ｢家族｣および20歳まで喫煙をしない自信は

表5 生涯喫煙経験を従属変数とした多重ロジスティック回帰分析

変 数 回帰係数 オッズ比 95%信頼区間

小学生男子 学年

セルフエステイーム ｢家族｣
20歳まで喫煙をしない自信

たばこの勧めを断る自信

生涯飲酒経験

母親の喫煙

兄の喫煙

0.386 1.47

-0.080 0.92

-0.857 0.43

-0.057 0.95

2.941 18.93

0.185 1.20

2.292 9.89

値p価γ∧

0.57-3.80

0.81-1.05

0.25-0.73

0.57-1.56

3.59-99.93

0.41-3.53

1.73-56.61

0.64 .425

1.50 .221

9.41 .002*

0.05 .824

12.00 .001*

0.11 ,736

6.63 .010*

小学生女子 学年

セルフエスティ-ム ｢家族｣
20歳まで喫煙をしない自信

たばこの勧めを断る自信

生涯飲酒経験

母親の喫煙

兄の喫煙

ー0.683 0.51 0.12-2.19

-0.048 0.95 0.81-1.12

-0.620 0.54 0.28-1.04

-0.402 0.67 0.33-1.35

2.233 9.33 1.10-79.26

1.546 4.69 1.05-20.89

1.773 5.89 0.53-65.95

中学生男子 学年

セルフエステイーム ｢家族｣

20歳まで喫煙をしない自信

たばこの勧めを断る自信

生涯飲酒経験

母親の喫煙

兄の喫煙

友人の喫煙

0.83 .362

0.32 .571

3.45 .063

1.26 .263

4.19 .041*

4.12 .043*

2.07 .150

0.11 .735

6.63 .010*

0.059 1.06 0.75-1.49

-0.094 0.91 0.85-0.98

-0.594 0.55 0.41-0.75 14.15 <.001*

-0.072 0.93 0.67-1.29 0.18 .669

1.156 3.18 1.58-6.40 10.49 .001*

0.085 1.09 0.57-2.08 0.07 .796

0.654 1.92 0.89-4.17 2.74 .098

1.014 2.76 1.12-6.81 4.84 .028*

中学生女子 学年

セルフエスティ-ム ｢家族｣

20歳まで喫煙をしない自信

たばこの勧めを断る自イ言

生涯飲酒経験

母親の喫煙

兄の喫煙

友人の喫煙

0.482 1.62 1.02-2.56

-0.060 0.94 0.87-1.02

-0.485 0.62 0.39-0.97

-0.239 0.79 0.51-1.22

1.609 5.00 1.68-14.85

0.834 2.30 0.96-5.51

0.594 1.81 0.73-4.48

0.788 2.20 0.66-7.31
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港 :量的変数 ;学年,セルフエスティ-ム ｢家族｣,20歳まで喫煙をしない自信,たばこの勧めを断る自信

質的変数 ;生涯飲酒経験 【o:飲酒したことがある,1:飲酒したことがない】,母親の喫煙,晃の喫

煙,友人の喫煙 【o:喫煙する母親 [見,友人]をもたない,1:喫煙する母親 [見,友

人]をもつ】

*:有意水準5%で有意であることを示す
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負であった.

中学生女子ではx2億の大きい順に生涯飲酒経験,20

歳まで喫煙をしない自信,学年が有意であり,回帰係数

は生涯飲酒経験と学年は正であり,20歳まで喫煙をしな

い自信は負であった.

Ⅳ.考 察

本研究の目的は,小学校高学年と中学生を対象に,セ

ルフエスティ-ムやライフスキルを含む諸変数と喫煙行

動との関係を包括的に検討し,喫煙開始を防止するのに

有効なプログラムの内容について示唆を得ることであっ

た.

本研究における多重ロジスティック回帰分析の結果に

よれば,生涯飲酒経験は性 ･学校種を問わず全ての群に

おいて,周囲の人の喫煙行動については中学生女子を除

く群において,また20歳まで喫煙をしない自信について

は小学生女子を除く群において有意な変数として取り込

まれた.また中学生男子においては,セルフエステイー

ム ｢家族｣が有意な変数として取り込まれた.

(1) 飲酒行動

本研究の結果によれば,生涯喫煙経験と生涯飲酒経験

の間には正の関係があることが示された.こうした結果

は中村ら23)や大島ら33)の単変量解析の結果と一致してい

た.

米国のCDCが示 した ｢青少年期の6つの危険行動｣

によると,喫煙行動と飲酒行動を含む6つの危険行動は

相互に関連性が強いとされている2).またKandelzZ)によ

ると,飲酒行動は喫煙行動に先立って起こる行動である

ことが示されている.

喫煙行動と飲酒行動との間に密接な関連性がある理由

として,以下に示すように,青少年の喫煙,飲酒行動に

は共通の心理的要因が関係していることが挙げられる.

市村ら3̀-)の中学校 2年生および高校 2年生を対象にし

た研究によれば,喫煙,飲酒を経験している者ほど ｢喫

痩,飲酒,薬物乱用をすべきでない｣という規範意識が

低いという結果が示されている.

また,小川ら36)は,喫煙,飲酒行動と大人-の反抗心

との関係について指摘し,喫煙や飲酒などの反社会的行

動は,親に対する反発や社会に対する反抗心から起こる

可能性を示唆しており,こうした心理的特性も喫煙,飲

酒行動を引き起こす共通要因であると考えられる.

(2) 周囲の人の喫煙行動

本研究の多重ロジスティック回帰分析の結果によれば,

小学生男子では兄の喫煙が,小学生女子では母親の喫煙

が,中学生男子では友人の喫煙がそれぞれ有意であり,

周囲の人が喫煙行動をとっている程,本人も喫煙を経験

している傾向が示された.こうした結果は多くの先行研

究6~il)19)20)における結果と一致していた.

上記の結果によれば,小学生においては特に同性の家

族 (男子では兄,女子では母親)の喫煙行動との関連が

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

示された.バンデューラ37)の社会学習理論では,人は肖

分にとって重要な人物の行動を観察し,その行動が好ま

しい結果をもたらすと考えるならば,その行動を真似し

ようとし,特に年齢の低い子どもにとっては同性の家族

が重要な役割を果たすことを示している.小学生にとっ

て,人間関係の中心は家庭であり,家族は最も身近で重

要な手本であるといえる.このような理由によって,小

学生の喫煙経験と家族の喫煙行動の間には密接な関連が

みられるものと考えられる.

一方,中学生では男子において,友人の喫煙行動との

関連が示された.概ね中学生から始まる思春期は,自立

という課題に直面し,その対処として方向性を同じくす

る仲間関係が形成されやすく,その仲間関係の重要性は

極めて大きいといえる38).すなわち,友人と過ごす時間

が長くなり始める中学生期は,その関係もより密接にな

る時期であり,自分にとって大切な友人の喫煙行動を

｢好ましい行動｣と感じたり,直接的に喫煙を勧められ

た場合も,その誘いを拒否すれば,仲間関係の形成や維

持ができなくなってしまうとの恐れのために,誘いを受

け入れてしまうものと考えられる.

(3) 20歳まで喫煙しない自信

多重ロジスティック回帰分析の結果によれば,小学生

女子を除いて,生涯喫煙経験がある者ほど20歳まで喫煙

しない自信がないという結果が示された.また小学生女

子においても有意ではなかったものの (p-.063)そう

した傾向が認められた.喫煙しない自信あるいは喫煙予

測と喫煙行動の関係に関する横断研究の内,川畑ら7)の

研究結果によれば,小学生男子,同女子,中学生男子,

同女子において20歳時の喫煙予測が判別関数の変数とし

て取 り込まれ,喫煙経験と20歳時の喫煙予測の間には正

の関係が認められ,本研究の結果と一致していた.また

Kawabataら20)の縦断研究では,高校 2年生時に非喫煙

経験者であった者を対象として成人時の喫煙行動を目的

変数とした判別分析を行ったところ,高校 2年生時にお

ける将来喫煙予測が変数として取り込まれ,高校 2年生

時にたばこを吸っていなくても,成人になった時に自分

が喫煙をしていると予測した者ほど実際に喫煙をしてい

るという結果が示された.高校 2年生から成人までを追

跡調査 した高橋ら6)の研究や中学生から成人までを追跡

調査した渡追ら19)の研究においても同様の結果が示され

ている.これらの結果は,将来自分が喫煙していると予

測したり,あるいは喫煙しないという自信がない者は実

際に喫煙行動をLやすいという関係を示唆している.

Fishbeinらの合理的行為の理論によると39)40),行動意

図は,｢行動への態度｣と ｢主観的規範｣の2つの要素

からなる.｢行動への態度｣はその行動が自分にとって

好ましいかどうかという評価を指し,｢主観的規範｣は

自分にとって重要な他者が自分のとるべき行動として何

を期待しているかについての認知を意味している.

このことから,周囲に喫煙をする友人が多い子どもは,
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自分が喫煙をすることに対する友人の期待を認知し,そ

れに応えて喫煙行動をとることによって友人の賞賛や友

人関係の維持などプラスの結果をもたらすと評価するこ

とが,喫煙行動の意図の背景にあり,｢喫煙行動-良い

結果｣という連想をもった子どもが実際に喫煙行動をと

るようになるものと推測される.

(4) セルフエステイーム

本研究の単変量解析の結果によれば,/j､学生女子を除

いて家族に関するセルフエスティ-ムと喫煙経験との間

には有意な関係が認められた.こうした結果はこれまで

に行われた単変量解析の結果 1)12)15)16)と一致していた.ま

た多重ロジスティック回帰分析の結果においても,中学

生男子において有意な関係が認められ,これは川畑ら13)

の判別分析の結果と一致していた.

本研究で用いたPopeらの家族に関するセルフエス

ティ-ム尺度29)は,｢自分が家族の中で価億あるメン

バーである｣と感じているか,｢親や兄弟姉妹から愛と

尊敬を受けている｣と感じているか,といった家族の一

員としての自分についての感情を測定するものである.

つまり家族に関するセルフエスティ-ムとは,｢自分は

家族にとってどういう存在か｣という自己評価であり,

これは家族関係や家庭環境に左右される.

他の研究において,Youngら16)は自分の家庭環境が温

かいと感じる者については喫煙をはじめ薬物使用を開始

しにくいなど,両親や家族との良好な関係は喫煙などを

防止するのに影響を与えるとしている.また小川ら36)は

家族に関するセルフエスティ-ムの低い者は,不安や疎

外感の解消を校外の友人に求める傾向があり,そのよう

な友人関係は健全な信頼に基づくものにならず,不良交

遊に発展するなど,喫煙行動を誘発する可能性を示唆し

ている.

家族に関するセルフエスティ-ムの低い子どもは,自

分は家族にとって重要な存在ではなく,親に愛されてい

ないと感じやすい.すなわち,家族,特に親との杵感が

弱く,家族 ･親子関係に不安や不信感を抱く傾向にある.

その結果,鶴,ひいては大人や社会への信頼感を喪失し,

反抗心を抱きやすくなるとも考えられる.またセルフエ

ステイームの低い者は,周囲に対して ｢自分は優れた人

間である｣ということを必死でみせようとするなど,見

せかけの肯定的な態度を示そうとする29).

そのため,家族に関するセルフエステイームの低い子

どもは,鶴,大人,社会への反抗心あるいは,低いセル

フエスティ-ム故に,喫煙などの法や社会規範に反した

行為をとることによって,自分の存在や価値をアピール

しようとするものと推測される.

なお,多重ロジスティック回帰分析によれば,中学生

男子においてのみセルフエスティ-ム ｢家族｣が有意で

あった.

Botvinら8)は,喫煙開始には家族や友人の喫煙といっ

た社会的要因が関連し,喫煙の継続にはそれに加えてセ
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ルフェスティームや自己効力感,意志決定スキルなどの

個人的要因が関連するという研究結果を示している.

本研究によれば,中学生男子は他の群と比較して月喫

煙者が多く,喫煙開始に関わる要因だけではなく,喫煙

の継続に関わる要因も加わったために,多重ロジス

ティック回帰分析において,セルフエステイーム｢家族｣
が有意になったものと考えられる.

(5) 本研究の喫煙防止教育プログラム開発上の意義と今

後の課題

本研究結果より,青少年の喫煙を効果的に防止するた

めには,早期から飲酒防止教育を実施すること,喫煙を

助長する家族や友人の直接 ･間接の影響に対処するため

のスキルを育てることと並んで,セルフエスティ-ムを

高めることが重安であると考えられる.

とりわけ家族に関する低いセルフエステイームは,不

安感,不信感,反抗心などを助長し,その結果として,

喫煙,飲酒,薬物乱用,性行動など,様々な危険行動を

引き起こす恐れが高いと考えられる.そのため早い段階

から家族に関するセルフエステイームを形成することは,

喫煙防止のみならず,他の危険行動の防止にもつながる

といえる.

本研究の限界として横断研究であること,および標本

数が少ないことが挙げられる.その結果,月喫煙者数が

少なく,喫煙継続の要因を検討することができなかった.

また,男子においては中学校 1年生の方が中学校 2年生

より喫煙者率が高いという一般的な傾向と逆の傾向がみ

られた.以上のような研究方法上の限界があるため,本

研究結果を一般化するには慎重にならなければならない

と考える.今後はさらに無作為抽出による大規模調査を

実施し,本研究の安当性を検証するとともに,喫煙経験

のみならず,喫煙継続の関連要因を検討し,発達段階に

より適したプログラム内容を明らかにしたい.

Ⅳ.ま と め

本研究は,セルフエステイームやライフスキルを含む

喫煙行動の関連要因を包括的に検討し,小学校高学年と

中学生の喫煙を防止するためのプログラムの内容につい

て示唆を得ることを目的として行われた.調査対象は,

新潟県の/)､学校8校および中学校 2校の小学校5年生か

ら中学校 3年生の全児童生徒1,130名であり,2004年 3

月に無記名の自記入式質問紙法を実施した.分析方法は,

生涯喫煙経験を従属変数とし,学年,家族に関するセル

フエステイーム,20歳まで喫煙をしない自信,たばこの

勧めを断る自信,生涯飲酒経験,母親の喫煙,晃の喫煙,

友人の喫煙 (小学生は除く)を独立変数として多重ロジ

スティック回帰分析を行った.分析は小学生男子,小学

生女子,中学生男子,中学生女子に分けて行った.

主な結果は以下の通りであった.

1)生涯飲酒経験が全ての群で有意な変数として取 り込

まれた.その内,小学生男子および同女子,中学生女
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子については,取 り込まれた全ての変数の内でも,坐

涯喫煙経験 と最 も強い関連があった.

2)20歳まで喫煙 しない自信が全ての群において有意な

変数 として取 り込まれた.その内,中学生男子につい

ては,取 り込まれた全ての変数の内で,生涯喫煙経験

と最 も強い関連があった.

3)小学生男子および女子,中学生男子で周囲の人の喫

煙が有意な変数 として取 り込まれた.小学生男子では

兄の喫煙,同女子では母親の喫煙 といった同性の家族

の喫煙が有意であ り,中学生男子では友人の喫煙が有

意であった.

4)中学生男子 においては,家族 に関す るセルフエス

テイームが有意な変数 として取 り込まれた.

本研究の結果によれば,青少年の喫煙 を効果的に防止

するために,早期か ら飲酒防止教育を実施すること,喫

煙 を助長する家族や友人の直接 ･間接の影響に対処する

ためのスキルを育てることと並んで,セルフエステイー

ムを高めることが重要であることが示唆される.

本研究は,平成15-18年度科学研究費補助金 (基盤研

究(ち)(2))の助成を受けて行われたものである.
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スポーツ活動時間の違いが中学生男子スポーツ選手の

腰骨骨強度獲得過程に与える影響

渡 部 昌 史*1,加 賀 勝*2,高 橋 香 代 *2

*1新見公立短期大学

*2岡山大学教育学部

TheEffectofExerciseTimeperWeekonBoneStrengthofTibiaAcquisition

intheMaleJuniorliigh SchooIAthletes

MasashiWatanabe*1,MasaruKagax2,KayoTakahashi*2
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Thepurposeofthepresentstudywastoevaluatetherelationshipbetweenbonestrengthacquisitionand

sportsactivityinmaleJapanesejuniorhighschoolathletesusingalongitudinalanalysis.Inthejuniorhigh

schoolstudentsoffirstandthirdgrades,thebonestrengthwasevaluatedbythespeedofsoundoftibia(t-

SOS)usingtheSoundScan2000⑧.Twenty-sevenmaleathletes,whoplayedimpactsportsover10hour/

week(athletegroup),wereenrolledinthisstudy.Theywerecomparedwith50maleathleteswhoplayed

someimpactsportsforlessthan10hours/week(exercisegroup)and17sedentaryboys(sedentarygroup).

Theexercisetimeintheathletegroup(95% CI;con丘denceinterval)wasll.6-13.6hour/weekinthefirst

grade,14.6-16.1hour/weekinthethirdgrade);beingremarkablylongerthanthatintheexercisegroup

(95% CI,7.0-7.5hour/weekatfirstandthirdgrade).Inthethirdgrade,卜SOSintheexercisegroup

(3,789±87m/sec)wassigniBcantlyhigherthanthatintheathlete(3,745士 59m/sec)andsedentary

(3,742±90m/see)groups.∠卜SOS(』representsthepositivechangesrateovertwoyears)intheathlete

group(72±65m/sec)wassignificantlylowerthanthatintheexercise(117± 86m/see)group.There

werenosignificantdifferencesin∠封engthoftibiaamongthethreegroups.The∠1bodyweightintheathlete

group(9.8±3.0kg)wassignificantlylowerthanthatintheexercise(12.1±3.6kg)group.Therewereno

significantdifferencesinthecalciumintakefromdairyproductsamongthethreegroups.

Wealsousedthemultipleregressionanalysisintheathleteandtheexercisegroups.Theresultsrevealed

that∠1卜SOScorrelatedwiththebodyweight,theexercisetimeperweek,andthelengthoftibiainthefirst

grade.Ourresultsindicatethatexercisetimefrom ll.6during16.1hours/weekotherthanthetimeof

schoolphysicaleducationmayhaveanegativeeffectonthebonestrengthacquisitioninthemalejunior-high
schoolathletes.

Keywords:bonestrengthacquisition,junior-highschoolathletes,exercisetimeperweek

骨強度獲得過程,中学生スポーツ選手, 1週間当たりのスポーツ活動時間

王.緒 言

成人以降の骨代謝であるリモデリング期は,骨吸収と

骨形成の平衡が保たれ,骨董は一定に維持される.一方,

青少年期のモデリング期は骨形成の克進により骨の大き

さを増し,特に思春期は,骨董 ･骨強度が急増する時期

であるといえるi)≡).我が国では,清野ら3)が横断的に腰

椎骨密度を測定し,男子では13歳から15歳で骨密度が急

増することを明らかにしている,また,加賀らヰ)は,腰

骨の超音波伝播速度を指標として青少年を対象とした横

断的測定から,PHV (PeakHeightVelocity)期を過ぎ

た後に骨強度が急増することを報告している.縦断的研

究では,楠ら5)が超音波測定法により蹟骨骨董を測定し,

男子において13歳から15歳で骨量の上昇のピークを観察

している.これらの報告からみても,思春期は,骨量 ･

骨強度獲得にとって重要な時期であると考えられる.

骨量 ･骨強度獲得には,適切な運動刺激が有効である

と考えられている.安静時や不動状態で荷重不足となっ

た場合は,骨董 ･骨強度が低下することはよく知られた

事実である｡一方で,骨に衝撃を与える運動をしている

子どもは,体育の授業時間以外に運動をしていない子ど

もより,骨密度が高いことが報告されている6).しかし

荷重がかからないスポーツである水泳や水球を行ってい

る子どもでは骨密度は高くない6).また,適切な運動範
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岡を超えて衝撃や運動量が大きすぎる場合は,骨形成に

比べ骨吸収が上回って骨董 ･骨強度の低下につながるこ

とも報告されている.

すでに我々は,サッカー,バスケットボール,ソフト

テニスなど骨形成を促す衝撃を与えるスポーツ種目をほ

とんど毎日2時間以上行なう中学生スポーツ選手を対象

に,腔骨の骨強度を測定し,体育の授業時間以外に運動

をしていない子どもに比べて,骨強度獲得の時期的遅延

や量的低下を招 く結果を横断的調査により報告した7).

本研究ではさらに,縦断的調査により中学生男子ス

ポーツ選手を対象に骨強度を測定し, 1週間当たりのス

ポーツ活動時間が骨強度獲得過程に与える影響について

検討したので報告する.

Ⅲ.研究方法

1.対 象

対象は,0市内の公立中学校に通う男子生徒94名であ

る.対象者は,スポーツ活動時間で分類を行った.中学

1年時から運動部に所属し, 1週間当たりのスポーツ活

動時間が10時間以上 (中学 1年時の平均練習時間 (95%

信頼区間);ll.6-13.6時間/過,中学3年時の平均練

習時間 (95%信頼区間);14.6-16.1時間/過)である27

名の生徒をアスリー ト群とした.アスリート群が行って

いるスポーツ種目は,サッカーとソフトテニスであった.

また,中学 1年時から運動部に所属しているが,1週間

過当たりのスポーツ活動時間が10時間未満 (中学 1年時

の平均練習時間 (95%信頼区間);7.0-7.5時間/過,

中学3年時の平均練習時間 (95%イ言頼区間);7.0-7.5

時間/過)である50名を運動群とした.運動群が行って

いるスポーツ種目は,バスケットボール,バレーボール,

剣道,卓球,野球であった.中学 1年時に運動部に所属

しておらず,体育の授業以外に運動を行っていない生徒

17名を非運動群とした.対象者には,測定 ･調査に先立

ち目的 ･方法を説明し了解を得た.

2.測定項目

(1) 骨 強 度

腔骨皮質骨の超音波伝播速度 (Speedofsoundof

tibia;以下卜SOS(m/sec))は,SoundScan2000Compact

(MyriadUltrasoundSystem Ltd.,Israel)を用いて測

定した.卜SOSの測定は,全対象者について中学 1年時

と中学3年時に実施した.また,中学3年時から中学 1

年時におけるt-SOSの差をA卜SOSで示した.

t-SOSは,腔骨長の2等分点で測定用プローブを腰骨

横軸方向に移動させ,超音波パルスが腰骨皮質層を通過

する速度の最大値として求められる.腰骨長は,対象者

に座位させ,膝関節90度に保持させた状態の腔骨前面に

おいて,触察法により腰骨租面上端から内果下端をメ

ジャーで計測 した.なお,全ての測定は,同一人物が

行った.
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(2)体 格

対象者の身体特性については,身長,体重,濫骨長を

測定し,中学3年時から中学 1年時におけるそれぞれの

差を∠l身長,A 休重,A 腰骨長とした.なお,本研究

は,スポーツ活動時間が骨強度へ及ぼす影響の検討であ

り,身体特性以外の生活状況については調査していない.

(3) 1日当たりの平均スポーツ活動時間,1日当たりの

平均練習日数,1週間週当たりの平均スポーツ活動時

間

アスリート群,運動群の中学 1年時と中学3年時にお

ける1El当たりの平均スポーツ活動時間と平均練習日数

を調査した.また, 1週間週当たりの平均スポーツ活動

時間を求めた. 1日当たりの平均スポーツ活動時間と平

均練習日数には,正課体育の授業を含んでいない.中学

校における正課体育は週3回150分である.

(4) 牛乳 ･乳製品からのカルシウム摂取量

カルシウム摂取量については,牛乳 ･乳製品からの摂

取量を指標とし,1週間の牛乳摂取量および乳製品の摂

取量について直接面談法により調査を行った.調査は中

学3年時に1回実施した.その際,日本食品標準成分表

を参考に,牛乳 1パック (200cc)のカルシウム摂取量

を200mg,乳製品はチーズ1切れ (20g),ヨーグルト1

カップ (120g)を1個とし,乳製品1個のカルシウム

量を130mgとして求めた8).

3.統計処理

統計解析ソフ トは,StatView5.0とSPSS13.0を用い

た.平均値の差の検定は, t検定,分散分析を行い,多

重比較はStatView5.0により,FisherのPLSD法を用いた.

また,1年時の体格,スポーツ活動時間,カルシウム摂

取量が∠]tTSOSに与える影響を検討するために,アス

リー ト群と運動群の2群を対象に,∠】卜SOSを目的変

数として,1年時の身長,体重,腰骨長,1週間当たり

のスポーツ活動時間,牛乳 ･乳製品からのカルシウム摂

取量の5つを説明変数とする重回帰分析 (ステップワイ

ズ法)を行った.さらに,各2年間の変化が∠】卜SOS

に与える影響を検討するために,アスリー ト群と運動群

の2群を対象に,∠匠SOSを目的変数,∠】身長,A 体

塞,∠川整骨長,牛乳 ･乳製品からのカルシウム摂取量,

3年時における1週間当たりのスポーツ活動時間の5つ

を説明変数として重回帰分析(ステップワイズ法)を行っ

た.非違勤評は,体育の授業以外のスポーツ活動時間

行っていないため,スポーツ活動時間の影響を明確にす

るために除外した.

各説明変数間における多重共線性の検出はVIF (vari-

anceinflationfactor)を用いた.いずれも5%をもって

有意とした.
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Ⅲ.結 果

1.骨 強 度

図 1に3群のt-SOSの結果を示 した.t-SOSは,中学

1年時において3群間に有意の差は認められなかったが,

中学 3年時において運動群 (3,789±87m/sec)が,ア

ス リー ト群 (3,745±59m/sec),非運動群 (3,742±90

m/sec)よりも有意に高値を示 した (p<0.05).3群

の』 卜SOSを比較すると (図2),アスリート群 (72±65

m/sec)が運動群 (117±86m/see)よりも有意に低値

を示した (p<0.05).また,アスリー ト群と運動群の

各群内において,種目別のt-SOSに有意の差はなかった.

2,身体特性 ･カルシウム摂取塁の比較 (表 1)

3群の身体特性を比較したところ,身長と腔骨長に関

しては,中学 1年時,中学 3年時のいずれにおいても有

意の差は認められなかった.しかし,体重に関しては,

』 体重において,アスリー ト群 (9.8±3.0kg)が運動

(n/8cc)
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Fig.2 A卜SOSvaluesofathlete,exerciseandseden-

tarygroups.*p<0.05

秤 (12.1±3.6kg)より有意に低値を示した (p<0,01).

3群の牛乳 ･乳製品からのカルシウム摂取量の比較では,

いずれの群間にも有意の差はなかった.

3.1週間の平均スポーツ活動時間

3群におけるそれぞれの1日当たりの平均スポーツ活

動時間と平均練習日数を表 2に示した.アスリー ト群は,

運動群より1日当たりの平均スポーツ活動時間,平均練

習日数が有意に多 く (ともにp<0.01), 1週間の平均

スポーツ活動時間は,アスリート群 (中学 1年生 :12.6

±2.6時/過,中学 3年生 :15.3± 1.8時/過)が運動群(中

学 1年生 :7.2±0.8時/過,中学 3年生 :7.2±0.8時/過)

よりも有意に多かった (p<0.01).

4.中学校期のJt.-SOSに影誓を与える因子の検討

』 t-sOSを目的変数として行った重回帰分析 (ステッ

プワイズ法)で採用された説明変数は,1年時の体重,

スポーツ活動時間,腰骨長であった.有意性順序は, 1.

体重 2.1週間当たりのスポーツ活動時間 3.腰骨

Table1 Physicalcharacteristicsandcalciumintakefromweekproduct

Athlete(A) Exercise(E) Sedentary(S)

n-27 n-50 n==17

Height

(cm)

firstgrade 153.3±8.4

thirdgrade 166.2±5.5

』Height 12.9±4.4

151.3±8.5 149.0±7.6

165.4±7.5 164.0±7.1

14.1±3.3 14.9±3.0

Weight

(kg)

firstgrade 42.6±6.2

thirdgrade 52.5±6.2

Aweight 9.8±3.0

43.4± 9.0 42.8± 9.5

55.4±10.7 54.7±10.7

12.1±3.6 11.9±3.5 A<E蒋串

Lengthoftibia

(cm)

firstgrade 36.6±2.4

thirdgrade 38.7±2.0

ALengthoftibia 2.1±1.7

35.1±3.0 35.7±2.4

37.8±2.1 38.0± 1.8

2.7± 1.9 2.3± 1.3

Calciumintake

(mg/wk)
2,681± 1,392 2,460±1,420 2,280±837

Valuesaremean士SD.

**p<0.01
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Tab暮e2 Dailytraining,frequencyandweeklyduration

Athlete(A) Exercise(E) Sedentary(S)
n-27 n=50 n-17

firstgrade

Dailytraining

(hour/day)

Frequency

(day/wk)

Weeklyduration

(hour/week)

1.9±0.4

6.5±0.4

12.6±2.6

1.4±0.1

5.3±0.3 notexercise A>E**

7.2±0.8 A>E**

thirdgrade

Dailytraining

(hour/day)

Frequency

(day/wk)

Weeklyduration

(hour/weel【)

2.5±0.4

6.3±0.5

15.3±1.8

1.4±0.1 A>E**

5.3±0.3 notexercise A>E**

7.2±0.8

Valuesaremean±SD.

**p<0.01,Athletevs.Exercise

長 (∠]卜SOSニー260.5+3.3×体重-8.2×1週間当た

りのスポーツ活動時間+8.3×腰骨長 (R2-0.327,p<

0.0001)寄与率32.7%)であった.

各 2年間の変化が』t-SOSに与える影響を検討する

ために,アスリー ト群と運動群の2群を対象に行った重

剛尋分析 (ステップワイズ法)で採用された説明変数は,

A腔骨長,3年時における1週間当たりのスポーツ活

動時間,』 体重であった.有意性順序は, 1.』 腰骨

長 2.3年時における1週間当たりのスポーツ活動時

間 3.A 体重 (A卜SOS-139.4-18.6×A 腔骨長一

5.5×3年時における1週間当たりのスポーツ活動時間

+5.7×』 体重 (R2-0.292,p<0.0001)寄与率29.2%)

であった.

これらの各説明変数についてVIF<10であり,多重共

線性は否定することができた.

Ⅳ.考 察

腰骨骨強度の測定のため本法で用いたSoundScan2000

Compactは,他の超音波測定法と同様に,DXA法 (dual

energyxてayabsorptionmetry)のような放射線被曝が

なく測定時間も3- 5分と短く,骨評価のスクリーニン

グ法9)10)として用いられている.卜SOSの精度は,誤差率

(CVO/a)が0.09%から0.6%と報告lト ユ4)されてお り,管

董測定法のスタンダー ドであるDXA法と精度は同程度

で,測定値は相関15)している.測定部位である腰骨は,

比較的まっすぐであり,腰骨周囲の前面 3分の1は筋肉

などの軟部組織が少なく,このことが産骨などの超音波

測定法に比べて精度が高い理由と考えられる16).sound-

Scan2000Compactは1998年に,超音波法としては初めて,

FDA (U.S.FoodandDrugAdministration:米国医療

食品局)によって精度,信頼性が国際的に容認 (承認番

号 ;p970026)を受けた測定法である.しか し,卜SOS
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は,骨代謝回転の遅い皮質骨の骨強度を評価するもので

あり,骨代謝回転の速い海綿骨優位の腰椎骨密度を測定

するDXA法と比べ,数ケ月単位の運動や栄養の介入試

験の評価として使用するには感度として問題がある.普

た国際的な評価は高いが,機器の単価が高いことと,戟

が国には輸入代理店がないことで普及していないことが

難点といえる.

骨量 ･骨強度の獲得には,遺伝的素因や体格,内分泌

因子などの内因性因子や栄養,運動,喫煙などの生活習

慣因子など多 くの要因が影響を与えている,内因性因子

や栄養などの影響を除外するために,バ ドミントン選手

の前腕骨量の左右差を測定した報告で,利き腕が非利き

腕よりも高値を示すことが指摘されてお り17),このこと

は,運動刺激そのものが骨董獲得に影響することを示し

ている.Grimstonら18)は,体重の3倍以上の衝撃負荷が

かかるスポーツ活動は水泳に比べて大腿骨頚部骨密度が

高いことを報告している.また,衝撃の強いジャンプ活

動を1回10分週に3回7ケ月以上行っただけで骨量の増

加をもたらしたことも報告されている'9).一方,Mac-

Dougal1らzo)は,男性ランナーの骨密度を測定 し,週に

15-20mile走る群の骨密度は高いが,それよりも距離が

多い群では,骨密度が低下する傾向があることを報告し

ている.

メカノスタット仮説を提唱 したFrost21)は,骨形成を

促す運動刺激には適切な範囲があることを指摘している.

運動刺激が,適切な範囲よりも低い場合は,荷重不足と

なり骨董は減少し,反対に適切な範囲より運動の刺激が

越えると骨吸収が上回り,さらに大きく超えた範囲にな

ると骨破壊につながると考えられている.つまり,骨形

成に与える影響は衝撃負荷や運動量に左右されるが,運

動刺激の増加に応 じて,際限なく比例的に骨形成が促さ

れる訳ではないと予測されている.
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本研究において,1週間当たり7時間程度練習する運

動群と,正課体育の授業以外運動をしていない非運動群

の2年間における骨強度の増加量は,116-117m/secで

あった.これは,加賀らヰ)が報告しているPHV期後の2

年間における骨強度の増加量 (112m/sec)とほぼ同程

度の増加量であった.しかし,アスリー ト群の2年間に

おける骨強度の増加量は,72m/secであり,運動群と非

運動群よりも低値であり,中学 3年時のt-SOS値は,罪

運動群と同程度であった.

その理由として,体格因子や栄養因子,スポーツ種目

やスポーツ活動時間の影響が考えられる.スポーツ活動

時間以外の項目について3群間の差異を検討したところ,

身長,体重,腰骨長と牛乳 ･乳製品からのカルシウム摂

取量には有意の差はなかった.∠】体重については,ア

スリー ト群が運動群より有意に低値であった.∠ 体重

が低値となった理由は,運動により体重増加が抑制され

た結果と推測される.しかし,アスリー ト群と非道動群

との間には』 体重の有意差がみ られないことか ら,

∠｣体重が小さいことが骨強度増加を阻害したとは考え

られなかった.

スポーツ種目と骨形成の関連については,水中で重力

が軽減される種目では骨量刺激に効果は認められていな

い22--24).スポーツ種目の中でも,ウエイ トリフティング

など瞬発的に荷重をかけ筋肉量も大きいスポーツ種目で

は運動による負荷が骨に歪みを生じさせることで,骨董

が他のスポーツ種目と比べて獲得されやすい.前述した

FrostZl)は,骨に加わる歪み量が1,500-3,000マイクロ

ス トレインの範囲において,モデリングが高進し骨董が

増加すると報告している.Burrら25)は,人間をモデルに

骨の歪み量を測定し,ランニングで1,600マイクロス ト

レインであることを報告している.つまり,荷重を与え

るスポーツ活動のほとんどが骨発育の刺激としては有効

である.本研究で実施していたスポーツ種 巨=ま,アス

リー ト群がサッカーとソフトテニス,運動群がバスケッ

トボール,バレーボール,剣道,卓球,野球であった.

しかし,種目に違いはあるものの瞬発力と持久力双方が

必要で荷重がかかるスポーツであり,骨刺激の強さもモ

デリングが高進する歪みの範囲内と想定され,荷重骨で

ある腰骨皮質骨を比較する上では,種目間に大きな差は

ないと考えられる.

しかし中学3年時の95%信頼区間で14.6-16.1時間の

スポーツ活動を行っているアスリー ト群では,1週間の

平均スポーツ活動時間は運動群よりも有意に多い結果で

あった.アスリー ト群の中で,サッカーを実施している

対象は,0市で選抜されたジュニア優秀選手であり,指

導者が日常の練習を指導し,強化練習会にも参加してい

るため練習の時間と頻度が多い.また,ソフトテニスを

実施している対象は,中学校のなかでも特に熱心な指導

者のもとで指導が行われており,他の運動部活動より練

習の時間と頻度が多かった.それに比べると運動群は,
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-股的な中学校の課外活動であり,ほぼ7時間と半分程

度であった.

重回帰分析の結果では,』t-SOSに影響をおよぼす

因子は,中学 1年時では体重,スポーツ活動時間,腰骨

長であり,中学 1年時のときの体格の因子に運動時間が

加わっている.

体格因子である体重は,常に骨に荷重をかけているも

のであり,荷重骨である腔骨の∠l卜SOSに影響をおよ

ぼすのは当然の結果といえる.また腰骨長が』卜SOS

に負の関連を認めたことは,腔骨長が伸びている時期は,

長管骨である腔骨が長軸方向に伸びている時期であり,

皮質骨の有孔性が増して,骨強度が低くなったためと考

えられる26)27).

スポーツ活動時間が∠1卜SOSに負の関連を認めたこ

とは,学校体育の時間に加えて週当たり7時間から16時

間の範囲 (95%信頼区間)のスポーツ活動を行った場合

に,活動時間が増えるほど∠i卜SOSが減少する結果と

いえる.この結果は,中学生において,スポーツ活動時

間が増えれば増えるほど,骨強度が増すという単純な正

比例でないことを示しているものである.

これまで青少年期の骨量獲得と1週間当たりのスポー

ツ活動時間の関連については,Krogerら28)が,6歳から

19歳の男女を対象に,運動をほとんどしないグループⅠ,

1週間に3時間程度の運動をするグループⅡ,1週間に

5時間以上の運動をするグループⅢに分けて,大腿骨頭

部を測定し,グループⅢがグループⅠ,Ⅱに比べて有意

に高いことを報告している.また,NordstromらZ9)は,

15.9±0.3歳の思春期の男子を対象に,1週間に約10時

間のトレーニングを行っているアイスホッケー選手と,

1週間に3時間以下の運動を行っているコントロール群

の骨密度 (bonemineraldensity;以下BMD)を比較し

て,有意にアイスホッケー選手のBMDが高いことを報

告している.これらの報告より,1週間に約3時間程度

の運動を行うよりも,1週間に約 5時間から10時間程度

の運動を行う方が,骨形成を促すのに最適であると推測

される.

本研究の運動群は,中学 1年時 ･3年時ともに1週間

に平均で約 7時間の練習時間であり,骨形成を促すのに

適切なスポーツ活動時間であったと考えられた.しかし,

本研究のアスリー ト群の1週間の練習時間は,平均で中

学 1年時12時間以上,3年時15時間以上であり,重回帰

分析においても3年時の1週間の練習時間がA卜SOS

に影響を与えていたことから,適切なスポーツ活動時間

を超えていた可能性が推測される.骨のリモデリングは,

破骨細胞により吸収され,その部位に骨芽細胞が働き骨

は形成される.正常な骨代謝では,骨吸収と骨形成のバ

ランスが保たれ骨董は維持される.しかし,思春期は,

骨の大きさを増していくモデリング期であり,身長のス

パー ト時には,骨代謝回転も高くなる30).先に述べたよ

うに,この時期は,皮質骨の有孔性が増し相対的骨脆弱
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期といわれている27㌧ このことから,中学校期は,骨が

相対的に脆 くなりやすい時期 といえる.本研究のアス

リー ト群は,骨代謝回転の高い時期に,スポーツ活動時

間が適切な範囲を超えていたため,骨吸収が骨形成を上

回り,骨強度獲得が抑えられたと考えられた.

また,青少年期は,生活習慣因子であるカルシウム摂

取などの栄養因子が骨量獲得に影響を与えており31),中

学校のスポーツ選手は,骨の材料になるカルシウム摂取

量とエネルギー摂取の栄養状況を考えてスポーツ活動を

行なう必要がある.Murphyら32)は,過去の牛乳の摂取

量が骨量に影響を与えていると報告しているが,本研究

では,牛乳 ･乳製品か らのカルシウム摂取量 と∠jt-

SOSの関連を認めることはできなかった.この一因とし

ては,過去の牛乳 ･乳製品からのカルシウム摂取習慣に

ついて,長期間の継続的調査を実施していないことが考

えられる.また,Wangら33'は,骨董 とカルシウム摂取

量に関連性はあるが,全ての骨部位で有意ではないこと

を報告している.本研究で測定した腰骨は,皮質骨であ

り,ターンオーバーが海綿骨に比べて遅いことも,カル

シウム摂取量 と∠]t-SOSに関連を見出せなかった一因

と考えられた.しかし,骨量が急増する思春期の時期は,

十分なカルシウム摂取が必要であることを疑う余地はな

いと考える.カルシウムの必要量は,身体活動量によっ

て違うため34),特にスポーツ選手では各自の身体活動量

にあった栄養の確保が望まれる.

V.ま と め

中学生男子スポーツ選手を対象に,骨強度の縦断的変

化と1週間当たりのスポーツ活動時間が骨強度に与える

影響について検討した.学校体育以外の 1週間のスポー

ツ活動時間が中学 1年時で平均約12時間以上,3年時で

平均約15時間以上であったアスリー ト群は, 1週間に約

7時間のスポーツ活動を継続している運動群に比べて,

中学 1年から中学 3年までの2年間における骨強度獲得

が低値となる結果が得られた.アスリー ト群と運動群の

2群を対象に,∠]卜SOSを目的変数として行った重回

帰分析で採用された説明変数は, 1年時の体重,スポー

ツ活動時間,腔骨長であった.

以上のことから,学校体育以外に11.6-16.1時間/過

(95%信頼区間)のスポーツ活動を継続して実施した場

合,骨強度獲得を妨げる可能性が示唆された.
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原 著 ライフスキル形成に基礎をおく朝食 ･問食行動に関する

教育プログラムの有効性を評価するための

意志決定スキル,目標設定スキル尺度の開発
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DevelopmentofDecision-MakingandGoal-settingSkillsScalesforAssessing

theEffectivenessofaLifeSkills-basedEducationProgram

byFocusingonBreakfastingandSmackingBehaviors

ToshiHaruki*1,TetsuroKawabata率2,NobukiNishioka車3,MitsuruFukui*Ll
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Thisstudyaimedtodevelopscalesformeasuringandassessingdecision-makingandgoa卜settingskiils,

whicharethecorelearningcontentsinalifeskills-basednutritioneducationprogramfocusingonbreakfast-

ingandsnackingbehaviors.Thisstudyalsoaimedtocon点rmthereliabilityandvalidityofthesescales.

Thesurveywasadministeredtofifthgraders(thefirstSurveyinvolved140studentsandthesecond,137

students)inelementaryschoolsinOsaka,Kyoto,andShigainMarch2005.Theresultswereasfollows.

1.Basedonafactoranalysisandaprincipalfactoranalysis,6and10itemswereobtainedasthecomposi-

tionalitemsforthedecision-makingandgoaトSettingskillsscales,respectively.

2.Cronbach'Sαforthedecision-makings女illsscalewasashighas0.738,whilethatforthegoa卜setting

skillsscalewas0.534.Basedontheretestdata,boththescaleshadPearsoncorrelationcoefFICientsgreater

than0.7.

3.Accordingtotheresultsofananalysisofvariance,2of7smackingandall3breakfastingbehaviorswere

significantlyrelatedwiththescoresofthedecision-makingorgoaLsettingskillsscales.Also,studentswith

gooddietshadhighscol･eSOnboththescales.

Although these血dingsconfirmedthecertainreliabilityandvalidityofthedecision-makingandgoalTSet-

tingskillsscales,theysuggestedthatthescalesrequireadditionalimprovementssuchastheadditionor

modificationofthecompositionalitems.

Keywords:scalefordecisionmaking-skillS,scaleforgoal-settingskills,breakfastingbehaviors,

snackingbehaviors,uppergradersinelementaryschools

意志決定スキル尺度,目標設定スキル尺度,朝食行動,間食行動,小学校高学年

Ⅰ.緒 言

近年,不規則な食事リズムユ)をはじめ,朝食欠食や野

菜摂取不足という,青少年の不健康な食生活が指摘され

ている2).いつでもどこでも簡単に食べることができる

食の社会依存が拡大している現代の食環境に育つ青少年

が健康的な食行動を形成し,習慣化していくためには,

正しい栄養学知識を持ち,自ら健康的な食生活を送ろう

とする態度形成に加えて,食行動に影響する心理社会的

要因に適切に対処することができる能力をもつことが欠

かせないと考えられる3㌧

AmericanHealthFoundationが開発したKYBプログ

ラム4)は,社会的学習理論に基づき意志決定スキルや目

標設定スキルを含む5つのライフスキル形成を重視した

5-11歳を対象とする健康教育プログラムであり,1980

年代から食生活教育プログラムについてもその有効性に

関する評価研究を行っている5)6).またKYB以夕吊こも,

ライフスキルを含む認知的スキルを重視した食生活教育
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プログラムの有効性に関する評価研究がなさゴ17)8),ライ

フスキル形成を中心的要素 とするプログラムが食行動の

変容 をもた らすことを示 している.

筆者 らは現在,小学校高学年を対象 としたライフスキ

ル形成に基礎 をお く食生活教育プログラムを開発 し,そ

の有効性に関する評価研究を行っている9-ll)

本プログラムでは,児童が主体的に健康的なおやつを

選び,栄養バ ランスのよい朝食を毎 日食べることができ

るようにするために意志決定スキル,目標設定スキルの

形成に焦点 をあてている.意志決定スキルは,｢問題状

況においてい くつかの選択肢の中か ら最善 と思われるも

のを選択する能力｣であ り, 目標設定スキルは,｢現実

的で健全 な目標 を設定,計画,到達する能力｣であるiZ).

いずれも児童が主体的に健康的な食行動を実践するため

に必要な能力であ り,プログラム開発にあたって参考に

したKYBプログラムの食生活領域で習得すべ きライフ

スキルの中心的内容 となっている.i).

以上のことか ら,本プログラムの中心的学習内容であ

る意志決定スキルや 目標設定スキルを測定,評価するこ

とは,プログラムの有効性を検証するためには不可欠で

ある. しか しなが ら,わが国はもとより諸外国において

もこれまでのところ,小学校高学年を対象 とした使用可
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能な意志決定スキルや 目標設定スキル尺度の開発研究は

少ない.

わが国では,山田ら13)が,小学校 6年生を対象にRad-

ford14)らの 3要因を用いた意志決定に関する調査票 を用

いた研究を行っているが,40項 目からなる尺度であ り,

項 目数が多いという問題点がある.また高橋 ら15)は,女

子大生を対象に意志決定スキルや 目標設定スキルを主な

内容 とする自己管理スキル尺度を開発 し,成人の禁煙教

室参加者 を対象 として尺度の妥当性 を検討 している. し

か し,高橋 ら自身が内部構造上の問題や時間的安定性な

どの検証をする必要があるとしていることに加えて,中

学生以上を対象 としてお り,小学生を対象 とした尺度で

はない.以上のことか ら本研究においては,小学校高学

年を対象 とした意志決定スキル尺度および目標設定スキ

ル尺度を開発 し,その信頼性 と妥当性を検討することを

目的とする.

王L方 法

小学校高学年の児童の意志決定スキルと目標設定スキ

ルを測定する尺度を開発するための第一段階として,ラ

イフスキル形成を基礎 とする健康教育およびライフスキ

ル教育 プログラムの開発 を 目指 して1988年 に発足 した

表 l 意志決定スキルと目標設定スキルに関する予備的質問項目

スキル スキルの基本的要素 質 問 文

意蕊塗疋スキル 意志決定をすべき問題の明確化 ①ものごとを決めるとき,なにが問題なのかよく考える.

行動の優先順位 (参宿題などしなくてはならないことよりも楽しいことを先にしてしまう.*
③することがいくつかあるときには,することの順番を考える.

解決のための情報収集 ④何かをしようとするときには,それに関係することをいろいろと調べたり,人にたずねたりする.

選択肢の列挙 ⑤何かをしようとするときには,どんな方法があるかについていくつか考える.

短期的 .長期的結果の予測 ⑥何かをしようとするときには,それをするとどうなるかを考えてからする.

最善の選択肢の選択と評価 (訓可かをした後には,自分のした方法がよかつたかどうかについて振りかえる.

結果のフィー ドバック ⑧失敗をしたときに,どこが悪かつたかを反省する.

目樵読定スキル 目標達成期限の設定 ①目標を決めるときには,それをいつまでにやりとげるかを考える.

現実的で達成可能な目標の設定 妻実現可能な目標の設定 ②目標を決めるときには,それが本当に自分にできることかどうかを考える.

iスモールステップに鮒 細 るほ の設定し ③目標が高いときには,実行するために小さな目標をいくつか考える.

喜測定可能な目標の設定し ④目標を決めるときには,それができたかどうかが自分にも他の人にもわかるような目標を考える.

:強い達成願望をもてる目標の設定 (9なにか新しいことをするときには,それは本当に自分がしたいことかを考える.

積極的な態度 .莱軟性 成功のイメージをもっこと (むむずかしいことをするときには,それをやりとげたときの自分の様子を想像するようにしている.

H標達成に向けての前向きな態度 (むむずかしいことにであったときには,自分にはできないかもしれないと考えてしまう.*
自分の能力や長所を信じること ⑨何かをするときには,自分の力やよいところを思い出すようにしている.

失敗に対する前向きな態度 (彰一度失敗すると次もできないかもしれないと考えてしまう. *
再チャレンジ ⑲なにか失敗したときには,その原因を見つけ,やりなおそうとする.

目標達成のための支援要請 ⑪むずかしいことをするときには,家族や友達に協力を求める.*

回答の選択肢 :1.ぜんぜんあてはまらない 2.あまりあてはまらない 3.少しあてはまる 4.よくあてはまる
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JKYB研究会12)の中心的メンバーとして20年近 くライフ

スキル教育を研究している専門家三人が,意志決定スキ

ル,目標設定スキルの基本的要素3)12)ユ6)を反映すると考え

られる尺度項目を考案した.各スキルの基本的要素につ

いては,主としてFetroによるPersonal&SocialSltills17)

を参考にした.意志決定スキルの要素としてFetroは11

の要素を示しているが,すべての要素を習得することは

小学生には難しいと判断されたので,小学校高学年の児

童が習得可能と考えられるスキルを中心とした要素を検

討した.それらは,｢意志決定をすべき問題の明確化お

よび行動の優先順位｣,｢情報収集と資源の調査｣,｢選択

肢の列挙｣,それぞれの選択肢を実行 した場合の ｢短期

的 ･長期的結果の予測｣,｢最善の選択肢の選択と実行｣,

｢意志決定の評価 ･フィー ドバック｣に関する6要素で

ある.また目標設定スキルの要素としてFetroは10の要

素を示しているが,意志決定スキルと同様の理由から小

学生の発達段階を考慮して以下の要素を選定した.それ

らは ｢目標達成期限の設定｣,｢現実的で達成可能な目標

設定｣,｢積極的な態度 ･柔軟性｣,｢目標達成のための支

援要請｣に関する4要素である.要素の選定に引き続い

て,各要素に対応すると考えられる質問項目を作成した.

第二段階として,小学校教諭 3名に依頼し,質問項目

の内容が対象児童の発達段階にふさわしいか検討した.

第三段階として,大阪府下の小学校 5,6年生20名を対

象としてパイロット調査を実施した.その結果,調査時

に児童が理解しにくいと述べた3項目について一部修正

を行い,意志決定スキル8項目,目標設定スキル11項目

からなる予備的な尺度項目を作成した (表 1).

これらの尺度の信頼性と妥当性を検討するために以下

の調査を実施した.

1.調査対象者

大阪府A小学校 5年生2クラス (1回目調査54名,2

回目調査53名),京都府B/ト学校 5年生2クラス (1回

目調査48名, 2回目調査47名),滋賀県C小学校 5年生

1クラス (1回目調査38名,2回目調査37名),計 (1

回目調査140名,2回目調査137名)であった.

2.調査時期 ･場所

2005年3月に7日程度の間隔をあけ,同一対象者に2

回の調査を各小学校の教室で実施した.

3.調査方法

1)調査主旨と質問紙の具体的内容について各校の校長,

5年生担任教諭,養護教諭に検討を依頼し,許諾を得

た.児童には,調査時に教諭から調査主旨を説明した.

2)各校単位でクラス担任または養護教諭が調査実施要

領に従い,同一の質問紙を用いて各クラスにて実施し

た.

4.調査内容

1)意志決定スキルと目標設定スキルの質問項El毎に,

1.ぜんぜんあてはまらない 2.あまりあてはまら

ない 3.少しあてはまる 4.よくあてはまる か
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ら一つを選択する4件法とした.各々最も望ましい回

答が4点,最も望ましくない回答が 1点となるよう回

答肢の数値を得点化し,尺度ごとに合計得点を求めた.

2)意志決定スキル尺度と目標設定スキル尺度の妥当性

を検討するにあたり,食生活教育プログラム実施によ

り形成しようとする健康的な間食 ･朝食行動のうち,

問題の明確化や情報収集,結果予測などの意志決定ス

キルや現実的で達成可能な目標の設定や支援の要請な

どの目標設定スキルと密接に関わっていると予想され

る食行動を10項目選定 した (表3に掲載),項目毎に

1.はい 2.どちらともいえない 3.いいえ か

ら一つを選択する3件法とした.望ましい回答に3点,

｢どちらともいえない｣に2点,望ましくない回答に

1点を配し,各項目の得点を合計し食行動得点を算出

した.

なお,意志決定スキル尺度,目標設定スキル尺度,食

行動得点の算出にあたっては,各質問に1項目でも無回

答または無効回答のあるものは欠損データとして処理し

た.

5.解析方法

1)意志決定スキル尺度と目標設定スキル尺度を構成す

る項目について主因子法による因子分析を行った後,

各因子間に相関を仮定するプロマックス回転をかけ,

因子の解釈と項目の選定を行った.

2)尺度の信頼性については,クロンバックのα係数か

ら尺度の等質性を,同一の質問紙を用いた再調査によ

る2回の得点のピアソンの相関係数および差の分析か

ら時間的安定性を検討した.

3)尺度の安当性について以下の2方法により検討した.

各食行動項目について回答別に意志決定スキル尺度と

目標設定スキル尺度の得点および,因子分析の結果に

基づいて算出した両スキルの下位尺度得点について平

均値に関する一元配置分散分析の後,tukeyの多重比

較を行った.次に,食行動得点と意志決定スキル尺度

得点,目標設定スキル尺度得点とのピアソンの相関係

数をそれぞれ求めた.

解析にあたっては,Windows用統計プログラムパ ッ

ケージSPSSver.12.0を用い,統計的有意水準は5%と

した.

Ⅲ.結 果

予備的な意志決定スキル尺度,目標設定スキル尺度,

食行動得点には性および学校差はみられなかったので,

以下の分析については男女および3校のデータをまとめ

て行った.

1.意志決定スキル尺度,目標設定スキル尺度の開発

表 2に1回目の調査データについて,意志決定スキル

尺度と目標設定スキル尺度項目に関して因子分析を行っ

た結果を示した.また,各項目の平均値と標準偏差およ

び再テス トによる2回の得点の相関係数も併せて示した.
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表2 意志決定スキル,目標設定スキル尺度項目の因子分析

尺 度 項 目
得 古 各因子-の因子負荷量 再調査

(平均値±標準偏差) 1 2 3 4 (∫)

意

志

決

定
ス

キ

ル

①ものごとを決めるとき,なにが問題なのかよく
考える.

②宿題などしなくてはならないことよりも楽しい
ことを先にしてしまう.

③することがいくつかあるときには,することの
順番を考える.

(彰何かをしようとするときには,それに関係する
ことをいろいろと調べたり,人にたずねたりする.

⑤何かをしようとするときには,どんな方法があ
るかについていくつか考える.

⑥何かをしようとするときには,それをするとど
うなるかを考えてからする.

任)何かをした後には,自分のした方法がよかった
かどうかについて振りかえる.

⑧失敗をしたときに,どこが悪かったかを反省す
る.

2.72±0.83 0.097

2.36±0.90 0.337 -0.066

3.18±0.85 0.344 0.176

2.79±0.90 -0.131

2.84±0.83 0.070

2.87±0.78

2.79±0.84

3.24±0.77

0.390

0.688

0.504

0.525

0.460

0.460

0.440

0.494

目

①目標を決めるときには,それをいつまでにやり
とげるかを考える.

②目標を決めるときには,それが本当に自分にで
きることかどうかを考える.

③目標が高いときには,実行するために小さな目
標をいくつか考える.

④目標を決めるときには,それができたかどうかが
自分にも他の人にもわかるような目標を考える.

標 ⑤なにか新しいことをするときには,それは本当

設 に自分がしたいことかを考える･

. ll.･ . ∴ ､ .･･:- I.

ス ①むずかしいことにであったときには,自分には

辛 できないかもしれないと考えてしまう.

ル ⑧憲空遥 ‡曇葺きヒ誓,U､望:"1のカやよいところを

⑨一皮失敗すると次もできないかもしれないと考
えてしまう.

⑲なにか失敗したときには,その原因を見つけ,
やりなおそうとする.

⑪むずかしいことをするときには,家族や友達に
協力を求める.

2.97±0.92 0.306 0.078 0.077 0.126 0.306

2.92±0.90 -0.073 -0.142

2.68±0.82

0.113 0.545

0.070 0.031 -0.140 0.435

0.236 0.458

0.296 0.490

2.93±0.82 -0.010 0.356 0.102

2.82±0.89 -0.012 -0.177 -0.146

意志決定スキル尺度については,第 2因子までが 1以

上の固有値を有 し,回転前の固有値は,36.335,14.358

であ り,第 2因子 までの累積寄与率は,50.69%であっ

た.回転後の因子負荷量を0.40以上として尺度項 目を選

定 したところ,第 1区卜子は,結果の予測と評価 (項目(む

(∋),結果のフィー ドバ ック (項 目⑧)に関する項 目で

あることから ｢意志決定の予測 と振 り返 り｣,第2因子

は,問題の明確化 (項目①)および解決のための情報収

隻 (項目④)と選択肢の列挙 (項目⑤)に関する項 目で

あ り,｢意志決定のための準備｣と解釈 した.なお,行

動の優先順位の項目② と③は,因子負荷量が第 1因子,

第 2因子共に0.40以下であったので,以下の分析におい

ては2項目を除外 して6項目で意志決定スキル尺度を構

成し,得点を算出した.また因子分析の結果に基づいて,

｢意志決定の予測と振 り返 り｣と ｢意志決定のための準

備｣の2つの下位尺度得点も併せて算出した.

目標設定スキル尺度については,第 4因子までが 1以

上の固有値を有し,回転前の固有値は,22.982,15.247,

ll.547,10.590であり,第4因子までの累積寄与率は,

60.37%であった.回転後の因子負荷量を0.40以上 とし

て尺度項 目を選定したところ,第 1因子は,スモールス

テップに分けられる目標の設定(項目③),成功のイメ-
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ジをもっこと (項目⑥),自分の能力や長所を信 じるこ

と (項目⑧)に関する項目であることから ｢目標達成に

向けての能力の確認｣,第2因子は,目標設定に向けて

の前向きな態度をもてないこと (項目①)と失敗に対す

る前向きな態度をもてないこと (項目⑨)に関する項目

であることから ｢成功への消極的態度｣,第3因子は,

強い達成願望をもてる目標の設定 (項目⑤)と実現可能

な目標の設定 (項目②),達成度の測定可能な目標の設

定 (項目(む)に関する項目であることから ｢目標の立て

方｣,第4因子は,目標達成のための支援要請 (項目⑪)

と失敗した時の再チャレンジ (項目⑲)に関する項目で

あることから ｢目標達成のための継続力｣と解釈した.

なお,目標達成期限の設定に関わる項目①は,因子負荷

量が第1因子から第4因子までいずれも0.40以下であっ

たので,以下の分析では目標設定スキルの尺度項目から

この1項目を除外して10項目で目標設定スキル尺度を構

成し,得点を算出した.また因子分析の結果に基づいて,

｢目標達成に向けての能力の確認｣,｢成功への消極的態

度｣,｢目標の立て方｣,｢目標達成のための継続力｣の4

つの下位尺度の得点も併せて算出した.

項目選定をした後のスキル尺度の得点の平均値 (標準

偏差)は,意志決定スキル尺度が17.26(3.26),目標設

定スキル尺度が26.75(3.88)であった.両スキル尺度

得点分布の歪皮と尖度は,意志決定スキル尺度がそれぞ

れ0.257(p-0.544)と0.215(p-0.30)で あ り,目

標設定スキル尺度がそれぞれ0.311(p-0.45)と0.144

(p-0.49)であった.いずれもp値>0.20であったこ

とから,得点分布は正規分布に従うものとみなして解析

をすすめることとした.

2.尺度の信頼性

クロンバックのα係数は,意志決定スキル尺度につい

ではO.738,目標設定スキル尺度については0.534であっ

た.

両尺度の再テス ト法によるピアソンの相関係数は,意

志決定スキル尺度0.707,目標設定スキル尺度0.733で

あった.また,1回目調査と2回目調査の各尺度得点の

差の平均値 (標準偏差)は,意志決定スキル尺度は0.44

(2.54),目標設定スキル尺度は0.26(3.20)であり,

有意ではなかった.

3.尺度の妥当性

食行動10項目に対する回答 (3件法)別にみた意志決

定スキル尺度と目標設定スキル尺度の得点および両スキ

ルの下位尺度得点の一元配置分散分析の結果を表3に示

した.

間食行動についてみると,｢2.おやつを選ぶときに,

そのお菓子にどんな栄養素が含まれているかを確かめる

ために,お菓子の袋や箱の栄養成分表示を見る｣という

質問に対して ｢いいえ｣と回答した児童は,｢はい｣ま

たは ｢どちらともいえない｣と回答した児童より意志決

定スキル,目標設定スキル尺度の得点は共に低かった.

｢3.お腹がいっぱいで夕食を食べることができなかっ

たときは,その理由を考えてみる｣に対して,｢はい｣

と回答した児童は,｢どちらともいえない｣または ｢い

いえ｣と回答した児童より意志決定スキル,目標設定ス

キル尺度の得点は共に高かった.

朝食行動では,｢8.朝食を食べなかったときには,

なぜ食べなかったか理由を確認する｣という質問に対し

て ｢はい｣と回答した児童は,｢いいえ｣と回答 した児

童より意志決定スキル,目標設定スキル尺度の得点は共

に高かった.｢9.バランスのよい朝食を食べるために

家族に協力してもらう｣という質問に対して ｢はい｣と

回答した児童は,｢いいえ｣と回答した児童より意志決

定スキル,目標設定スキル尺度の得点が共に高 く,｢ど

ちらともいえない｣と回答した児童より目標設定スキル

尺度得点が高かった.さらに,｢10.バランスのよい朝

食を食べるために,自分で準備をすることがある｣とい

う質問に対して ｢はい｣と回答した児童は,｢いいえ｣

と回答した児童より意志決定スキル尺度得点が高かった.

下位尺度についての分散分析の結果によれば,意志決

定スキルの下位尺度 ｢意志決定の予測と振 り返り｣は4

つの食行動と,下位尺度 ｢意志決定のための準備｣は2

つの食行動と有意な関係が認められた.また目標設定ス

キルの下位尺度 ｢目標達成に向けでの能力の確認｣は3

つの食行動と,下位尺度 ｢目標の立て方｣は4つの食行

動と,下位尺度 ｢目標達成のための継続力｣は1つの食

行動と有意な関係が認められたが,下位尺度 ｢成功への

消極的態度｣と有意な関係のある食行動はなかった.普

た,7つの間食行動のうち ｢おやつを選ぶときにそのお

菓子がどんな材料でできているかを確かめるために,義

菓子の袋や箱の表示を見る｣,｢きょうだいや友だちにつ

られて,おやつを食べることがある｣,｢おやつを選ぶと

きに,宣伝や広告につられて買うことがある｣,｢油の多

いおやつは,油をとり過ぎないために食べる量や回数を

決めている｣は,下位尺度を含めて意志決定スキル尺度

および目標設定スキル尺度のいずれとも有意な関連はみ

られなかった.

最後に,食行動得点の合計と意志決定スキル,目標設

定スキル尺度得点とのピアソンの相関係数を求めたとこ

ら,各々0.404,0.395であり有意な相関がみられた.

Ⅳ.考 察

本研究の目的は,筆者らが開発中のライフスキル形成

に基礎をおく朝食 ･間食行動に関する教育プログラムの

中心的学習内容である意志決定スキルと目標設定スキル

を測定,評価するための尺度を開発し,その信頼性と妥

当性を検討することであった.

尺度の開発にあたっては,3人のライフスキル教育研

究の専門家が意志決定スキルと目標設定スキルの基本的

要素を反映すると考えられる質問項目を作成した後,そ

の内容について小学校教諭に検討してもらい,さらに小
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春木ほか :ライフスキル形成に基礎をおく朝食 ･間食行動に関する教育プログラムの

有効性を評価するための意志決定スキル,目標設定スキル尺度の開発

学校5,6年生を対象としたパイロット調査の結果を踏

まえて修正し,意志決定スキル尺度8項目,目標設定ス

キル尺度11項目からなる予備的尺度を作成した.さらに,

本調査データについて因子分析を行い,最終的に6項目

からなる意志決定スキル尺度と10項目からなる目標設定

スキル尺度を開発した.

1.尺度の信頼性

開発した意志決定スキル尺度と目標設定スキル尺度の

クロンバックのα係数は,意志決定スキル尺度0.738,

目標設定スキル尺度0.534であり,意志決定スキル尺度

についてはその内的整合性が得られたが,目標設定スキ

ル尺度については,さらに項目についての内的整合性を

検討をする必要があると考えられる.

再テスト法による両尺度のピアソンの相関係数は,い

ずれも0.7以上であり時間的安定性はある程度確認でき

た.さらに,初回調査と約 1週間後に実施した再調査で

得られた得点の差より尺度の時間的安定性について検討

したところ,いずれについても有意ではなかったが,

95%の予測範囲で最大±5-7点の差が予測されるので,

両尺度の時間的安定性についても,追試により検討する

必要があると考えられる.

2.尺度の妥当性

本研究においては,意志決定スキルおよび目標設定ス

キルの基本的要素と密接に関わっていると予想される7

つの間食行動と3つの朝食行動を選定し,それらの食行

動と開発した両スキル尺度の関係を調べることによって

妥当性を検討した.

食行動得点と両尺度との相関係数はともに0.4程度で

あり,好ましい食行動をとる児童の意志決定スキル尺度

と目標設定スキル尺度の得点は高いことが示された.

ただし,食行動別にみた分散分析の結果によれば,朝

食行動については3つ全ての食行動において有意な関係

が認められ,健康的な朝食行動をとっている児童は,意

志決定スキル尺度と目標設定スキル尺度の得点が総じて

高かったが,間食行動については有意な関係が認められ

たのは7つの間食行動のうち ｢おやつを選ぶときに,そ

のお菓子にどんな栄養素が含まれているかを確かめるた

めに,お菓子の袋や箱の栄養成分表示を見る｣と ｢お腹

がいっぱいで夕食を食べることができなかったときは,

その理由を考えてみる｣の2つであった.

上記の2つを除いた5つの間食行動と両スキル尺度の

間に関連性がなかった理由の一つとしては,例えば

｢きょうだいや友だちにつられておやつを食べることが

ある｣や ｢おやつを選ぶときに,宣伝や広告につられて

買うことがある｣などの間食行動は,周囲の人の行動や

態度,あるいはマスメディアなどの社会的要因が影響す

る行動であり,意志決定スキルや目標設定スキルよりも,

友人からのプレッシャーを拒否するスキルやマスメディ

アのメッセージを批判的に分析するスキル12)がより直接

的な関係をもっていることが予想される.こうした課題
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については,他のスキルが強く関連していると予想され

る間食行動を質問項目から除外するか,他の認知的スキ

ル尺度を調査項目に入れることによってさらに詳細に検

討することとしたい.

また,｢おやつを選ぶときには,その後の食事のこと

を考えて,食べる量を決める｣行動のように,全体とし

ての両スキル尺度とは有意な関係が認められないものの,

意志決定スキルの下位尺度｢意志決定の予測と振 り返り｣

および目標設定スキルの下位尺度 ｢目標の立て方｣と有

意な関係が認められるような食行動もあった.本研究で

は,Fetro17)が両スキルに関して提唱する基本的要素の

うちから,小学校高学年の児童が習得可能と考えられる

スキルを中心として検討し,各要素に対応する質問項目

を作成した.そのため,意志決定スキル尺度や目標設定

スキル尺度との関係が認められなかった間食行動の幾つ

かは,本研究では発達段階を考慮して除外した他の要素,

例えば意志決定スキルの場合は ｢個人の意志決定に影響

する要因を確認する｣や,目標設定スキルの場合は ｢自

分に合った行動計画を立案する｣など,あるいは因子分

析の結果に基づいて除外 した項目と関係があることも予

想される.こうした課題については,今回の調査では除

外した雨スキルの要素に関わる質問項目を入れたり,因

子分析によって除外された質問項目の内容を修正したり

することによってさらに検討したい.

両スキル尺度と有意な関係があった2つの間食行動と

3つの朝食行動はまた,意志決定スキルの下位尺度であ

る ｢意志決定のための予測と振 り返り｣や ｢意志決定の

ための準備｣,目標達成スキルの下位尺度である ｢目標

達成に向けての能力の確認｣,｢目標の立て方｣,｢目標達

成のための継続力｣と有意な関係が認められた.こうし

た内容は,意志決定スキルや目標設定スキルの本質的要

素であり,各食行動の内容からして,両スキルとの関係

は十分に説明可能である.

以上のことから,本研究において開発した意志決定ス

キル尺度と目標設定スキル尺度の安当性はある程度示さ

れたものと考えられるが,両スキルの基本的要素の追加

や具体的な質問項目の内容の修正など,残された課題も

多いので,今後さらに尺度の検討を深めたい.また,意

志決定スキルや目標設定スキルなどを含むライフスキル

は,青少年がとる多 くの危険行動に関わる一般的 ･基礎

的スキルであることから,今後は食行動だけでなく,輿

痩,飲酒,薬物乱用,性行動など様々な危険行動と意志

決定スキル尺度および目標設定スキル尺度との関係につ

いて検討し,尺度の妥当性を確認したい.

V.ま と め

本研究の目的は,ライフスキル形成に基礎をお く朝

食 ･間食行動に関する教育プログラムの中心的学習内容

である意志決定スキルと目標設定スキルを測定,評価す

るための尺度を開発し,その信頼性と妥当性を検討する
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ことであった.2005年 3月に大阪府,京都府,滋賀県の

3ノJ､学校の 5年生(1回日調査140名,2回目調査137名)

を対象として,2回の調査を実施した.主な結果は,以

下のとおりであった.

1.主因子法による因子分析の結果に基づいて,意志決

定スキル尺度の構成項目は6項目,目標設定スキル尺

度の構成項目は10項目とした.

2.クロンバ ックのα係数は,意志決定スキル尺度は

0.738と高かったものの,目標設定スキル尺度は0.534

であった.再テス ト法による両尺度のピアソンの相関

係数は,いずれも0.7以上であった.

3.分散分析の結果によれば,7つの間食行動のうちの

2つ,そして 3つの朝食行動の全てと意志決定スキル

尺度得点あるいは目標スキル尺度得点との間には有意

な関係があり,好ましい食行動をとる児童は両スキル

尺度の得点が高かった.

以上の結果より,本研究で開発 した意志決定スキル尺

度と目標設定スキル尺度は,一定の信頼性と妥当性が確

認されたものの,項目の内容を追加あるいは,質問項目

の内容を修正するなど,さらなる検討が必要であること

が示唆された.
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報 告 神奈川県立高等学校保健体育科教諭に対する食物依存性

運動誘発アナフィラキシーに関するアンケー ト調査

伊 藤 玲 子,相 原 雄 幸

横浜市立大学附属市民総合医療センター 小児総合医療センター

AwarenessofFEIAnamongHighSchoolPETeachers

Reikolto,YukohAihara

Yokohamaclty lLniverst'tymedicalcenter depal･tmefltOfpediatrics

WestudiedtheawarenessesofFEIAnamonghighschoolPEteacllerSandthecasesofFEIAnandEIAn

theyhaveexperiencedathighschool.Aquestionnairewassentto999PEteachersofall154Kanagawapre-

fectualhighschools.680PEteachers(69%)outof120high schools(78%)providedinformationof87,218

students(43,755boysand43,426girls).EightteachershadexperiencedacaseofFEIAn(4girls).Fourstu-

dentswithFEIAnmanifestedsymptomsrelatedtomorethantwoorgans:skinmanifestations(fourgirls),

respiratorysymptoms(threegirls),eyeandnasalsymptoms(threegirls),andshock(twogirls).Foodimpli-

catedinthe4caseswereshrimpin1,buckwheatini,unknownintwostudents.Nine(6boysand3girls)

casesofEIAnwerereported.Furthermore,theawarenessesofFEIAnamonghighschoolPEteacherswere

notsatisfactory.Fromthissurvey,FEIAnwererarediseasesamonghighschoolstudents.Despitecareful

management,studentswithFEIAnhaveriskofrecurrentreactionsandmayleadtoseverereactionswhich

mightbefatal.FEIAnshouldberecognizedbyalュcaregiversathighschoolstopreventrecurrentreactions.

Keywords:questionnaireFEIAn(food-dependentexercise-inducedanaphylaxis)high schooI
PEteachersawareness

アンケート調査,食物依存性運動誘発アナフィラキシー,高等学校保健体育科教諭,

認知度

Ⅰ.はじめに

運動誘発アナフィラキシー (EIAn:Exercise-induced

anaphylaxis)は運動負荷によって全身の葦麻疹,顔面

腫脹,などの血管性浮腫,呼吸困難,血圧低下,意識障

害などのアナフィラキシー症状が誘発される疾患である.

そのうち,ある特定の食物 (エビ,カニ,小麦が多い)

摂取が発症に関与した場合,食物依存性運動誘発アナ

フィラキシー (FEIAn:Food-dependentexercise-in-

ducedanaphylaxis)と呼ばれるl).国内ではこれまでに

約170症例の論文報告がある.近年この疾患の認識は向

上してきたが,いまだ一般には馴染みが薄く,正しく診

断されていない場合があり,さらに学校などで死亡事故

にも繋がりかねない危険性がある2).

我々はこれまでに,関係機関の協力のもとに平成10年

に横浜市立全中学校,平成13年に神奈川県立全高等学校,

平成15年に横浜市立全小学校の養護教諭を対象に疫学調

査 を実 施 した.そ の結 果,中学 生76,000人 中13名

(0.017%)3),高校生105,000人中9名 (0.0086%)4),小

学生173,000人中8名 (0.0046%)がFEIAnであること

を明らかにしてきた.

今回の調査は保健体育教諭を対象に行った.その背景

としては,これまでに小学校,中学校,高等学校を対象

に行った調査結果から,学校現場でのFEIAnの発症は

体育授業中,部活動中などに多く認められたためである.

さらにFEIAnの症状出現には一定以上の運動負荷が必

要であり,体育や部活動での運動負荷の程度が高い高等

学校を対象として選択した.

Ⅲ.対象と方法

関係機関の承諾のもとに,平成16年8月上旬にFE-

IAnとEIAnに関する調査用紙と添付文書を神奈川県立

高等学校154枚の保健体育科教諭999名に配布し,9月下

旬に調査用紙を回収した.調査内容は,在校生徒数,覗

在までに学校現場で経験 したFEIAn,EIAnの生徒につ

いて生徒数,性別と症状誘発時の状況 (症状,運動の種

類,症状誘発までの時間,時間帯,季節,原因食物,対

応方法など),保健体育科教諭におけるFEIAn,EIAn

に関する認識度などであった,さらに救急蘇生に関する

アンケー ト調査 (今までに遭遇した場面の詳細や講習受

講歴などについて)も同時に実施 した.また,FEIAn

に対する認知度が低いことが予想 されるため,FEIAn

に関する情報を参考資料として提供した.アンケー ト回

収後,必要に応じて電話により調査内容を確認した.
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今回の調査ではFEIAn症例の定義として食物摂取後

の運動により症状が誘発されたこと,皮膚症状としては

全身等麻疹ならびに顔面腫脹を伴う血管性浮腫など重度

のもの,皮膚症状以外に呼吸器,循環器,粘膜症状,消

化器症状などの症状を1つ以上,すなわち2つ以上の臓

器 ･組織症状を有するものとした.またEIAnについて

はFEIAnの定義から食事摂取の規定を除外 したものを

使用した.

最終 的に120/154校 (77.9%),680/999名 (68.0%)

の教諭から回答を得た.これらの教諭は勤続20年以上の

教諭が76.6%であった.調査対象生徒数 (現在の在校生)

は87,218名 (男子43,755名,女子43,426名)であった.

また,FEIAnあるいはEIAnが疑われ,報告された保健

体育科教諭に対しては,症状などについて,直接電話に

より詳細について確認を行った.

Ⅲ.結 果

FEIAnの罷病が強 く疑われた総生徒数は4名 (女子

4名)であった.4名は全員卒業生あるいは以前の学校

の生徒であった (表 1).一方EIAnの雁病が強く疑われ

た総生数は9名 (男子 6名,女子 3名)で男子に多く見

られた.9名は在校生 1名,卒業生あるいは以前の学校

の生徒が8名であった.

次に,FEIAnについての調査結果を検討 した.保健

体育科教諭 (n-673)におけるFEIAnの認知度では,

よく知っていた1.3%,ある程度知っていた9.5%とあま

り知られていないことがわかった (図 1).情報源とし

ては,マスコミからが9.8%,保健体育の雑誌4.0%,研

修会3.1%,養護教諭2.8%,知人2.0%,生徒に患者が

いたため1.8%,医療関係者1.2%,インターネッ ト

0.9%,学校医0.1%であった.

また今までに学校現場でFEIAnを起こした生徒に遭

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

過したことのある教諭は8名 (1.2%)であった.重複

例を除き,4名 (女子4名)について検討を行った.秦

校生 0名,卒業生 1名,以前の学校の生徒 3名であった.

症状では全身性の葦麻疹や紅斑などの皮膚症状の出現

頻度が最も高く4名,次いで,嘱鴫などの呼吸器症状 3

名,結膜充血 ･鼻汁 ･鼻間などの粘膜症状 3名,血圧低

下などの重篤なショック症状 2名であった.発症時の状

況としては,体育授業中が2名,部活動中が2名であっ

た.発症時の運動の種類としては,ランニングなどの陸

上競技 2名,球技 1名,バ ドミントン1名であった.運

動開始後FEIAn症状出現時までの時間は,10分が 1名,

15分が 2名,60分が 1名であった.また食事後運動開始

までの時間は15分 1名,60分 1名,90分 1名, 2時間1

名であった.FEIAn症状出現時の季節としては,夏2
秦,秋 1名,冬 1名と季節差は認められなかった.FE-
IAn症状出現時の時間帯としては,午後 2名,夕方2名

隠 よく知っていた 巨∃病名を聞いたことがある

図l 食物依存性運動誘発アナフィラキシー (FEIAn)の認

知度.(n=673)

表 1 FEIAnの4症例

症 例 1 2 3 4

性 別 女 子 女 子 女 子 女 子

年 齢 15 16 17 16

運 動 ランニング ランニング バドミントン バレーボール

時 間 帯 体 育 部活劫 体 育 部活劫

季 節 夏 冬 釈 夏

原因食物 エ ビ 不 明 不 明 ソ バ

食後運動までの時間 15分 90分 60分 120分

運動後症状出現までの時間 lo介 60分 15分 15分

U,urticaria葦麻疹 ;W,wheezing嘱鳴 ;C,conjunctivitis結膜症状 ;D,dyspnea呼

吸困難 ;S,shockショック
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であった.原因食物としてはそば1名,甲殻類 ･魚介類

が 1名,不明2名であった (表 1).FEIAn症状出現時

の対処法としては複数回答で,保健室で様子をみたが最

も多く3名,病院 ･医院に道んだが2名,救急車で搬送

が 1名であった.学校の対策としては複数回答で,本

人 ･家族と相談が最も多く3名,本人 ･家族の管理3名,

食物の摂取制限2名,運動を制限1名,主治医からの指

示1名であった.さらに運動前に何らかの薬剤を服用し

ていたものは見られなかった.

救急蘇生に関するアンケー ト調査に関しては358/680

(52.6%)名の教諭より回答が得られた.アレルギー疾

患についての講習受講歴があった教諭は3.6%と少数で

あった.それに対し,救急蘇生についての講習受講歴が

あった教諭は96.6%と大半の教諭が受講していた.また

救急蘇生が必要な場面に遭遇 したことがある教諭は

18.2% (65名)であった.今までに救急蘇生が必要な場

面に遭遇した回数は平均1.6回.救急蘇生が必要な場面

は体育実技中が最も多く29.2%,運動部活動中18.9%,

学校行事16.0%,課外授業2.8%,登下校0.9%,その他

13.2%であった.またアナフィラキシーによる救急蘇生

例はみられなかった.

Ⅳ,考 察

今回の調査は,アンケー ト調査であったため一部不明

な点が残るなど限界もみられた.一方で,回答をいただ

いたのは76.6%が勤続20年以上の経験豊富な教諭であっ

た.しかし,保健体育科教諭におけるFEIAnに関する

認識度は低く,見逃されている症例も考えられた.救急

蘇生を要 した例はみられなかったが,今後さらにFE-

IAnの認知度を高める必要があると思われた.

調査結果より,FEIAnに関する保健体育科教諭の認

知度は10.8%と低値であった.近年これらの疾患に対す

る認知度は高まってきており,実際に平成15年に横浜市

立全小学校の養護教諭を対象に行った調査ではFEIAn

に関する認知度は64.0%であり,平成10年に横浜市立全

中学校の養護教論を対象に行った調査でのFEIAnに関

する認知度32.2%と比較すると随分認知度は高まってい

た.今回の調査結果はいまだに一般の教諭へのこの疾患

の浸透度の低さを反映しているものと思われた.この認

知度の低さは学校現場でのFEIAn発症時の対応に支障

をきたす可能性も考えられた.今回の調査ではアナフィ

ラキシーによる救急蘇生例は見られなかったが,この疾

患に対する浸透度が高まることを期待したい.

また今回の調査におけるFEIAnの検出人数は4名 と

平成13年に神奈川県立高等学校の養護教諭を対象に行っ

たもの (0.0086%,12,000人に1人)4)と比較して低値で

あった.これは保健体育科教諭が関係していない場面で

の症状出現などの理由により,把握しきれていないこと

が影響していると思われた.症状の発現した状況や,原

因食物,運動などに関しては以前の調査と比較して,逮

いはみられなかった.

発症時には,｢初回発症の場合は予測できないが,葦

麻疹などの症状出現時には,運動を中止し安静にさせる.

症状が軽度の場合は2時間程度の経過観察をする.全身

等麻疹,顔面腫脹などの症状が進行するような場合には

医療機関に搬送することなどが必要になる.さらにFE-

IAnが疑われた際にはアレルギー専門医への受診を勧め,

正確な診断と原因食物を同定し,2回目以降の発症予防

が重要になる.具体的には,①運動前には原因食物を摂

取しない.②原因食物を摂取した際には食後 2時間は運

動を避ける.③皮膚の違和感や葦麻疹などの前駆症状が

みられた段階で運動を中止する.④運動前に非ステロイ

ド抗炎症薬 (NSAIDs)などの薬物を摂取しない.①予

防に抗アレルギー薬を内服する.(む重症例に対しては携

帯用アドレナリン注射を携帯する｣などの対応がとられ

ている.

これまでのところFEIAnの発症機序の詳細は明らか

ではないが,FEIAnの発症に関与する園子としては食

物と運動のほかに,疲労,睡眠不足などの全身状態,ア

ルコールの摂取など様々な園子があげられる.また複数

の食物の同時摂取が発症に関与した例5),食物摂取量の

多寡が関与した例6),アスピリンなどの摂取が発症を増

強した例7)8),の報告がある.そしてその機序はこれらの

因子が複数重なることで,最終的にはヒスタミンなどの

化学伝達物質が肥満細胞から放出されることで,アナ

フィラキシー症状が誘発されると考えられている9)10).

さらにFEIAnの発症に関与する因子のなかで運動の

役割としては,自律神経の関与11)や,消化管からのアレ

ルゲンの吸収量の増加8),ヒスタミン遊離開催の低下な

どいくつかの可能性があげられている.以上よりFE-

IAnの発症には様々な要因が複雑に関与しているが,運

動負荷がその中で重要な因子となっていると想定されて

いる4).

したがって,初発時の適切な対応と再発防止のために

今後も,学校医も含めた関係者への啓発が必要であると

思われた.
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｢高校生 歯 ･口腔の健康づ くり得点｣の作成
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Tlleaimofthisstudywastodevelopandutilizea"ToothandOralHealthinessScoreforseniorhighschool

students",whichevaluatestheiroralhealthbasedontheirlifestyle.

ThesubjectswerestudentsofpublicAhighschoolinAichiprefecture.Theywere280五rst-gradehigh

schoolstudentsandwehaveconductedthisresearchfor2003,May.Weinvestigatedtheirlifestylewithques-

tionnaire.Dentalcaries,periodontaldisease,malocclusion･temporomandibularjointcondition,CO,GO,dento-

cultSM,oralmalodorandBaylndexwereexaminedbydentists.

Therelationshipbetweenlifestyleandoralhealthwasanalyzedusingoddsratio.Intensityofinnuence

whichlifestylegivestohealthwascalculatedusingthemultiplelogisticregressionanalysis.Eachlifestylewas

givenpointsinproportiontothedistributionoftheregressioncoefBcientdel･ivedfromthemultiplelogisticre-

gressionanalysis.Pointswereauocatedrespectivelybasedoncaries,CO,gingival･periodontal,dentalplaque,

oralmalodorandmalocclusion･temporomandibularjoint.Wemadeaselトchecklistforthehighschoolstu-
dents.
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生活習慣,歯 ･口腔の健康,高校生,自己評価,健康認識

Ⅰ.緒 言

1989年愛知県において80歳で保有歯を20歯以上としよ

うとする,｢8020運動｣が開始され,厚生省 ｢成人歯科

保健対策検討会中間報告｣によってその運動は全国に広

まった1).2001(平成10)年には,第3次国民健康づ く

り運動 (健康日本21)2)が開始され,それを支援して2002

年には健康増進法が制定され,第2条では,国民の責務

として,健康な生活習慣の重要性への関心と理解を深め,

生涯にわたって,自らの健康状態を自覚するとともに,

健康の増進に努めなければならないとしている.いずれ

にしても成人の歯の健康は,歯の保有,すなわちその喪

失予防が大切であり,歯の喪失は生活習慣と開通する歯

周疾患に大部分よるものである3).

生涯をとおして,快適なQOL(QualityofLife,生活

の質)を営むためには,歯や口腔の健康をはじめ,全身

の健康を維持する自己管理能力を早い時期から身につけ

ることが大切である4~6).

水野ら7)は,愛知県の8020疫学調査から8020など歯の

健康のためには,成人期は勿論,学童青年期のよりよい

生活習慣の形成定着がその要因であることを明らかにし

ている.森田ら8)は80歳で20歯以上を保有するための歯

の生活習慣チェック票 ｢歯の健康づくり得点｣を開発し,

愛知県飛島村その他の住民に応用 し,住民の歯の保有効

果を確認している.

一方,国民一人一人が自らの健康づくりを大切とする

意識は末だ十分でない.特に20歳から40歳の青年の健康

や歯の健康づくりに対する意識は極めて低い3).この青
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年期の健康意識の低さは,小児期の口腔保健指導が,小

児自身に定着していないことを示している.特に高校に

おいては,保護者の管理を離れる時期であるため口腔環

境が悪化するといわれている9).学校歯科保健における,

｢う歯｣の者の割合を年齢別にみると,高校生である17

歳が77.0%と最も高くなっている10).高等学校における

歯科保健の問題点の一つとして,黒田11)は部活や課外活

動の活発化などにより,保健指導の時間確保の困難性を

挙げている.また,大西ら12)は,高校では歯や口腔に関

する学習経験が,小中学校と比較して少ないと述べてい

る.愛知県学j交保健会の養護教諭部会が実践の共有化を

目的とする機関誌 ｢伸びる｣の過去20年間の歯科保健分

野の実践研究は,小中学校は研究全体の一割程度であっ

たのに対し,高等学校は皆無であった.このことから,

愛知県においても小中学校と比較して,高等学校におけ

る歯科保健指導は不足していると考えられる.

小 ･中学校で成果を上げた学校歯科保健を,高等学校

に定着させるためには,高校生に適した歯科保健指導の

手法の開発が必要であると思われる.佐藤ら13)は,歯科

保健指導においては,相談や教育を含めた個別指導も効

果はあるが,同時に集団指導の手法も確立する必要性を

示唆している.それには,EBM(Evidence-basedMedi-

cine,科学的根拠に基づく医療)の視点から,学校歯科

保健を科学的に支援するために,オッズ比を活用した歯

科健康教育14)辛,健康に対する意識を客観的な数値で表

すことなどが,問題点に的を絞った指導ができ,実践す

る能力の育成といった健康教育の効果が得られやすい15)

といわれている.

近年,各務ら16)は,成人の ｢歯の健康づくり得点｣の

有用性に注目し,小中学校児童生徒の自らセルフチェッ

クすることで,歯の健康づくりを行う生活習慣チェック

票 ｢お口の健康づくり得点｣を開発した.しかし,それ

らは小学校児童,中学校生徒を対象としたもので,成人

との続きである高校生を対象にしたものでないため,高

校生用の歯の健康づくりのための生活習慣チェック票の

開発が望まれていた.

そこで,本研究では,高校生が歯の健康のための生活

習慣をセルフチェックし,その結果を知ることができる

｢高校生 歯 ･口腔の健康づくり得点｣を学校歯科健診

のデータと生活習慣についての質問紙調査を基にして作

成したので報告する.

Ⅱ.対象および方法

1.対 象

本研究には,某県立A高等学校の2003年度1年生,男

子161名,女子119名,計280名の生徒を対象とした.

2.健康診断および判定 (評価)方法

1年生を対象に定期健康診断の歯科検診を,学校歯科

医および4人の歯科医師により,2003年4月24日にA枚

で実施した.

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

その際,より詳しく歯 ･口の健康状態を把握するため,

通常実施している検診項目のう歯 (末処置歯)《以降は

｢う歯｣とする≫,歯肉 ･歯周,不正校合 ･顎関節の状

態,CO(要観察歯),GO(歯肉炎要観察)以外に,ミュー

タンスの細菌数,口臭,歯垢 (Baylndex17))≪以降は｢歯

垢｣とする》の診査をおこなった.

なお,ミュータンスの細菌数は,DentocultSM18)を用

いて,サンプルを舌から採取した.

口臭は,口臭測定器 (ハリメーター19))を使用して測

定した.調査当日の室温は22度のため,指標に従い100

以下を口臭のない者,101以上を口臭のある者とした.

歯垢 (Baylndex)は,上顎左側切歯を対象に,0:

歯垢沈着なし,1:歯垢が点状,2:歯垢が歯頚部辺縁

に線状,3:歯垢が歯面の1/3以内,4:歯垢が歯面の

1/3-2/3,5:歯垢が歯面の2/3以上,の5段階で評価

し,分析に際しては, 0, 1を歯垢のない者, 2, 3を

歯垢のある者とした.なお, 4, 5については,該当者

がなかった.

また,2003年7月10日,27項目からなる口腔に関する

｢生活習慣実態調査｣(表 1)を,長期欠席者 1名を除

く同1年生279名を対象に,朝のショー トタイムで実施

した.

調査票は,各ホームルームにおいて担任が配布し,記

名式のため,記入後は生徒が各自で封筒に入れて封をし

た後,担任が回収 した.有効回答は279名 (有効回答率

100%)であった.

3.分析および歯 ･口腔の健康指標の作成

解析には統計パッケージSPSS(10.0JforWindows)

を用い,生活習慣実態調査の回答と定期健康診断結果の

各項削こついてオッズ比を算出し,男子,女子,計のい

ずれかのオッズ比が有意な生活習慣の項目を抽出した.

すなわち,男子のみ,女子のみ,男女いずれにおいても

口腔の健康と関連の見られなかった生活習慣を除いた.

さらに,歯 ･口腔の状態を独立変数とし,抽出した生活

習慣実態調査の項目を共変量としてロジスティック回帰

分析を行い,それぞれの生活習慣の偏回帰係数を求めた.

その後,偏回帰係数をもとに生活習慣の影響力の重みづ

けを行い点数化した.これらの点数化は,各務ら16)の方

法に準じて行った.

Ⅲ.結 果

1.歯 ･口腔の健康と生活習慣の関連

生活習慣実態調査の回答と定期健康診断結果の各項目

による歯 ･口腔健康の関連についてのオッズ比の結果,

う歯との間で,｢歯科医院などで歯磨きの方法を教えて

もらったことがある｣｢間食をよくする｣など3項目が

有意に関連していた (表 2).また,不正校合 ･顎関節

の間では,｢歯肉が腫れることがある｣｢歯磨きを1日2

回以上している｣など3項目が有意に関連していた.歯

肉 ･歯周との関係では,｢歯肉が腫れることがある｣｢趣



外山ほか:｢高校生 歯･口腔の健康づくり得点｣の作成

衰1 質問票

年 親 番 氏名

生活習慣実態調査

以下の質問に,｢はい｣か ｢いいえ｣のあてはまるほうに○をつけてください.

1)歯肉 (歯ぐき)が腫れることがありますか

2)歯がしみることがありますか

3)間食をよくしますか

4)趣味がありますか

5)かかりつけの歯医者さんはありますか

6)歯の治療は,早めに受けるようにしていますか

7)歯肉から血が出ることがありますか

8)歯磨きを1日2回以上していますか

9)自分の歯ブラシがありますか

10)口臭がありますか

ll)むし歯は食生活が関係していると思いますか

12)喫煙は壁週垂*1に関係していると思いますか

13)歯磨きは磨く部分の順番を考えて行っていますか

14)唾液が口の健康を守っていると思いますか

15)時々口の中を鏡でチェックしますか

16)歯科医院などで歯磨きの方法をおしえてもらったことがありますか

17)フッ素塗布を受けたことがありますか

18)歯科医院で歯石を取ってもらったことがありますか

19)父母もしくは保護者は朝食後歯を磨いていますか

20)デンタル ･フロスを使っていますか

21)近くに歯科医院がありますか

22)歯や歯肉のため,欠席,早退,遅刻することがあります

23)歯や歯肉のために学業に支障がありましたか

24)歯や歯肉のために食事ができないことがありましたか

25)口や歯ならびのことで恥ずかしいと思ったことがありましたか

26)体のどこかにA単車2がありますか

27)現在歯科矯正をしていますか

注釈

*1:歯垢 (プラーク)が原因でできる歯肉の炎症.代表的なものに歯槽膿漏がある.

*2:皮膚や粘膜の表面が盛り上がったもの.
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味がある｣など4項 目が有意に関連 していた,COとの

関係では,｢歯科 医院などで歯磨 きの方法 を教 えて も

らったことがある｣｢歯の治療は早めに受けるようにし

ている｣など5項 目が有意に関連 していた.歯垢 との関

係では,｢かか りつけの歯医者がある｣｢歯肉から血が出

るこ とがある｣な ど7項 目が有意 に開通 していた.

ミュータンス細菌数 との関係では,｢喫煙は歯周病に関

係 していると思 う｣｢時々口の中を鏡でチェックする｣

の 2項 目が有意に関連 していた.口臭 との関係では,

｢口臭がある｣｢現在歯科矯正 している｣など4項 目が

有意に開通していた.

以上より,11項 目が抽出された.

2.ロジスティック回帰分析による歯 ･口腔の健康に開

通する生活習慣の分析

オッズ比で有意な関連がみられた生活習慣11項 目を共

変量 とし,う歯,CO,歯肉 ･歯周,歯垢,口臭,不正

校合 ･顎関節を従属変数 としてロジスティック回帰分析

を行った.ロジスティック回帰分析を行うにあた り,共

変量 となるオッズ比で有意な関連のみられた生活習慣に

ついてそれぞれ,Spearmanの順位相関係数を求めたが

高い相関はみられなかったため,オッズ比で有意な関連

のみられた生活習慣をすべて共変量 として用いた.

その結果,う歯 との間で,｢歯科医院などで歯磨 きの

方法を教えてもらったことがある｣｢間食をよくする｣

など3項 目が有意に関連 していた (表 3).COとの間で,

｢歯科医院などで歯磨 きの方法を教えてもらったことが
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外山ほか :｢高校生 歯 ･口腔の健康づくり得点｣の作成

表3 ロジスティック回帰分析の結果

質晶霊号 質 問 カ竃61%Taる 順位 B 讐 孟る 比謁孟分

203

四捨五入

億

Q16 歯科医院などで歯磨きの方法数えてもらったことがある y 1 1.476 1.476 8.3 8

Q3 間食をよくする n 2 1.24 1.24 7.0 7

Q6 歯の治療は,早めに受けるようにしている y 3 0.846 0.846 4.8 5

項目数 3
合 計 3.562 20.0 20

質品 号 質 問 加詰 る 順位 B 使冨還る 20志望例 四晋 入

Q16 歯科医院などで歯磨きの方法教えてもらったことがある y 1 0.802 0.802 9.2 9

Q18 歯科医院で歯石を取ってもらったことがある y 2 0.502 0.502 5.8 6

Q6 歯の治療は,早めに受けるようにしている y 3 0.442 0.442 5.1 5

項目数 3
合 計 1.746 20.0 20

誤 貰 ぎ 質 問 力怒 る 順位 B 讐 還る 20孟豊例 四警 入

Q6 歯の治療は,早めに受けるようにしている y 1 0.557 0.557 8.0 8

Ql 歯肉 (歯ぐき)が,腫れることがある n 2 0.75 0.75 10.8 11

Q4 趣味がある y 3 0.087 0.087 1.2 1

項目数 3

% 計 1.394 20.0

質雷雲号 質 問 力豊 る 順位 B 使望造る 20志望例 四驚 入

Q7 歯肉から血が出ることがある n 1 0.503 0.503 6.4 6

Q17 フッ素塗布を受けたことがある y 2 0.355 0.355 5.1 5

Q8 歯磨きを1日2回以上している

Q5 かかりつけの歯医者さんはある

y 3 0.324 0.324 4.6 5

y 4 0.208 0.208 3.0 3

Q6 歯の治療は,早めに受けるようにしている y 5 0.009 0.009 0.9 1

項目数 5
合 計 1.399 20.0 20

質呂墓号 質 問 力u漂iT･lる 順位 B 優男還る 20志望例 四警 入

QIO 口臭がある n 1 1.29 1.29 20.0 20

項目数 1
合 計 1.290 20.0 20

…蓋登蔓 質 問 力怒 る 順位 B 億望遠る 20孟笠例 四警 入

Ql 歯肉 (歯ぐき)が,腫れることがある n 1 1.354 1.354 9.5 10

Q8 歯磨きを1日2回以上している y 2 0.767 0.767 5.3 5

QIO 口臭がある n 3 0.751 0.751 5.2 5

項目数 3
合 計 2.871 20.0 20

a:y=｢はい｣,n=｢いいえ｣と回答 した場合に,それぞれの項目について良い生活習慣をしていると考え点数を与える.

※B (回帰係数)
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ある｣｢歯科医院で歯石を取ってもらったことがある｣
など3項目が強く関連していた.歯肉 ･歯周との間で,

｢歯の治療は早めに受けるようにしている｣｢歯肉が腫

れることがある｣など3項目が強く関連していた.歯垢

との間で,｢歯肉から血が出ることがある｣｢フッ素塗布

を受けたことがある｣など5項目が強く関連していた.

口臭との間で,｢口臭がある｣が強く関連していた.不

正暁合 ･顎関節との間で,｢歯肉が腫れることがある｣
｢歯磨きを1E]2回以上している｣など3項目が強く関

連していた.

3.高校生歯 ･口腔の健康づくり得点の作成

点数の作成過程を,表 3,表4に示す.

具体的に,生活習慣実態調査の回答と定期健康診断結

果の各項目との関連の強さをロジスティック回帰分析の

回帰係数の大きさを基に順位付けをおこなった.

歯 ･口腔の健康に関する生活習慣ごとに,生活習慣の

項目について,回帰係数の大きさに比例して点数を合計

点数が20点となるように配分した.配分した点数は,少

数を含む数億となるため,四捨五入して整数化した.こ

れらのう蝕及びCO経験,歯肉 ･歯周及び不正校合 ･顎

関節の健康,歯垢及び口臭の状況における生活習慣の点

数を ｢歯 ･口腔の健康づくり得点｣として一つの表にま

とめた (表 3･表 4).

4.質問票の作成

求めた ｢う歯｣｢COJ｢歯肉 ･歯周｣｢歯垢｣｢口臭｣｢不

正校合 ･顎関節｣に影響する生活習慣の点数を高校生の

ための ｢歯 ･口腔の健康づくり得点｣とし作成した (図

1).｢う歯｣｢COJ｢歯肉 ･歯周｣｢歯垢｣｢口臭｣｢不正

校合 ･顎関節｣の点数別に合計点数を求め,レーダー

チャー トの作成を行うようにした.レーダーチャー トは,

より大きな六角形になると良い状況を示していることに

なる.

レーダーチャートの評価は,｢この調子｣｢あとひとが

んばり｣｢がんばろう｣の3段階評価とした.｢この調子｣

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

は,2/3正の標準偏差,｢がんばろう｣は2/3負の標準偏

差,｢あとひとがんばり｣は,それ以外とした.

Ⅳ.考 察

2005 (平成17)年に文部科学省から出された ｢生きる

力をはぐくむ学校での歯 ･口の健康づ くり｣では,｢生

活習慣が原因となる生活習慣病は大きな課題となってい

る.このような生活習慣病の素地は学校における適切な

学習や指導による健康感の育成と健康行動の確立が必要

であり,保護者等の手にゆだねられ管理されている 『他

律的健康づ くり』から,成人に向けて次第に自らの思

考 ･決断による意志決定や行動選択による 『自立的健康

づくり』へ移行していかなければならない｣として,成

人の生活習慣病予防のためのよりよい生活習慣づくりや

生涯の健康づくりには,学校における自立的な生活習慣

形成が大切であることを強調 している20㌧ このことは,

学校における自立的な生活習慣づくりが今日的課題であ

ることを示唆している.

また,WHO精神保健部局 (1994)は,｢日常生活で生

じるさまざまな問題や要求に対し,建設的で効果的に対

処するために必要な能力｣をライフスキルと定義した.

そして教育法として,子どもたちが主体的に参加するた

めの,ブレーンス トーミング,ロールプレイゲーム,

ディベー トなどの手技が用いられている21㌧ それにとも

なって,学習者の児童生徒自身が具体的な活動で得た自

身の感想や自己評価と,それに関係した友人 ･教師の評

価からなるポー トフォリオ評価22)が用いられるように

なってきている.このことをふまえ,学校歯科保健指導

においても,歯科健診結果から異常者のみに治療依頼書

を配布するハイリスクス トラテジーや,あるいは個人の

歯や口腔の健康状態に配慮の欠いた全体への一律なブ

ラッシング指導など,従来の一方通行の歯科保健指導で

はなく,今回の生徒自身がセルフチェック (自己評価)

できる妥当性のある ｢高校生 歯 ･口腔の健康づくり得

表4 点数の合計による質問の選択

四捨五入億

う歯 CO
慧芸 歯垢 口臭 で芸冨芸

QIO 口臭がある

Ql 歯肉 (歯ぐき)が,腫れることがある

Q6 歯の治療は,早めに受けるようにしている

Q16 歯科医院などで歯磨きの方法教えてもらったことがある

Q8 歯磨きを1日2回以上している

Q3 間食をよくする

Q7 歯肉から血が出ることがある

Q18 歯科医院で歯石を取ってもらったことがある

Q17 フッ素塗布を受けたことがある

Q5 かかりつけの歯医者さんはある

Q4 趣味がある
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外山ほか :｢高校生 歯 ･口腔の健康づくり得点｣の作成

NO. 氏名
高校生 歯･口腔の健康つくLl得点

7 JEl't間に答え占う
r捗い Jの場合捗AからEに.｢いいえ｣の場合捗FカーらJの全てに､誉れ誉れ○印をつけ乳

:.2点敬を承助きう

二1,･う歯 A刷 樹 十和 小計-(

･: ･co Bの小計-( )

･-､･歯肉
ノ 歯肉 Cの小計+Gのか計-(

:･･歯痛 的 111計+Hの柑 -(

･E3鹿 的LJt計=( )

･不正確合
･顎関節 EG)小計+Jの小計=(

3ゲラ7をかこう
各項白の合計点を記入L'てし-ターチャートを完成させきう｡轟でラインを雷<e:わか81やすいき｡

う歯

不正噴合
･顎関節

口臭

‥

.

::
.

.,

'.～
!
I
I

.
:I..;

記入例

二二

この調子 あとひ亡とがんEぎり がんばろう

う歯 75-20 8-14 〇一一7
CO 75-20 8-ー4 0-7

歯肉.歯肉 ー9-20 72-18 0-H
歯塙 75-20 70-74 0-9
E).良 20 0

CO

図1 ｢高校生 歯 ･口腔の健康づ くり得点｣
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点｣の作成は,高校生の歯科保健指導を含む学校歯科保

健教育に大きく支援するものとなると思われる.

これまでにも,生活習慣と歯 ･口腔の健康との関連に

ついて多くの研究報告があるか 27).小中学生や成人のた

めの生活習慣と口腔の健康についての報告や歯科保健指

導法は報告され28)29),生活習慣と歯 ･口腔の健康との関

連が認められている30㌧ 鈴木ら31)は,高校生は小学生と

比較して,健康意識や行動の低下がみられたが,健康意

識のある者は行動に積極的に取 り組んでおり,学校教育

や家庭における健康教育の重要性や保健行動を促すため

の動機付けが重要であると結論付けている.生涯を通じ

た生活習慣は高校生を含む青少年期に形成され,一度形

成されると変わることは容易でないため,多くの青少年

に働きかけることが可能な学校健康教育に寄せられる社

会の期待は大きい32).
McDowellら33)は生活習慣を含めた健康測定法として,

①目的にあったものであるか,(参質間数が適切で健康度

の水準が識別できるか,③測定法の理論が明確であるか,

(む実施方法が簡単であるか,⑤スコアや記入法が明確で

あるか,⑥スクリーニング法として適切か,⑦その方法

の信患性と妥当性にエビデンスがあるかが必要であると

述べている.本研究では,エビデンスのあるチェックリ

ス トの得点を得るために多変量解析を用いた.

英国では,学校歯科検診の治療診断基準 (学校スク

リーニングプログラム)の指標はすでに開発されてい

る34)が,筆者らの構想する歯 ･口腔のセルフチェック票

は,先に述べた各務ら王6)の小学生 ･中学生向けの健康づ

くり票のみで,その他は,経験的な観点から作成されて

応用しているものが多 く,日本ではほとんどなく35),と

りわけ高校生のためのセルフチェック票については全 く

ない.

小学生 ･中学生 ･高校生 ･成人では,心身の発達段階

の違いから,歯 ･口腔の発達や個々の生活習慣も各発達

段階で違ってくる.そのため,それぞれの年代に応じた

生活習慣パターンをとらえたものを作成し用いるのが,

適切な健康づ くりを行う上で必要であると考えた.しか

し,経過を追いながらその変化を捉えることも大切であ

ると考えられ,本チェック票は高校の3年間にわたり使

用することが理想であると考える.

例えば,Myklebustら36)は,ノルウェーにおいて,食

生活とう蝕の関連について述べている.ここ10年間で若

者の食生活,特にジュースや炭酸飲料の摂取が増加し,

果物の摂取が減少したとが,う蝕増加の原因としている.

ここでは,ジュースや炭酸飲料の摂取が若者のう蝕の直

接原因としているが,健康に直接関係する要因のみを調

査するのではなく,その背後にある生活習慣との関係を

明らかにすることは健康づくりのための改善の方法を示

すことを可能にすると考える7).歯や口腔の健康状態は

全身の健康にも関連する生活習慣を含んでおり,食生活

や喫煙,ス トレス,口腔衛生などは,WHOが提唱す

学校保健研究 JpnJSchooIH ealth49;2007

る37)38)全身の健康におよぼす危険因子であると同時に,

歯 ･口腔の健康にも該当するものであると考えられる.

そのため,本研究における質問項目は,歯ぐきの腫れや

出血,歯磨き習慣,口臭など実際の歯や口腔の状態や習

慣を尋ねるものだけでなく,間食などの食生活習慣や趣

味などの生活習慣,歯の治療は早めに受けるようにして

いるかなどの意思決定に関する行動習慣などを含んでい

る.このことは,歯や口腔の健康を保つためには,生活

習慣が関係していることを示唆するものである.

今回得点を作成するためにロジスティック回帰分析を

用いて,高校生の歯と口腔の健康に関連があると思われ

る,う歯,CO,歯肉 ･歯周,歯垢,不正校合 ･顎関節,

口臭の6項目を取り上げ,それぞれの自覚症状や生活習

慣の影響の大きさを求めた.この回帰式は自覚できる歯

や口腔の健康状態,生活習慣により,歯や口腔内に起き

ている健康問題の危険性を予測できるものである考える.

例えば,｢歯肉が腫れる｣｢歯肉が出血する｣｢口臭が

ある｣などの自覚症状を,セルフチェック票で改めて自

己確認し,自己評価することにより,生活習慣改善の糸

口となりうる.これらの結果は,視覚的にもわかりやす

い,六角形のレーダーチャー トで表現される点も,効果

をより高める要因になりうると考える.

さらに,本指標に過年度の結果をあらかじめ入力した

ものを配布し,色を変えてチェックを行えば,高校3年

間継続して使用することが可能であり,生徒自身が生活

習慣における3年間の変化を確認し,改善していく過程

を知ることができる.

本指標が準ずる成人用については,愛知県の健康日本

21の指標として,すでに保健所や地域で広く活用されて

いる.また,本指標が準ずる小中学生用については,各

務ら18)の論文が本誌に掲載されてお り,実際に活用され,

教育上有効な支援材料となっている.高校生用の本指標

ち,すでに愛知県の数枚で3年間継続して活用されてい

る.担任がホームルームの時間を利用して,本指標で歯

科保健指導を実践した.養護教諭などの保健の専門家だ

けでなく,担任などの一般教諭でも, 歯科保健教育に安

心して取 り組むことができることがわかった.以上の結

果から,｢高校生 歯 ･口腔の健康づ くり得点｣は,安

心して活用していただけるものであると考える.高校の

教育では,歯科保健指導が不活発なため,高校生用の指

標を作ることにより,誰もが実践しやすくなり歯科保健

教育の活性化を促すと思われる.ただし,本チェック票

は,学力及び生活環境共に平均的な公立高校のデータを

サンプルとして作成してはいるが,今後の社会や疾病構

造の変化に伴い,高校生の歯や口腔の健康問題や状態の

変化の影響を受けることが予測される.本チェック票を

用いた場合の効果の測定についても今後の課題としたい.

そのため,今後さらに検討対象を多くすることも視野に

入れて,研究を発展させていきたい.そのためにも今後

は,多くの高等学校で応用して,見直しをしていきたい
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と考える.
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会 報 平成19年度 第 1回日本学校保健学会理事会議事録
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日 時 :平成19年4月 1日(日) 14:00-17:30

場 所 :愛知学院大学歯学部附属病院 商館 7階第1会議室

出席者 :賛成文彦 (理事長)･佐藤祐造 ･数見隆生 ･絵本健治 ･照屋博行 (常任理事)･天野敦子 ･家田重晴 ･石川哲

也 ･石原昌江 ･岡田加奈子 ･鎌田尚子 ･後藤ひとみ ･佐藤 理 ･住田 実 ･武田最太郎 ･津村直子 ･中川秀

昭 ･中安紀美子 ･三木とみ子 ･宮尾 克 ･宮下和久 ･村松常司 ･森岡郁晴 ･横田正義 (理事)･出井美智子

(監事)･高橋浩之 ･瀧揮利行 ･和唐正勝 (委任状)･大沢 功 (書記)･鈴江 毅 ･図本政子 (事務局)

理事長挨拶

･会議に先立ち,賛成理事長より挨拶があった.

議事録確認

･前回 (平成18年度第4回理事会)理事会の議事録の確認を行い,役員選挙についての議事録を一部修正すること

となった (著名人 :宮下和久,村松常司).

議事録著名人の指名

･今回 (平成19年度第 1回理事会)の議事録著名人として,森岡郁晴理事と横田正義理事の2名が指名された.

報告事項

1.庶務関係

･佐藤常任理事より,役員選挙,名誉会員の推薦,ホームページの修正について報告があった.

･鈴江事務局長より,学会員名簿の進捗状況について報告があった.平成19年度第 1号の ｢学校保健研究｣に同

封を予定している.

2.学会活動関係

･数見常任理事より,配布資料に基づき,｢学会賞｣｢学会奨励賞｣等についての報告があった.

3.編集関係

･松本常任理事より ｢学校保健研究｣の編集状況についての説明があった.平成17年度投稿の55編の論文につい

ては全論文の処理が終了した.平成18年度投稿の39編については20編の査読が進行中である.平成19年度の第

1号は4月20日発行予定で編集が進行中である.

4.国際交流関係

･照屋常任理事より国際交流活動の状況と学会英文誌 ｢SchooIHealth｣の編集状況についての報告があった.

5.その他

･鈴江事務局長より,平成19年4月1日時点での学会会員数が報告された (個人会員1,879,団体会員224,名誉

会員25,計2,128).

審議事項

1.役員選挙について

･佐藤常任理事 (庶務担当)より,今年度の役員選挙の概要について説明があり,続けて選挙管理委員 3名の選

出を以下のように実施した.

･選挙管理委員の選出方法は,候補者として8地区より推薦された7名の被推薦者 (北陸は辞退)の中から,理

事会に出席している理事による3名連記による無記名投票の結果の上位 3名とすることとなり投票が行われた.

･出井監事の立ち会いの下で開票が行われ,瀧揮利之 (関東地区),近森けいこ (東海地区),石川哲也 (近汲地

区)の3名が選出された.

･選出された選挙管理委員に対しては,4月20日発行の ｢学校保健研究｣第49巻 1号に役員選挙公示の掲載が間

に合うように選挙管理委員会を発足させる必要があることを事務局から連絡することとなった.なお,今年度

は年次学会の開催時期が早いため,投票は6月16日頃を締切とすることを確認した.

2.第54回日本学校保健学会総会 (平成19年度 市川)について

･大津年次学会長が欠席のため,鈴江事務局長から説明があった.つづけて年次学会役員の岡田理事より追加説

明があった.

3.第55回日本学校保健学会総会 (平成20年度 名古屋)について

･村桧年次学会長より,日程と場所等につき簡単な紹介があった.

4.機関誌 ｢学校保健研究｣投稿規定の改定について
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･松本常任理事 (編集委員長)と森岡理事 (編集委員)より,A4判変更に伴う投稿規定の改定が資料に基づき

提案され承認された.

5.韓国学校保健学会との学術交流について

･石川理事より韓国学校保健学会長から日本学校保健学会との学術交流を希望する旨の話があったことが紹介さ

れた.

･今後の学術交流方法については,国際交流委員会で検討することとなった.

6.会務執行体制について

･賛成理事長より資料に基づいて現在の体制の問題点,検討事項,新体制の原案等についての説明があり,体制

の変更を9月の総会に提案したいという今後の予定が示された.

･この賛成案に対して理事会終了時間まで協議が行われた.

次回理事会予定 :平成19年5月27日(日) 14時より 愛知学院大学歯学部附属病院
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会 報 第54回日本学校保健学会開催のご案内 (第5報)
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監開催要項ヨ

学会長 大津 一義

副学会長 高橋 浩之

i.期 日 2007年9月14日(磨)､15日 (士)､16日 (日)

2.会 場 和洋女子大学

〒27218533 千葉県市川市国府台2甘1

3.主 催 日本学校保健学会

4.共 催 千葉県学校保健学会

5.後 援 文部科学省､千葉県､日本医師会､日本歯科医師会､日本学校歯科医会､日本薬剤師会､ 日

本看護協会､日本栄養士会､日本学校保健会､全国養護教諭連絡協議会､新潟県教育委員会､

茨城県教育委員会､埼玉県教育委員会､神奈川県教育委員会､千葉県教育委員会､千葉県医

師会､千葉県歯科医師会､千葉県学校薬剤師会､千葉県看護協会､千葉県栄養士会､千葉県

養護教諭会､千葉県歯科衛生士会､千葉県学校保健会､ちば県民保健予防財団､市川市､市

川市教育委員会､市川市医師会

6.メインテーマ

｢ヘルシースクールの推進一学校 ･家庭 ･地域との連携-｣

7.学会参加費等

1)当日参加 :会 員 9,000円 (講演集代込)

非会員 5,000円 (講演集代込)

学 生 1,500円 (講演集は希望者のみに販売 :1冊3,000円)

2)講演集代のみ 3,000円 (郵送の場合は,別途 500円が必要です)

3)懇親会費 7,000円

8.参加者の受付等について (図参照)

1)一般的事項

･受付は､9月 15日 (土)は午前 8:15より､16日 (日)は午前 8:30より､東館1階エン トランスでおこな

います｡

学会関連資料をお渡ししますので､事前参加登録をした方も､当日参加の方も必ず受付をおこなってください｡

･会場内では､必ず参加証 (名札)をお付けください｡

･弁当を事前予約された方

東館1階エン トランスの ｢弁当受付｣にて引換券をお受け取り下さい｡

*事前予約はホームページhttp://wwwl.sakura.juntendo.acjp/54sh/ 上で8月31日までおこなっています

ので至急お申込み下さい｡

･ランチョンセミナーを事前予約された方

東館 1階エン トランスの ｢ランチョンセ ミナー受付｣にて引換券をお受け取 り下さいO

*事前予約はホームページhttp://wwwl.sakWa.juntendo.ac.jp/54sh/ 上で8月31日まで行っていますので

至急お申込み下さい｡
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･ラウンドテーブル ･ワークショップ参加希望の方

東館1階エントランスの ｢ラウンドテーブル ･ワークショップ受付｣にて､ご希望の演題の整理券をお受け

取り下さい｡

･USE･教材提示装置使用の方

発表の1時間前までに､必ず各自で不具合等の調整をD会場 (西館 1-3:USBチェックのみ)､ Ⅰ会場 (西

館2-5)､N会場 (東館5-4)にておこなってください｡

2)事前参加登録の方-

東館1階エントランスの ｢事前登録受付｣にてお名前と所属をご確認され､講演集 (事前送付を希望されな

かった方)と年次学会関連資料､参加証 (名札)をお受け取りください｡

3)当日参加の方-

東館1階エントランスの ｢当日受付｣にて､必要事項 (お名前､所属等)を記入の上､参加費を納め､講演

集と年次学会関連資料､参加証 (名札)をお受け取りください｡

東館1階エントランス 受付区分のご案内

9.演者 d座長 .フアシリチーターの受付

ご来場の際､東館1階エントランスの ｢演者 ･座長 ･フアシリテ一夕-受付｣にて受付を済まされ､当日の

担当会場に30分前までに来ていただき ｢各会場受付｣にて受付の確認をお願いします｡

10.懇親会 (9月15日土､18:30-20:30､商館1階学生食堂)

懇親会の受付は人数に余裕があれば当日も行いますので､東館1階エントランス ｢懇親会受付｣でお申し込

みください｡

ll.役員会 ･給金

日本学校保健学会 常任理事会 9月14日 (金)10:00-12:00 U会場 (南館9階大会議室)

日本学校保健学会 理事会 9月 14日 (金)13:00-15:00 U会場 (南館9階大会議室)

日本学校保健学会 評議員会 9月 14日 (金)15:00-17:00 U会場 (商館9階大会議室)

日本学校保健学会 総会 9月 15日 (土)14:00-15:00 A会場 (西館 1-4)

7
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00-18:00 U会場 (南館9階大会議室)

15-13:00 E会場 (西館2-1)

15-13:00 F会場 (西館2-2)

15-13:00 G会場 (西館2-3)
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13.関連行事

教員養成系大学保健協議会 9月 14日 (金)9:00-15:00 F会場 (西館2-2)

日本教育大学協会全国養護部門 理事会 9月14日 (金) 9:00- 9:50 市川グランドホテル

総 会 9月14日 (金) 10:00-12:00 市川グランドホテル

14.機器 ･審籍 ･千葉県物産等展示､飲料サービス等

9月15日 (土)および9月 16日 (日)に商館1階学生食堂にて行います｡

15.会場に関る留意点 (禁煙､車､クローク)

･学会期間中､本学会会場は全面禁煙で+o

･車でのご来場はできません｡

･クロークは設けてありません｡

16.呼び出し

会場内の呼び出しは行いませんのでご了承下さい｡東館1階エントランスに連絡版を用意しますのでご利用

ください

17.学会本静-D会場 (西館1-3)です｡

18.ご来賓 暮夜農 す爵醇捜喜一D会場 (西館 1-3)です｡

19.俸憩所-1 会場 (西館2-5)､N会場 (東館5-4)､Q会場 (商館1階学生食堂)です｡

20.救護喜一混会場 (商館石井研究室)です｡

21.昼食-商館 1階の学生食堂でおとりください｡

22.宿泊 ･交通等

年次学会事務局では救いません｡いずれもJTB東京第3事業部に委託しています｡

担当者 ;大江卓也､TELO3･5476･7844 FAX03-5476･7870

23.日本学校保健学会入会手続き

学会期間中､｢日本学校保健学会受付｣が東館1階エントランスに設置されますので､学会入会､学会費納

入などの諸手続き.が可能です｡
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監一般口演､ポスターセッション､ラウンドテーブルディスカッションの発表者へのご案内】

1.一般口演

09月 15日 (土)､16日 (日)の両日共､午前午後に行います｡

①9月 15日 (土) 9:35-13:00

②9月15日 (土) 15:15-17:20

③9月 16日 (日) 10:05-12:10

④9月 16日 (日) 13:10-14:10

(会場によって終了時間が若干異なります)

○プログラム及び講演要旨には以下のように演題番号が付されています｡

選 且 風 - 』 ◎詔
口演 1日日 午後 会場名 発表番号

(15日)

○発表は全て東館で行います ;4階のL (東 4-1)､5階のM (東 5-1)､6階の0 (東6-1)及びP (東 6-2)

○発表時間は1演題につき10分､討議時間5分 (計 15分)ですので､厳守してください｡

○当日の発表 30分前までに､各会場の受付で発表の受付を済ませておいて下さい｡

○配布資料のある場合は､事前に50部を各会場の受付までお持ち下さい｡

○資料のコピー､印刷等は学会本部では致しかねますのでご了承下さい｡

2.ポスターセッション

09月15日 (土)､16日 (日)両日共に午前のみで行います｡

○プログラム及び講演要旨には以下のように演題番号が付されています｡

旦 旦 旦 - 旦 旦遇
2日目 午 前 会場名 発表番号

(16日) (ボード番号)

○発表 ･掲示は全て商館で行います ;8階のS (南8･1)､T (南8･2)

○掲示後に討議時間を置き､座長の進行の下､1演題につき発表時間6分 ･討議時間4分で行います｡発表

者は予定されている討議時間には必ず会場にいてください｡

○ポスターの貼り付け､発表､討議､掲示､取り外しの時間帯は次に示すとおりですので､時間厳守でお願

いします｡

9月 15日 (士) 9月 16日 (日)

貼 付 8:30- 9:30 9:30-10:00

発表 .討儀 9:35-10:15 10:05-10:45

掲 示 10:15-ll:00 10:45-ll:30

取り外し ll:00-ll:30 ll:30-12:00

備考 :9月15日 (土)の午後､15:15-17:00の間は､翌日16日 (日)の発表のた

めのポスターの貼付が可能です｡
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○ポスター掲示の要領等

･パネル左上に予めパネル番号 (例 【08】)と演題番号 (例Pla-S25)が表示されていますので､該当する

パネルに掲示してください｡

･パネルの大きさは縦 180cmX横 120cmです｡

･パネルの右上に発表内容とは別に演題名､発表者名とその所属を記入したものを貼って下さい｡

･ポスターの内容は演題名､発表者名も含めて､全てパネルに収めて下さい｡

･掲示用のピン､画鋲 (マグネット､セロ-ンテープは不可)は各自でご用意下さい｡

一 ･････ 120cm ････････→

レ<ネル.演題番 【演題名 発表音名!

3.ラウンドテーブルディスカッション

09月15日 (士)､16日 (日)両日､午前午後行われます｡

○発表は全て西館で行います ;2階のE (西2･1)､F (西2･2)､G (西2･3)､3階のJ (西3･1)､K (西

3･2)

なお､同一時間帯に複数の会場で発表が行われることもありますので､会場をお間違えにならないように

ご注意下さい｡

○発表時間は1演題 1時間です｡フアシリテ一夕-の進行の下､発表者と参加者がテーマに即して自由に意

見交換をする対話重視の発表方式です｡対話を重視しますので､パワーポイントや教材提示装置､スライ

ド等の使用は極力避けて､配布資料を使うようにして下さい｡

【パワーポイント､教材提示装置の使用について】

一般口演の外､市民公開講座､学会長講演､シンポジウム､教育講演､ワークショップ､ランチョンセミナー､

学会フォーラム､学会賞 ･学会奨励賞受賞講演ではパワーポイント及び教材提示装置を使用できます｡(ポスタ

ーセッションでは使用できません｡)

パワーポイントはバージョン2007を用意していますが､2000､2003でも不都合はありません｡U

SBメモリーに保存してご持参下さvlo但し､使用頻度の多いものは磨耗して接続がうまくゆかない場合があり

ますので､新しいものに保存し直してご持参下さい｡なお､学会当日は事前鋳行室 (D､H､N会場)が用意さ

れていますので､各自の責任において､接続の不具合等についての事前チェックを必ずしておいて下さい｡
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匿年次学会事務局案内遜

1.全般的事項の問い合わせ

〒270-1695 千葉県印施郡印藤村平賀学園台 1･1

順天堂大学 健康教育学研究室

第54回日本学校保健学会事務局

TEL:0476･98･1001(内線378:大津一義､379:山田浩平 )FAX:0476･98･1035

E-mad:ohtS@sakurajuntendo.ac.jp 54sh@sakura.juntendo.ac.jp

2.原稿及び講演集関係

〒263･0021 千葉県千葉市稲毛区轟町3･59･5

千葉経済大学

第54回日本学校保健学会事務局 (事務局長 桃崎-政)

TEI.･FAX:043･253･9867

E･mai1:momozaki@cku.acjp

3.学会参加登録 ･参加費の納入等の問い合わせ

〒263･8522 千葉市稲毛区弥生町 1-33

千葉大学 教育学部

塩田瑠美

FAX:043-290-2638

4.学会期間中の案内

①年次学会期間中の連絡先 :和洋女子大学 石井荘子研究室

TEL:047-37 1･2198

②年次学会本部 :D会場 (西館 1-3)
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⑳交通案内図

三重:.:票語F･r::l二

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

⑳会場案内図

○会場全体図

闘JR総武線快速 (東京

駅から20分),JR中

央線 (新宿駅から30

分):市川駅下車-

京成バス 10分 :北口

1番 松戸駅 ･松戸

車 庫 行 真 間 山下

(和洋女子大学正門

前)下車,160円

*タクシー利用の場

合は ｢和洋女子高校

正門前｣下車,12-
13分程度､1,200円

前後

因京成線 国府台駅下

車 (京成上野駅から

30分)-徒歩 10分

匿JR 常磐線 松戸駅

下車-

京成バス20分 :西口

3番 市川駅行 ｢和

洋女子大前 (和洋女

子高校前)｣下車,280
円

*会場には駐車場の

用意はありません.

車でのご来場はご遠

慮ください.

/体育館 講堂テニスコート÷ 宮

○

大学門正 □ □ □
r ~~~~~
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0西館

1F A､B､C:学会長講漬､教育講演､シンポジウム､その他

D:学会本部､来賓･講師控え室､uSBチェック

l l ∴ ∵

贋 B(._1) C(ト2) D(.-3, t i. wc%WC A(1-4) 蔓菰
切C♂

雪 上 蒜可 エントラ- ル 毒

2F E､F､G:ラウンドテーブル､ワークショップ H:教育講演 王=演者控え室､uSB,提示装置チェック､休憩室

3F J､K:ラウンドテーブル､ワークショップ

巨嘩選Ii】】U ｡通路ー J(3-1) 十一十暇t.群bEVホールfl鎌PS i tL侍F呈

○○煙突 K(3-1) EPS PS.Dsト腎E 泉階段 }-ー〔トYC
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○東館

1F エントランス:受付

5F M:一般口演

N:演者控え室､usB･提示装置チェック､休憩室

4F L:一般口演

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

----1
蔓
≧

6F o､P:一般口演

0(6-1) 葦P(612)
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0商館

1F Q:懇親会会場

8F s､T:ポスターセッション
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lL:､?:二工㌣千､.工

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

【市民公開講座】

9月 14日 (金) 14:00-15:30 A (西 1･4)･B (西1･1)｡C (西 1･2)会場

Ⅰ.もし､目の前で人が倒れたら･･･AEDってなに?

講演者 :清水 直樹 (国立成育医療センター)

座 長 :杉田 克生 (千葉大学教育学部)

9月 14日 (金) 15:35-17:05 A (西 1･4)･B (西 1･1)･C (西 1･2)会場

Ⅱ.今の子どもが見えていますか

講演者 :明石 要一 (千葉大学教育学部)

座 長 :高橋 浩之 (千葉大学)

9月 14日 (金) 17:10-19:10 F (西2-2)会場

Ⅲ.第7回子どもの防煙研究会 rみんなでタバコから子どもたちを守ろう｣

座 長 :加治 正行 (静岡市保健衛生部)

○発表者

(D県の委託事業､小中学の喫煙防止出前教室を終えて

中久木一乗 (船橋市 ･中久木歯科医院､タバコ問題を考える会)

②学校医としての防煙教育の実践

岩田 祥吾 (静岡県小山町 ･南寿堂医院院長)

③防煙教育の取り組みが進まない学校現場の実態

小泉 昇 (元 ･市川市議会議員)

④市川市の健康都市推進における喫煙対策

内山 伸子 (市川市企画部WHO健康都市推進担当)

【学会長講演】

9月 15日 (土) 9:00-9:30 A (西 1-4)･B (西 1･1)･C (西 1･2)会場

生き生きスクールの推進

講演者 :大津 一義 ()幌天堂大学)

座 長 :村松 常司 (愛知教育大学)

【シンポジウム1】

9月 15日 (土) 10:40-12:50 A (西1･4)･B (西 1･1)･C (西 1-2)会場

ヘルシースクールー世界の潮流一

座 長 :衛藤 隆 (東京大学)､

荒木田美香子 (大阪大学)

○基調講演

-ルシースクール､-ルスプロモーティングスクール､世界の潮流

衛藤 隆 (東京大学)

○シンポジスト

1)改訂版NationalHealthEducationStandardsからみたアメリカ合衆国の学校保健の動向

渡追 正樹 (東京学芸大学)

2)イギリスにおける ｢-ルシースクール｣の動向

植田 誠治 (聖心女子大学)
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3) ドイツにおける ｢ノVレシースクール ｣の動向

面滞 和子 (弘前大学教育学部)

4)韓国の-ルスプロモーションとHealthI)romotingSchoolの動向

南 銀祐 (NamEunWoo)(延世大学)

5)台湾における-ルシースクールの動向

照屋 博行 (福岡教育大学)

【シンポジウム2】

9月 15日 (土) 15:05-17:15 A (西1･4)･B (西1･1)･C (西1･2)会場

ヘルシースクールにおけるネットワークづくり一地域 .学校 ･家庭の連携一

座 長 :武見ゆかり (女子栄養大学)

星 旦二 (首都大学東京)

○基調講演

-ルシースクールにおけるネットワークづくりとその意義- ｢食｣を中心とした取り組みを

例に-

武見ゆかり (女子栄養大学 ･大学院)

○シンポジス ト

1)子どもから家庭-発信する ｢健康な食生活｣を支援して

入山 八江 (新潟市保健所保健管理課栄養指導係)

2)市川市のWHO健康都市の取り組み

平野 係子 (市川市企画部健康都市連合国際大会事務局)

3)学校から発信するネットワークづくり

小松 良子 (江戸川区立鹿本小学校)

4)ネットワークづくりと連携をめぐる課題

朝倉 隆司 (東京学芸大学)

【シンポジウム3】

9月 16日 (日) 10:05-12:15 A (西 1･4)･B (西 1-1)･C (西 1･2)会場

ヘルシースクールを推進する嚢納

座 長 :三木とみ子 (女子栄養大学)

岡田加奈子 (千葉大学)

○基調講演

へ/レシースクールを推進する養護教諭の役割と必要な力

岡田加奈子 (千葉大学)

○シンポジス ト

1)ヘルシースクールを支える養護教諭の活動

河田 史宝 (茨城大学)

2)/〉レシースクールを推進する学校保健の運営について

森 英子 (愛知県西尾市立矢田小学校)

3)/〉レシースクールの担い手としての養護教諭の養成のあり方

高橋 香代 (岡山大学)

4)/Vレシースクールと学校保健経営

天笠 茂 (千葉大学)
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【教育講演1】

9月 15日 (土) 9:35-10:35 A (西 1-4)･B (西1･1)･C (西 1･2)会場

学力向上と豊かな入閣形成の育成を綬薬でどう英現するか

講演者 :中野 良顧 (NPO法人教育臨床研究機構)

座 長 :今関 豊- (文部科学省)

【教育講演2】

9月15日 (土) 9:35-10:35 H (西2-4)会場

特別支援教育とこれからの障害者自立支提一一一･教育と保健福祉の融合を目指して一

講演者 :吉川 武彦 (中部学院大学大学院)

座 長 :出原嘉代子 (習志野市立屋敷小学校)

【教育講演3】

9月 16日 (日) 9:00-10:00 A (西 1-4)･B (西1･1)･C (西 1-2)会場

性教育､今日的活路と指導法

講演者 :武田 敏 (千葉大学名誉教授)

座 長 :石川 哲也 (神戸大学)

【教育講演4】

9月 16日 (日) 9:00-10:00 H (西2･4)会場

いじめられた子を守る学校カウンセリング

講演者 :諸富 祥彦 (明治大学)

座 長 :近藤 卓 (東海大学)

【教育講演5】

9月 16日 (日) 13:10-14:10 A (西1-4)･B (西 1･1)･C (西 1-2)会場

楽しい授業づくり 駄no卿queStionをめぐる授業》と 伽 痕 nownquestionをめぐる授薬》

講演者 :佐久間勝彦 (千葉経済大学短期大学部)

座 長 :桃崎 一致 (千葉経済大学)

【教育講演6】

9月 16日 (日) 13:10-14:10 H (西2･4)会場

学校保健への食膏の導入

講演者 :坂本 元子 (和洋女子大学)

座 長 :木嶋 義郎 (千葉県栄養士会)

【ラウンドテーブルディスカッション】

9月 15日 (土) 10:50-ll:50 G (西2･3)会場

①いのちの教育の方法を考える～共有体験と自尊感情～

ファシリテ一夕一 〇近藤 卓 (東海大学)

股村 美里 (東京大学大学院)
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9月 15日 (土) ll:50-12:50 E (西2･1)会場

②陣がいのあるこどもの学校保健の進め方

フアシリテ一夕- 小樽山宗浩 (福島県立大笹生養護学校)

○半滞美穂子 (福島県立大笹生養護学校)

○山崎 康チ (福島県立大笹生養護学校)

9月 15日 (土) ll:50-12:50 F (西2･2)会場

③スポ-ツライフスキルの展開の仕方～スポーツマンシップを身につけるために～

フアシリテ一夕- 椎名 純代 (FIELDOFDREAMS)

○山羽 教文 (FIELDOFDREAMS)

大津 一義 (順天堂大学)

9月15日 (土) 15:15-16:15 G (西2･3)会場

④意志決定スキル形成のためのワークシー トづくり

1)｢心と健厳｣5年生の奥暁を通して

ファシリテ一夕- 出原嘉代子 (習志野市立屋敷小学校)

○植草 勲 (習志野市立屋敷小学校)

大津 一義 (順天堂大学)

2)rすくすく育てわたしの体｣4年生の保健学習を適して

フアシリテ一夕- 棚田 康夫 (船橋市立西海神小学校)

○野木 英表 (船橋市立西海神小学校)

近藤 康チ (船橋市立西海神小学校)

大津 一義 (順天堂大学)

9月 15日 (土) 15:55-16:55 F (西2-2)会場

⑤食育～その可能性と多聴種協働を探る～

フアシリテ一夕- 細井 陽子 (九州女子大学)

○宇佐見美佳 (東大阪大学短期大学)

○山口 幸伸 (豊ヶ岡学園)

9月 15日 (土) 17:00-18:00 E (西2･1)会場

⑥学齢期の子どもの身体活動が健康 ･体力 ･行動に与える効果

ファシリテ一夕- 佐竹 隆 (日本大学)

OR.M,Malina(テキサス大学名誉教授)

守山 正樹 (福岡大学)

出村 慎一 (金沢大学)

国土 将平 (鳥取大学)

岡安多香子 (北海道教育大学)

9月 15日 (土) 17:00-18:00 F (西2･2)会場

⑦-1)ヘルシースクールの展開～家庭､地域と共に歩む楽しい学校づくりをめざして～

フアシリテ一夕- 相川ちづ子 (市原市立白鳥小学校)

○林 正巳 (市原市立白鳥小学校)

○荒井裕見子 (市原市立白鳥小学校)

大津 一義 (順天堂大学)
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2)チームワークで築くヘルシースクール-家庭 .地域とともに喜びを分かち合う学校づくりをめ

ざして-

ファシリテ一夕- 板木 孝悦 (東京都渋谷区立長谷戸′J､学校)

○志野 治子 (東京都渋谷区立長谷戸′1､学校)

島崎 均 (東京都渋谷区立長谷戸小学校)

大津 一義 (順天堂大学)

9月 15日 (土) 17:00-18:00 G (西2･3)会場

⑧学校全体で行うヘルシースクール !一望ましい食習慣の推進をめざして-

フアシリテ一夕- 渡適 智子 (千葉県立衛生短期大学)

岩捌 信世 (市川市立第四中学校)

森永 晴美 (市川市教育委員会)

森 章子 (市川市立菅野小学校)

井出 伸枝 (市川市立大柏′J､学校)

9月 16日 (日) 10:05-ll:05 H (西2･4)会場

⑨北九州市の青少年における性感染症に対する脅威認識および性関連行動に関する調査

ファシリテ一夕一 〇松浦 賢長 (福岡県立大学看護学部)

細井 陽子 (九州女子大学)

吉田あや子 (西南女学院大学)

9月16日 (日) 11:05-12:05 E (西2･1)会場

⑩契煙と薬物乱用防止の取り組みについて

ファシリテ一夕一 〇畑中 範子 (千葉県学校薬剤師会)

麻生 忠男 (千葉県学校薬剤師会)

水野 茂 (千葉県学校薬剤師会)

深谷 桂子 (千葉県学校薬剤師会)

9月 16日 (日) 11:05-12:05 F (西2･2)会場

⑪学校歯科保健の未来 .学校と地域の連携を目指して

ファシリテ一夕一 〇藤平

岸田

中村

赤井

馬場

兼元

高峰

富山

有島

雅紀 (千葉県歯科医師会)

隆 (千葉県歯科医師会)

幸成 (千葉県歯科医師会)

淳二 (千葉県歯科医師会)

俊郎 (千葉県歯科医師会)

妙子 (千葉県歯科医師会)

朝彦 (千葉県歯科医師会)

雅廉 (千葉県歯科医師会)

常雄 (千葉県歯科医師会)

9月 16日 (日) 10:05-ll:05 J(西 3･1)会場

密学校 ･地域保健連携としての専門医派遣事業の推進をめぐって

ファシリテ一夕- 森本 浩司 (千葉県医師会)

中村 募入 (千葉市医師会)

佐藤 智子 (千葉市立稲毛高等学校)

武石 恭- (千葉市医師会)

鈴木かおり (千葉市医師会)

石山 裕一 (千葉市医師会)

本間 誠 (千葉市医師会)
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小林 章弘 (千葉市医師会)

西林 聴武 (千葉市医師会)

鍋島 和夫 (千葉市医師会)

小松 健祐 (千葉市医師会)

今野 貞夫 (干葉市医師会)

志村 宗生 (千葉市医師会)

三浦 敬子 (千葉市医師会)

本田 英義 (千葉市医師会)

諏訪部 博 (千葉市医師会)

細山 公子 (千葉市医師会)

神田 敬 (千葉市医師会)

9月 16日 (日) 10:05-ll:05 K (西3･2)会場

⑬助産師教員と助産師学生による中学生のへの思春期教育の取り組み｣学校との効果的な連携

ファシリテ一夕一 大滞 豊子 (千葉県医療技術大学校)

○森田 桂子 (千葉県医療技術大学校)

9月 16日 (日) 15:00-16:00 J (西3･1)会場

⑭人間力育成教育プログラムの展開一一一必修科目 rソーシャルスキル トレーニング｣の実践を踏ま

えて

フアシリテ一夕一 〇河野 奈美 (尾道高等学校)

宮地 達也 (尾道高等学校)

大津 一義 (順天堂大学)

【ワークショップ】

9月 15日 (土) ll:30-13:00 J(西3-1)会場

①ヘルスカウンセリングの事例検討のすすめ方-ヘルスカウンセリング研究会におけるケーススタ

ディを通して-

フアシリテ一夕- 斎藤 裕子 (市原市湿津中学校)

玉川 清美 (君津市立周西小学校)

本多 英子 (-ル スカウンセリング研究会)

出原嘉代子 (習志野市立屋敷小学校)

延原 幸子 (印謄村立いには野小学校)

/J､谷美知子 (四街道市立千代田中学校)

荒井裕見子 (市原市立白鳥小学校)

中西 規 (市川市教育委員会)

9月15日 (土) ll:30-13:00 K (西3-2)会場

②生活習慣改善計画能力育成のためのワークシー トづくり～プリシー ド･プロシー ドモデルに

基づいて～

フアシリテ一夕- 黒崎 宏一

荒井裕見子

白石 孝久

出原嘉代子

延原 幸子

山田 浩平

黒崎 愛美

大津 一義

(船橋市立中野木小学校)

(市原市立白鳥小学校)

(新宿区立市谷小学校)

(習志野市立屋敷小学校)

(印謄村立いには野小学校)

(順天堂大学)

(千葉大学)

(順天堂大学)
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9月 15日 (土) 15:30-17:00 J (西3-1)会場

③ピア uサポー トによる学校づくり

ファシリテ一夕- 牧野 昌美 (NPO法人教育臨床研究機構)

鈴木 淳子 (千葉県白井市立大山口小学校)

9月 15日 (土) 15:30-17:00 K (西3･2)会場

④アー トコミュニケーション｢児童生徒との新たなる対話手段としてのアー トー

ファシリテ一夕- 加藤 修 (千葉大学)

野村 純 (千葉大学)

野崎とも子 (千葉大学)

花環 寿 (千葉大学)

塩田 瑠美 (千葉大学)

9月 16日 (日) 13:35-15:05 E (西211)会場

⑤養護教諭のためのフィジカルアセスメントの薬際

ファシリテ一夕- 三村由香里 (岡山大学教育学部)

葛西 敦子 (弘前大学教育学部)

松枝 睦美 (岡山大学教育学部)

佐藤 伸子 (熊本大学教育学部)

9月16日 (日) 13:35-15:05 F (西2･2) 会場

⑥国際学校保健協力の 方法をめぐって～世界は｢学校保健｣を求めている～

ファシリテ一夕- 佐川 哲代 (金沢大学)

笠井 直美 (新潟大学)

国士 将平 (鳥取大学)

中野 貴博 (名古屋学院大学)

小磯 透 (国際武道大学)

鈴木 和弘 (国際武道大学)

大滞 清二 (大妻女子大学)

9月 16日 (日) 15:10-16:40 E (西2･1)会場

⑦健康教育の専門と実践者に求められる力量とは

フアシリテ一夕- 鎌田 尚子 (女子栄養大学)

1)-ルスプロモーションの観念と生涯生きる力としての-ル スリテラシーに応えて

鎌田 尚子 (女子栄養大学)

2)健喪格差社会の到来と-ルスリテラシーの必要性

鈴木 紀秀 (㈱NTTデータ経営研究所)

3)｢学校現場から｣-実践健康教育士に期待するもの

三浦佐智子 (八王子市立七国小学校)

4)実践健康教育士養成のための講座から得たこと

中下 富子 (埼玉大学)

5)障害児教育の現場から-地域ネットワーク形成を目指して

野田 智子 (淑徳幼児教育専門学校)

6)実践健康教育士養成のための講座から得たこと

平尾みどり (女子栄養大学)



学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

9月 16日 (日) 15:10-16:40 F (西2･2)会場

⑧栄養教育の教材づくり一睡鹿的自己管理能力を身につけるために-

フアシリテ一夕- 上野 洋子 (千葉県立野田特別支援学校)

竹蓋 幸子 (栗源学校給食センター)

上野 久子 (松戸市立栗ケ沢小学校)

町山 恵子 (八街市学校給食センター)

岩島由美子 (船橋市立海神中学校)

一色 初江 (松戸市立中部小学校)

柳田 美子 (順天堂大学)

9月 16日 (日) 15:10-16:40 G (西2-3)会場

⑨ライフスタイルの改善を図る体力向上実践をめぐって～学校 ･地域 ･家庭の連携による取り組み～

ファシリテ一夕- 鈴木 和弘 (国際武道大学)

小磯 透 (国際武道大学)

山口 恵子 (いすみ市長者小学校)

【ランチョンセミナー】

9月15日 (土) 12:55-13:55 A (西 1･4)･B (西 111)･C (西 1･2)会場

小児の身絡及び神経学的発達について

講演者 新島 新一 (順天堂大学医学部附属練馬病院小児科)

座 長 渡部 幹夫 (順天堂大学 医療看護学部)

【学会フォーラム】

9月 16日 (日) 14:15-15:45 A (西 1-4)会場

子ども ･青年の未来の健康と発達を考える 一研究方法の観点からI

座 長 瀧滞 利行 (茨城大学教育学部)

○基調講演

学校保健の研究方法とその学会間交流における意義と課題

瀧滞 利行 (茨城大学教育学部)

○講演者

1)疫学的研究 ･調査的研究の立場から

高倉 実 (琉球大学医学部)

2)質的研究で耕す養護教諭の専門性

秋葉 昌樹 (龍谷大学文学部)

3)授業研究における全体論的アプローチの必要性-経験主義的授業研究の観点から一

藤井 千春 (早稲田大学教育学部 ･総合科学学術琵)
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【日本学校保健学会学会賞･学会奨励賞受賞講演】

9月 16日 (日) F (西2･2)会場

座 長 :賛成 文彦 (香川大学)

⑳学会発受霧爵演 9:00-9:30

日本の高較生における危険行動の実態および危険行動間の関連

一日本青少年危険行動調査2001年の結果一

講演者 :○野津有司 (筑波大学大学院)､渡追正樹 (東京学芸青学)､渡部基

(北海道教育大学)､下村義夫 (上越教育大学)､市村囲夫 (熊本

大学)､荒川長巳 (島根大学保健管理センター)､久保元芳 (筑波

大学大学院)､佐藤幸 (筑波大学大学院)､上原千恵 (筑波大学大

学院)､柴田宣之 (筑波大学大学院)､国吉恵一 (千葉県立船橋法

典高等学校)､藤山博英 (タスマニア大学)

⑳学会奨励霧受蔑講演 9:30-10:00

小児肥満指標 (村田,ローレル,BM I)を用いた子どもの動脈硬化のスクリーニング法に関す

研究

講演者 :松本美紀 (愛媛大学大学院理工学研究科)
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【一般口演】

9月15日 (土) 午前の部 9:35-13:00

L (東4-1)会場
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【原理 ･歴史〕 9:35-10:35

座長 :野村 良和 (筑波大学)

七木田文彦 (埼玉大学)

Kla-LOl戦前期岡山市における ｢養護訓導｣について

○河内信子 (岡山大学教育学部)

K18-LO2戦時下文部省体育局の学校衛生政策

〇七木田文彦 (埼玉大学教育学部)

Kla-LO3府県の学校衛生史に関する検討 (4)

○高橋裕子 (愛知教育大学)

Kla-LO4健康教育のカリキュラムの改善､開発に向けて-SHES等からの学びを一

〇内山源 (茨城女子短期大学)

〔疾病予防 ･管理〕 10:40-ll:40

座長 :大沢 功 (愛知学院大学)

中安紀美子 (徳島大学)

Kla-LO5愛知県立高校1年生4万人の心臓検診の有用性について

○木村英司 (愛知県学校保健健診協議会､名古屋公衆衛生研究所)､深津満 (愛知県学

校保健健診協議会)､伊藤寿高 (愛知県学校保健健診協議会)､稲石友彦 (愛知県学校保

健健診協議会)､関正己 (愛知県学校保健健診協議会)､伊藤求 (愛知県教育委員会)､

長島正賓 (愛知県医師会学校保健部会学校保健委員会)､経緯雅明 (愛知県医師会学校

保健部会学校保健委員会)､小栗貴美子 (愛知県医師会)､稲坂博 (愛知県学校保健健診

協議会)､志賀捷浩 (愛知県医師会)

Kla-LO6若年者における血中アディポネクチン濃度と肥満およびメタポリツク症候群との関連

○宮井信行 (大阪教育大学)､後和美朝 (大阪国際大学)､前島幸 (和歌山県立医科大学

医学部衛生学教室)､吾益光一 (和歌山県立医科大学医学部衛生学教室)､北口和美 (大

阪教育大学)､五十嵐裕子 (元神戸大学発達科学部附属明石中学校)､白石龍生 (大阪数

育大学)､ 森岡郁暗 (和歌山県立医科大学保健看護学部)､有田幹雄 (和歌山県立医科

大学保健看護学部)､宮下和久 (和歌山県立医科大学医学部衛生学教室)､武田最太郎 (和

歌山県立医科大学医学部衛生学教室)

Kla-LO7養護教諭の慢性疾患をもつ子どもへの支援に関する因果的構造モデルの構築

○葛西敦子 (弘前大学教育学部)､伊藤武樹 (弘前大学教育学部)

Kla-PO8児童生徒の栄養評価/肥満度判定法5種の比較～小･中学生に分かりやすいBM I標準域曲線

の作成～

○伊藤悦子 (千葉県茂原市立二宮小学校)､常澄裕美 (千葉県長生郡睦沢町立睦沢中学

校)､加藤愛子 (千葉県長生郡睦沢町立土睦小学校)､正見こずえ (京都文教大学)
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〔疾病予防 ･管理〕 ll:45-12:45

座長 :中川 秀昭 (金沢大学)

笠井 直美 (新潟大学)

Kla-LO9安静時エネルギー消費量測定にもとづいた肥満予防教育の実践

○西揮佐織 (千葉大学教育学部養護教育)､杉田克生 (千葉大学教育学部養護教育)､野

崎とも子 (千葉大学教育学部養護教育)､石井一葉 (千葉大学教育学部附属中学校)､

Kla-LIOニキビがみられる児童生徒のQOLと学校生活

○福田幸香 (北海道教育大学旭川校)､赤坂恭江 (岡山市立芳泉中学校)､笹嶋由美 (北

海道教育大学旭川校)､芝木美沙子 (北海道教育大学旭川校)

Kla-Lll幼報国の健康診断の実態と今後の課題

○山口智佳子 (奈良教育大学附属幼稚園)､渡辺満美 (お茶の水女子大学附属幼稚園)､

小松原かおり (京都教育大学附属幼稚園)､斎藤隆 (東京大学大学院教育学研究科)

Kla-L12小学 1年生の麻疹抗体保有状況-1回接種群と2回接種群の比較一

〇外山千鈴 (慶鷹義塾大学保健管理センター)､南里清一郎 (慶鷹義塾大学保健管理セ

ンター)､徳村光昭 (慶庵義塾大学保健管理センター)､川合志緒子 (慶鷹義塾大学保健

管理センター)､田中徹哉 (慶鷹義塾大学保健管理センター)､井ノロ美香子 (慶鷹義塾

大学保健管理センター)､伴英子 (慶鷹義塾大学保健管理センター)､中山哲夫 (北里大

学北里生命科学研究所)

M(東5-1)会場
〔緒神保健〕9:35-10:20

座長 :堀内久美子 (名古屋学芸大学)

高倉 実 (琉球大学)

Kla一日01中学校教師の精神的健康度と生徒への感情表出､及び生徒への対応について

○近敦子 (新潟市立光晴中学校)､後藤雅博 (新潟大学医学部保健学科)､西山悦子 (新

潟大学医学部保健学科)

Kla-図02教育系大学生における対人ス トレスとアサーションとの閑適

○前上里直 (北海道教育大学札幌校)､山田浩平 (順天堂大学)､大津一義 (順天堂大学)

Kla-N03小学生における運動習慣の学校ス トレス緩衝効果

○伊波由美子 (琉球大学大学院保健学研究科)､高倉実 (琉球大学医学部)､小林稔 (疏

球大学教育学部)､岸本梢 (琉球大学大学院保健学研究科)

〔健康教育(保健学習 ･保健指導)〕 10:25-ll:25

座長 :国土 将平 (鳥取大学)

津山 信一 (吉備国際大学)

Kla-N04小学校教員養成課程における専門科目 ｢保健指導論｣一受講大学生による授業評価-

O林照子 (園田学園女子大学)､白石龍雄 (大阪教育大学)

Kla-N05小学生の ｢生と死のイメージ｣に関する意識調査

○津村直子 (北海道教育大学)､山田玲子 (北海道教育大学)
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Kla一個06ヘルスプロモーションに基づいた健康教育の立案について (第一報)

○佐藤公子 (ベル総合福祉専門学校)

Kla-N07保健学習の研修に関する研究一高等学校保健体育科教員を対象にして-

O角田仁美 (東京都品川区立第三日野小学校)､野村良和 (筑波大学大学院人間総合科

学研究科)､野津有司 (筑波大学大学院人間総合科学研究科)

〔健康教育(保健学習 ･保健指導)〕 ll:30-12:30

座長 :住田 嚢 く大分大学)

前上里 直 (北海道教育大学)

Kla一朗08ス トレッチングの実施状況とその評価一陣審予防の観点から-

○高橋亮輔 (身体教育医学研究所)､上岡洋晴 (東京農業大学地域環境科学部)

Kla凋09 rけがの防止｣保健の授菜の効果的なすすめかた

○尾花美恵子 (筑波大学附属小学校)

Kla-N10高校での保健学習 r応急手当｣の効果に関する研究～学習効果と自尊感情 .向社会的行動に及

ぼす影響について～

○貴志 知恵子 (徳島県立徳島北高等学校)､山崎 勝之 (鳴門教育大学)

Kla-Nll小学校における保健学習の調査研究一特にティ-ム .ティーチングに着目して一

〇薄田隆 (上越教育大学大学院学校教育研究科)､下村義夫 (上越教育大学大学院学校

教育研究科)

0(東 6-1)会場

〔心身障率:卜 〔歯科保健〕 9:35-10:50

座長 :佐藤 理 (福島大学)

中垣 晴男 (愛知学院大学)

Klal001拡大教科審無償給与にかかわる教科音出版社の役割とボランティアの役割

○高柳泰世 (NPO法人愛知視覚障害者援護促進協議会､本郷眼科 ･神経内科､名古屋

大学)､宮尾克 (NPO法人愛知視覚障害者援護促進協議会､名古屋大学)､坂部司 (NPO

法人愛知視覚障害者援護促進協議会､日本医療福祉専門学校)

Kla-002就学前に養護教論が行うアセスメント一二分奪権をもつ生徒の就学支援率鋼から一

〇中村雅子 (広島県立広島北特別支援学校)､川崎裕美 (広島大学大学院保健学研究科)､

津島ひろ江 (川崎医療福祉大学医療福祉学研究科)

Kla-003-日の児童の生活様式とう蝕経験

○中島伸広 (多治見歯科医師会､愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､岩崎隆弘 (多

治見歯科医師会､愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､加藤考治 (多治見歯科医師会､

愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､各務和宏 (多治見歯科医師会)､伊藤律子 (多治

見市立北栄小学校)､森田一三 (愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､中垣晴男 (愛知

学院大学歯学部口腔衛生学講座)
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Kla-004養護教論が行う GO(歯周疾患要観察者 :GingivitisforObservation)と診断された一児童

への個別指導の有効性

○岩崎和子 (女子栄養大学大学院)､三木とみ子 (女子栄養大学)

Kla-005高校生における歯の歯垢沈着状態とヒトパピローマウイルス (HPV)の陽性率

○外山恵子 (愛知県立日進高等学校､愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､前田初彦

(愛知学院大学歯学部病理学講座)､杉田好彦 (愛知学院大学歯学部病理学講座)､西村

叔枝 (愛知学院大学歯学部歯科補綴学第二講座)､森田一三 (愛知学院大学歯学部口腔

衛生学講座)､榊原唐人 (愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､中垣晴男 (愛知学院大

学歯学部口腔衛生学講座)

〔健康相談 ･健康相談活動〕10:55-ll:55

座長 :永田 憲行 (熊本大学)

高橋 裕子 (愛知教育大学)

K18-006児童生徒の健康管理のための発育グラフソフ トの活用例一小学校一

〇辻野智香 (さいたま市立植竹小学校)､斎藤久美 (さいたま市立大宮小学校)､青木美

子 (北川辺町立北川辺中学校)､上原美子 (川 口市立横松中学校)､小林正子 (女子栄養

大学)

Klal007児童生徒の健康管理のための､発育グラフソフ トの活用例-中学校一

〇青木美子 (北川辺町立北川辺中学校)､上原美子 (川口市立横松中学校)､辻野智香 (さ

いたま市立植竹小学校)､斎藤久美 (さいたま市立大宮小学校)､､小林正子 (女子栄養

大学)

Kla-008墓誌教諭章成における ｢健康相談活動｣の宍底力育成を目指した教育プログラムの検討- ｢忠

康相談活動の理論及び方法｣のカリキュラム展開と検討一

〇今野洋子 (北邦大学)

Kla-009教員志望学生を対象としたアサーション トレーニングソフ トの開発

○塚本光夫 (熊本大学)､松田芳子 (熊本大学)､内山彩 (熊本大学大学院)

〔健康相談 ･健康相談活動〕12:00-13:00

座長 :下村 義夫 (上越教育大学)

斉藤ふくみ (熊本大学)

Kla-010教員志望学生を対象としたアサーショントレーニングソフトを活用した試行授業の実施について

○松田芳子 (熊本大学教育学部)､塚本光夫 (熊本大学教育学部)､井手上麻耶 (耶熊本

大学教育学部)､松滞和美 (福岡市立ももち浜小学校)

Kla-011養護教諭の職務の充実に関する研究 (第1葡)養護教諭のモラールにプラスに鋤 く要因

○遠藤理絵 (習志野市立袖ヶ浦西小学校)､出原嘉代子 (習志野市立屋敷小学校)､横島

純子 (習志野市立津田沼小学校)､細川範子 (習志野市立大久保東′1＼学校)､木場雅子 (管

志野市立実籾小学校)､大谷尚子 (聖母大学)

Klal012章護教諭の職務の充実に関する研究 (第2報)養護教諭のモラールが低下する要因

○津枝千春 (習志野市立第二中学校)､武井優子 (習志野市立第五中学校)､田中久美 (管
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志野市立第三中学校)､山本康予 (習志野市立第四中学校)､冨田瑞穂 (習志野市立秋津

小学校)､大谷尚子 (聖母大学)

Kla-013エビデンスに基づくナラテイヴ ･アプローチの健康相談活動への理論的導入

○安林奈緒美 (飯田女子短期大学)､穐丸武臣 (名古屋市立大学大学院)

P (東6-2)会場

〔健康意識 ･行動 ･増進〕 9:35-10:35

座長 :藤田 和也 (一橋大学大学院)

新井 猛浩 (山形大学)

Kla-POl学童期の運動習慣が後の運動実践に及ぼす影響

○沢田孝二 (山梨学院短期大学)

K18-PO2大学生の日常ス トレス源 ･ス トレス対処行動とセルフエスティ-ムとの関係

○服部洋鬼 (愛知工業大学)､村松常司 (愛知教育大学)､金子恵一 (名城大学大学院)､

村松成司 (千葉大学)

Kla-PO3大学生の生活習慣の変化 一入学時と半年後の比較一

〇音成陽子 (中村学園大学)

Kla-PO4高校生における受傷とライフスタイルおよびセルフエステイームとの関連性

○佐藤朱美 (北海道教育大学札幌校)､高橋亜友 (北海道教育大学札幌校)､山田玲子 (北

海道教育大学札幌校)､西川武志 (北海道教育大学札幌校)､岡安多香子 (北海道教育大

学札幌校)

〔健康意識 ･行動 .増進〕10:40-ll:55

座長 :柴若 光昭 (東京大学大学院)

山田 浩平 (順天堂大学)

Kla-PO5都市部の高校生における清神的健康度に関する研究-ライフスタイル､疲労度及び生活の質

的満足度との関連一

〇辻み どり (北海道教育大学札幌校､北海道札幌北高等学校)､小川沙織 (北海道教育

大学札幌校)､富田勤 (北海道教育大学札幌校)､佐々木胤則 (北海道教育大学札幌校)

Kla-PO6体型認識に及ぼすセルフエステイームの影響

○高橋亜友 (北海道教育大学札幌校)､佐藤朱美 (北海道教育大学札幌校)､山田玲子 (北

海道教育大学札幌校)､西川武志 (北海道教育大学札幌校)､岡安多香子 (北海道教育大

学札幌校)

Kla-PO7自己の健康に対する意識分析に基づく健康支援 ･情報管理方法の検討

○赤倉貴子 (東京理科大学工学部)､木場深志 (金沢学院大学基礎教育機構)

Kla-PO8高校生の手洗い実態と指導方法の検討 (第1報)

○小島みゆき (花王 (樵)生活者研究センター)､岩土千恵 (千葉県高等学校教育研究

会養護部会第 3ブロック)､鵜滞京子 (千葉県高等学校教育研究会養護部会第 3ブロッ

ク)､内山美津子 (千葉県高等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､佐藤億子 (千葉

県高等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､堂田はるみ (千葉県高等学校教育研究
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会養護部会第 3ブロック)､牧野明日香 (千葉県高等学校教育研究会養護部会第 3ブロ

ック)､高橋浩之 (千葉県千葉大学教育学部)

Kla-PO9高校生の手洗い実態と指導方法の検討 (第 2報)

○鵜滞京子 (千葉県高等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､岩土子恵 (千葉県高

等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､内山美津子 (千葉県高等学校教育研究会養

護部会第 3ブロック)､佐藤億子 (千葉県高等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､

堂田はるみ (千葉県高等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､牧野明日香 (千葉県

高等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､小島みゆき (花王 (秩)生活者研究セン

ター)､高橋浩之 (千葉大学教育学部)

〔健康意識 ･行動 ･増進〕 12:00-12:45

座長 :中村 明子 (愛知東邦大学)

申薗 鱒二 (びわ湖成蹟スポーツ大学)

Kla-PIO児童の攻撃性と心理社会的要因との関連について

○岸本梢 (琉球大学大学院保健学研究科)､高倉実 (琉球大学医学部)､小林稔 (琉球大

学教育学部)､和気則江 (琉球大学医学部)､新垣秀美 (琉球大学大学院保健学研究科)､

伊波由美子 (琉球大学大学院保健学研究科)

Kla-Pll高学年児童の疲労の自覚症状と生活習慣との関連

○内藤好美 (新潟市立越前小学校)､西山悦子 (新潟大学大学院保健学研究科)

Kla-P12小学生における主観的楽 しさと食における家族との関わり

○香川明夫 (女子栄養大学短期大学部)､武見ゆかり (女子栄養大学)､武藤志真子 (女

子栄養大学)､藤倉純子 (女子栄養大学)

【一般口演】
9月15日(土) 午後の部 14:25-17:20

L(東4-1)会場

〔喫煙 ･飲酒 ･薬物乱用〕 15:15-16:15

座長 :川畑 撤朗 (神戸大学)

北池 正 (千葉大学)

KIp-LOl企業が取り組む未成年者の飲酒防止対策

○原田幸男 ((医)せのがわKONtMA記念東京薬物乱用予防センター)､石川哲也 (神戸大

学大学院発達科学部)､村木久美江 (埼玉県川口市立南中学校)､高石昌弘 (東京医科大学)

KIp-LO2教育系大学生の喫煙行動と紫煙意識

○井上文夫 (京都教育大学体育学科)､石塚智恵子 (京都教育大学大学院)､藤原寛 (京

都府立医科大学小児科)

KIp-LO3中 ･高校生及び保護者の喫煙 ･飲酒 ･薬物乱用に関する意識の相互関連一保護者の性別による分析一

〇砂田雅子 (兵庫教育大学大学院)､田中まり子 (兵庫教育大学大学院)､嶋津裕子 (兵



学校保健研究 JpnJScizooIHealth49;2007 239

庫教育大学大学院)､日垣慶子 (兵庫教育大学大学院)､西岡伸紀 (兵庫教育大学大学院)､

勝野真吾 (兵庫教育大学大学院)､鬼頭英明 (兵庫教育大学大学院)､大川尚子 (関西女

子短期大学)､永井純子 (福山平成大学)

KIp-LO4教育関係者等を対象とした学校敷地内楽煙の必要性を訴える講演について

○大窄貴史 (中京大学大学院体育学研究科)､家田重晴 (中京大学体育学部)

〔健康相談 ･健康相談活動〕 16:20-17:20

座長 :栗原 淳 (佐賀大学)

尾花美恵子 (筑波大学附属小学校)

KIpILO5心身相関の基礎理解を健康相談活動に生かす対応例一覧表の活用成果と課題

○久保田かおる (埼玉県立南稜高等学校)､上原美子 (川口市立横松中学校)､塚田庸子

(川口市立芝西中学校)､三木とみ子 (女子栄養大学)

Kip-LO6保健量における心の健康問題への支援～チェックリス ト件成の試み

○高木智恵子 (東京学芸大学附属学校園)､塚越潤 (東京学芸大学附属学校園)､中谷千

恵子 (東京学芸大学附属学校園)､佐藤牧子 (東京学芸大学附属学校園)､佐見由紀子 (東

京学芸大学附属学校間)､市村早絵 (東京学芸大学附属学校圃)､中村由美子 (東京学芸

大学附属学校園)､五十嵐靖子 (東京学芸大学附属学校園)､小野佐恵子 (東京学芸大学

附属学校園)､丸田文子 (東京学芸大学附属学校園)､遠藤真紀子 (東京学芸大学附属学

校園)､小熊三重子 (東京学芸大学附属学校園)､五十嵐由美 (東京学芸大学附属学校)､

田村毅 (東京学芸大学)

Kip-LO7学校保健においてのコーチング

○江原美登里 (東京都立田柄高等学校)

Kip-LO8対象喪失が生徒の心の健康に及ぼす影響と健康相談活動における支援の在 り方～養護教歯へ

のアンケー ト調査結果から～

○波多幸江 (新潟県立教育センター)

M(東5-1)会場

〔健康教育(保健学習 書保健指導)〕 15:15-16:15

座長 :渡逸 正樹 (東京学芸大学)

上地 勝 (茨城大学)

KIp一拍01ピアエデュケーションによる大学生へのアルコールハラスメン ト防止教育の研究

○斎藤千景 (東京都立六本木高等学校 ･東京学芸大学)､竹鼻ゆかり (東京学芸大学)

KIp一組02小･中学校の rいのちの教育｣に関する全国実態調査(第二報)

○近藤卓 (東海大学)､股村美里 (東京大学大学院)

KIpr閲03認知的スキルを育成する保健学習の実践と評健～自己管理ス卑ルと記述文との関連～

○佐久間浩美 (東京都立美原高等学校)､高橋浩之 (千葉大学教育学部)､山口知子 (東

京都立西高等学校)

KIpINO4教員の死生観について

○白石孝久 (順天堂大学スポーツ健康科学部大学院)､大津一義 (順天堂大学スポーツ
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健康科学部大学院)

〔健康教育(保健学習 ･保健指導)〕 16:20-17:20

座長 :散見 隆生 (宮城教育大学)

西岡 伸樹 (兵庫教育大学)

Kip-悶05学級集団を対象とした中学生のコービングスキルを高める健康教育の実践的検討

○工藤晶子 (川崎市立野川中学校)､野津有司 (筑波大学大学院人間総合科学研究科)､

久保元芳 (宇都宮大学教育学部)

KIp一組06小学校r保健領域Jの実施状況および教員の意識:2006年度における変化について

○新垣秀美 (琉球大学大学院保健学研究科)､小林稔 (琉球大学教育学部)､高倉実 (疏

球大学医学部)

KIp一関07保健分野 ｢心の発達と健康 ｣における､仲間関係の変化に重点を置いた回想型授業の実践

○朝 日香栄 (お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科)､青木紀久代 (お茶の

水女子大学)､高木悦子 (お茶の水女子大学附属小学校)､森椎葉 (山梨英和大学)

KIp-悶08学校と家庭との達損による ｢心の健康教育｣の取り組み～親と子のスムーズコミュニケーション～

○瀬口久美代 (熊本大学教育学部附属小学校)､松田芳子 (熊本大学教育学部)

0(真6-1)会場

〔学校安全 ･安全教育〕 15:15-16:00

座長 :藤田 大輔 (大阪教育大学)

松枝 睦美 (岡山大学)

KIpl001養護教諭 の行う学校救急処置に関する研究

○河本妙子 (岡山大学大学院教育学研究科)､松枝睦美 (岡山大学教育学部)､三村由香

里 (岡山大学教育学部)､武田和子 (岡山大学大学院教育学研究科)､高橋香代 (岡山大

学教育学部)

KIp-002小学校における日々の傷菩発生と学校規模一学校規模別の受傷児童数ならびに各種要因にお

ける傷害発生頻度一

〇石樽清司 (滋賀大学)､田水泰子 (大津市立南郷中学校)

KIp-003児童生徒の骨折発生要因に関する検討一長管骨の骨折発生率と平均身長差との関連一

〇小林央美 (弘前大学教育学部)､高橋香代 (岡山大学教育学部)､加賀勝 (岡山大学教

育学部)､松枝睦美 (岡山大学教育学部)

〔学校給食 ･栄養〕 16:05-17:20

座長 :柳田 美子 (順天堂大学)

上田 玲子 (二葉栄養専門学校)

KIp-004青年期の食生活一学生アルバイ トが与える影響一

〇上田玲子 (㈱ トランスコウプ総研)

KIp-005平成18年度児童 ･生徒の食生活実態調査結果について

○岩島由美子 (千葉県学校栄養士会)
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KIp-006高校生のサプリメン ト摂取と危険行動との関連

○土屋芳子 (学習院女子中高等学校)､野津有司 (筑波大学大学院人間総合研究科)､

久保元芳 (宇都宮大学教育学部)､上原千恵 (筑波大学大学院人間総合研究科)

KIp-007ライフスキル形成に基礎をおく食生活教育プログラムの検討(第3報)-間食授業の評価 一

〇山本信子 (兵庫教育大学大学院学校教育研究科)､春木敏 (大阪市立大学大学院生活

科学研究科)､角央温子 (大阪市立大学大学院生活科学研究科)､境田靖子 (兵庫大学健

康科学部)､川畑徹朗 (神戸大学大学院総合人間科学研究科)､西岡伸紀 (庫教育大学大

学院学校教育研究科)

〇春木敏 (大阪市立大学大学院生活科学研究科)､角矢温子 (大阪市立大学大学院生活

科学研究科)､山本信子 (兵庫教育大学大学院学校教育研究科)､境田靖子 (兵庫大学健

康科学部)､川畑徹朗 (神戸大学大学総合人間科学研究科)､西岡伸紀 (兵庫教育大学大

学院学校教育研究科)

P (東 6-2)会場

〔学校保健聴員 ･粗砕活動〕 15:15-16:00

座長 :辻 立世 (兵庫大学)

志野 治子 (東京凝渋谷区立長谷戸小学校)

KIp-POl養護教論のワークマネジメントを含む執務環境に関する研究

○平尾みどり (女子栄養大学大学院)

KIP-P024年制看護大学学生の捉える ｢養護｣の概念について

○竹田由美子 (神奈川県立保健福祉大学)､塩田瑠美 (千葉大学部)､大谷尚子 (聖母大

学)､大原柴子 (名古屋学芸大学短期大学部)

KIP-P03養護教論の職務に関する研究 (第一報)

○山田小夜子 (中部学院大学大学院人間福祉研究科)､吉川武彦 (中部学院大学大学院人間福祉研究科)

〔学校保健観象 ･組繊活動〕16:05-16:35

座長 :後藤ひとみ (愛知教育大学)

井淳 昌子 (名古屋学芸大学)

KIP-P04学校安全における養護教論のかかわり

○面滞和子 (弘前大学教育学部)､富塚絵梨 (神奈川県横浜市立釜利谷西小学校)､野呂

依理子 (岩手県立宮古高等学校川井校)､坂下育美 (岩手県立広田水産高等学校)

KI田-P05医療的ケアにおける養護教諭のコ-ディネーションに求められる能力

○沖西紀代子 (広島県教育委員会)､津島ひろ江 (川崎医療福祉大学)､大山裕美 (広島

市立広島特別支援学校)､角谷せつ子 (広島県立祇園北高等学校)､高橋雅樹 (広島県立

西条特別支援学校)､中村雅子 (広島県立広島北特別支援学校)､中村祥子 (広島県立福

山北特別支援学校)､藤川安芸子 (広島県立広島西特別支援学校)､岡田最江 (広島県立

教育センター)
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【一般口演】

9月16日(日) 午前の部 10:05-12:10

〔発育 ･発達〕10:05-ll:05

座長 :小林 正子 (女子栄養大学)

本田 優子 (熊本大学)

K2a-LOl札幌市中学生における体重 ･身体組成 ･身長 ･体格指数の季節変動

○岡安多香子 (北海道教育大学札幌校)､小野千尋 (北海道教育大学札幌校)､山田玲子

(北海道教育大学札幌校)､大村道子 (北海道教育大学札幌校)､佐藤朱美 (北海道教育

大学札幌校)､高橋亜由友 (北海道教育大学札幌校)､西川武志 (北海道教育大学札幌校)

K2a-LO2思春期の血清レプチン濃度とB剛 との閑適の経年的変化について

○五十嵐裕子 (前九州女子短大)､宮井信行 (大阪教育大学)､後和美朝 (大阪国際大学)､

内海みよ子 (和歌山医大保健看護学部)､森岡郁晴 (和歌山医大保健看護学部)､吉益光

一 (和歌山医大 ･衛生)､白石龍生 (大阪教育大学)､有田幹雄 (和歌山医大保健看護学

部)､宮下和久 (和歌山医大 ･衛生)､武田英太郎 (和歌山医大 ･衛生)

K28-LO3中学生を対象とした腹囲測定の意義

○藤原寛 (京都府立医科大学)､岡本佐登子 (岡山市立竜換中学校)､野々上敬子 (岡山

市立芳泉中学校)､井上文夫 (京都教育大学)

K2a-LO4中学生の骨畳と運動能力の関係について

○米元まり子 (市原市立有秋中学校)､山辺幸子 (元千葉県養護教諭会長)､佐野富士子

(市原市立八幡中学校)､橋口幸子 (千葉県立船橋東高等学校)､江波戸裕子 (千葉県教

育庁学校保健課)､林泰子 (千葉市立花園中学校)､木嶋晴代 (市原市立八幡小学校)､

斉藤仁子 (市原市立姉崎中学校)､村松成司 (千葉大学教育学部)

〔健康教育(保健学習 ･保健指導)〕 ll:10-ll:40

座長 :野津 有司 (筑波大学)

K2a-LO5模擬授業におけるピアティーチング効果の検討 一相互評価と発間の分析を中心に一

〇斉藤ふくみ (熊本大学養護教諭特別別科)､日高由紀 (熊本大学大学院教育学研究科)

市村国夫 (熊本大学養護教諭特別別科)

K2a-LO6保健学習 ･保健指導におけるアクション ･リサーチの試み

○斉藤ふくみ (熊本大学養護教諭特別別科)

M(東 5-1)会場

〔鞠神保健〕 10:05-10:50

座長 :市村 国夫 (熊本大学)

戸部 秀之 (埼玉大学)

K2a一関01小学生の抑うつ症状とその関連要因について :家庭の経済状況による適い

○神谷江梨加 (琉球大学大学院保健学研究科)､高倉実 (琉球大学医学部)､小林稔 (疏
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球大学教育学部)､和気則江 (琉球大学医学部)､岸本梢 (琉球大学大学院保健学研究科)

K2a-N02小学校5 ･6年生の r心の健康 ｣に関する研究一悩みの内容と相談相手の実態について一

〇中島友弘 (八街市立朝陽小学校)､植田誠治 (聖心女子大学文学部教育学科)

K2a-N03中学生の対人関係認知と稗神的健康との関係

○井梅由美子 (お茶の水女子大学大学院人間文化研究科)､青木紀久代 (お茶の水女子

大学大学院)

〔性教育(含むエイズ)〕 10:55-12:10

座長 :林 謙治 (国立保健医療科学院)

白石 率久 (新宿区立市谷小学校)

K2a一槻04カフェテリア方式性教育におけるレンガ式評価モデルの試行に関する研究

○江等和子 (京都市総合教育センター研究課)､松浦賢長 (福岡県立大学看護学部)

K2a一個05大学生を対象とした性感染症に対する態度と行動に関する研究

○門司れい子 (九州共立大)､鈴木美智子 (東京福祉大)､斎藤美麿 (山口県立大)､松

浦賢長 (福岡県立大)

K2a-N06大学生のジェンダー意識の現状 (1)～一般大学生のジェンダー意識とその背景～

○土井豊 (東北生活文化大学)､伊藤常久 (東北生活文化大学短期大学部)､中候多美子

(東北学院大学)､数見隆生 (宮城教育大学)

K2ar組07大学生のジェンダー意識の現状 (2)～敦農志望学生のジェンダー意識と学校経験-

○数見隆坐 (宮城教育大学)､伊藤常久 (東北生活文化大学短期大学部)､ 中

候多美子 (東北学院大学)､土井豊 (東北生活文化大学)

K2a-NOB｢次世代育成対策地域行動計画 ｣をふまえた外部講師によるr生｣とr性｣の教育(第3報)一地域

保健と学校保健の連携のプロセスを中心に-

〇日垣慶子 (兵庫教育大学大学院)､砂田雅子 (兵庫教育大学大学院)､田中まり子 (兵

庫教育大学大学院)､嶋津裕子 (兵庫教育大学大学院)､西岡伸紀 (兵庫教育大学大学院)､

勝野藁吾 (兵庫教育大学大学院)､鬼頭英明 (兵庫教育大学大学院)､大川尚子 (関西女

子短期大学)､永井純子 (福山平成大学)

0(東 6-1)会場

〔健康意識 ･行動 ･増進〕10:05-ll:05

座長 :門田新一郎 (岡山大学)

山梨八豊子 (お茶の永女子大学附属中学校)

K2a-001自尊感情と食行動の関連について一高校生の薬態調査より-

〇九岡里香 (北河大学人間福祉学部)､百々瀬いづみ (天使大学看護栄養学部)､申出佳

操 (北邦大学人間福祉学部)

K2a-002我が国の骨少年の危険行動に関わるセルフエステイームおよび規範意識の相対的な影響

○上原千恵 (筑波大学大学院人間総合科学研究科)､野津有司 (筑波大学大学院人間総

合科学研究科)､久保元芳 (宇都宮大学教育学部)､佐藤幸 (筑波大学大学院人間総合科

学研究科)､横田昇子 (筑波大学大学院体育研究科)､渡部基 (北海道教育大学札幌校)
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K28-003高校生の飲漕行動と心理社会的学校環境との関連

○新垣早和子 (琉球大学大学院保健学研究科)､高倉実 (琉球大学医学部)､赤嶺由美子

(琉球大学大学院保健学研究科)､神谷江梨香 (琉球大学大学院保健学研究科)､辻本し

おり (琉球大学大学院保健学研究科)

K2a-004高校生と大学生の食行動に関する一考察

○笠巻純一 (新潟大学教育人間科学部)､笠井直美 (新潟大学教育人間科学部)､杉本英

夫 (名桜大学人間健康学部)

〔喫煙 ･飲酒 ･薬物乱用〕 ll:10-ll:55

座長 :家田 重晴 (中京大学)

K2a-005敷地内全面禁煙化に対する意識 ･実態調査

○山田絵理 (北海道教育大学旭川校)､任周填 (北海道教育大学旭川校)､笹嶋由美 (北

海道教育大学旭川校)､芝木美沙子 (北海道教育大学旭川校)

K2a-006大学生の ｢イッキ飲み｣防止に関する視聴覚教材の開発

○中山直子 (東海大学)､野津有司 (筑波大学大学院人間総合科学研究科)､久保元芳 (宇

都宮大学教育学部)

K2a-007学校敷地内禁煙に対する女子短大生の意識傾向

○安林幹翁 (中部大学)､安林奈緒美 (飯田女子短期大学)

P (東6-2)会場

〔疾病予防 ･管理ト 〔健康評価〕 10:05-ll:05

座長 :横田 正義 (北海道教育大学)

三村由香里 (岡山大学)

K2a-POl特別支援教育推進過程にみる養護教諭の医療的ケアの認識一消毒 ･滅菌方法と衛生材料の使用

状況に関する実態調査自由記述欄の分析から一

〇横山正子 (神戸女子大学健康福祉学部)､古川郁 (神戸市立神港高等学校)､加納亜紀

(園田学園女子大学人間健康学部)､出井梨枝 (園田学園女子大学人間健康学部)

K2a-PO2養護教諭の ｢清潔 ･不潔｣に関する認識と実態一消毒 ･滅菌方法と衛生材料の使用状況に関す

る実態調査自由記述欄の分析から一

〇古川郁 (神戸市立神港高等学校)､横山正子 (神戸女子大学)､加納亜紀 (園田学園女

子大学)､出井梨枝 (園田学園女子大学)

K2a-PO3小児慢性特定疾患新規登録における成長ホルモン分泌不全低身長の状況について

○森貴美 (岡山大学大学院保健学研究科)､新沼正子 (岡山大学大学院保健学研究科)､

小田慈 (岡山大学大学院保健学研究科)

K2a-PO4Eco一ogicalMomentaryAssessment(EMA)による中学生の心身機能および身体活動パタ-ンの評価

○青柳直子 (浜松学院大学短期大学部)､清野健 (日本大学工学部)
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〔学校安全 ･安全教育〕 ll:10-ll:55

座長 :朝野 聡 (杏林大学)

K2a-PO5CPRanytimekitを用いた蘇生教育実践

○杉田養生 (千葉大学教育学部養護教育)､野崎とも子 (千葉大学教育学部養護教育)､

渡遵冬花 (千葉大学教育学部附属中学校)､

K2a-PO6学童の錯視の実態とその応用に関する実験的研究 (XX)

○阿部明浩 (千葉大学)

K2a-PO7健康と体力と安全に関する研究 一日中サッカーのレベル向上に向けて実践への応用一

〇李勇 (千葉大学大学院)､阿部明浩 (千葉大学)

【一般口演】
9月16日(日) 午後の部 13:10-14:10

L(東 4-1)会場

〔健康教育(保健学習 ･保健指導)〕 13:10-13:55

座長 :富田 勤 (北海道教育大学)

K2p-LOl女子学生における生活習慣の便秘評価尺度への影響

○新沼正子 (岡山大学大学院保健学研究科)､森貴美 (岡山大学大学院保健学研究科)､

深井喜代子 (岡山大学大学院保健学研究科)､小田慈 (岡山大学大学院保健学研究科)

K2p-LO2養護教論の特質を生かした保健学習の追求一楽しく手応えのある授業づくりをめざして一

〇村井佐代子 (栃木県宇都宮市立星が丘中学校)

K2p-LO3養護教諭の職務満足感に関する研究 一都内丁研究会を対象として一

〇小松良子 (東京都江戸川区立鹿本小学校)､野津有司 (筑波大学大学院人間総合科学

研究科)､久保元芳 (宇都宮大学教育学部)

M(東5-1)会場

〔国際保健〕 13:10-14:10

座長 :大浮 清二 (大章女子大学)

松本 健治 (鳥取大学)

K2p-朗01途上国における健康教育と教科カリ卑ユラムの開発 :ラオスの寄生虫感染症を鯛として

○金田英子､神馬征峰 (東京大学大学院医学研究科)

K2p-NO2日本人学校における児童生徒のメンタルヘルスと養護教論

○大川尚子 (関西女子短期大学)､井滞昌子 (名古屋学芸大学)､鍵岡正俊 (関西女子短

期大学)､佐藤秀子 (関西女子短期大学)､森川英子 (関西女子短期大学)､森岡郁晴 (和

歌山県立医科大学)

K2pINO3中国の日本人学校における児童生徒のメンタルヘルスとその背景要因 第2報 中学部移転に

よる環境変化への影響

○森岡郁晴 (和歌山医大 ･保健看護学部)､内海みよ子 (和歌山医大 ･保健看護学部)､
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宮井信行 (大阪教育大)､宮下和久 (和歌山医大 ･医 ･衛生学)､松本健治 (鳥取大)､

白石龍生 (大阪教育大)

K2p-MO4タイ国の ｢ヘルスプロモーティングスクール｣における学校保健推進活動について

○笠井直美 (新潟大学人文社会 ･教育科学系)､大滞清二 (大妻女子大学人間生活科学

研究所)､綾部真雄 (首都大学東京人間科学研究科)

0(東 6-1)会場

〔福祉〕 13:10-13:40

座長 :津村 直子 (北海道教育大学)

K2p-001『死』に関する経験 ･態度 ･認識についての調査研究(49) 一観念想起と言語化における自性

と他性⑤一

〇板谷幸恵 (女子栄養大学)､藤田禄太郎 (鳴門教育大学)

K2p-002 『死』に関する経験 ･態度 ･認識についての調査研究(50) 一観念想起と言語化における自性

と飽性⑥一

〇藤田禄太郎 (鳴門教育大学)､板谷幸恵 (女子栄養大学)

P (東 6-2)会場

〔その飽〕 13:10-13:55

座長 :塩田 瑠美 (千葉大学)

K2P-P01養護教論を目指す学生の看護実習の有用性

○大須賀恵子 (愛知学院大学心身科学部健康科学科)､梶岡多恵子 (愛知学院大学心身

科学部健康科学科)､大滞功 (愛知学院大学心身科学部健康科学科)､佐藤祐造 (愛知学

院大学心身科学部健康科学科)､水戸菜穂美 (名城病院)､佐橋昇子 (名城病院)､野村

裕子 (名城病院)

K2P-P02超低出生体重児で出生したこどもをもつある母親の小学校就学に対する思い

○長島達郎 (東京慈恵会医科大学小児科学講座)､衛藤義勝 (東京慈恵会医科大学小児

科学講座)

K2P-P03女子学生の身体活動塵と栄養索摂取状況 (平成 13年から5年間の経年変化について)

○糸井亜弥 (神戸女子短期大学総合生活学科)､木村みさか (京都府立医科大学医学部

看護学科)
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【ポスターセッション】

9月15日 (土) 発表時間 9:35-10:15

栄 【 】内は掲示パネル番号

S (南8-1)会場

247

[発育 ･発達] 9:35-10:05

座長 :詫間 菅平 (川崎医療短期大学)

【01】Pla-SOl誕生月別にみた児童 ･生徒の身長 ･体重について

○黒川修行 (東北大学大学院医学系研究科環境保健医学分野)､佐藤洋 (東北

大学大学院医学系研究科環境保健医学分野)

【02】Pta-SO2都道府県における身長 ･体重の最大発育年齢の変遷 (1955年度以降から現在まで)

○′1＼林望 (弘前大学教育学部)､小玉正志 (弘前大学教育学部)

【03】Pla-SO3幼児の体脂肪率の英態と俸格および生活習慣との関連について

○′榊条洋美 (東大和市立第一中学校)､船岡藍 (′1＼地谷市教育委員会)､加藤英

世 (杏林 ･保 ･母子保健学)､石野晶子 (杏林 ･保 ･母子保健学)､照屋浩司 (杏

林 ･保 ･公衆衛生学)､太田ひろみ (杏林 ･保 ･公衆衛生学)､武藤玉子 (白梅

学園高等学校)

[発育 ･発達] 9:35-10:05

座長 :守山 正樹 (福岡大学)

【oi】Pla-SO4運動習慣の有無が自律神経機能に及ぼす影響 :中学生､高校生を対象として

○下平崇弘 (日本体育大学大学院)､鹿野晶子 (聖徳大学通信教育部)､野井友

子 (多摩大学附属聖ヶ丘中学 ･高等学校)､野井真吾 (埼玉大学)､阿部茂明 (日

本体育大学)

【05】Pla-SO5高学年児童の ｢体力｣に対する自己評価 一質問調査票を用いて 一

〇奥川大輔 (日本体育大学大学院)､鹿野晶子 (聖徳大学通信教育部)､阿部茂

明 (日本体育大学)､野井真吾 (埼玉大学)

【06】Pla-SO6女子中学生における不健康やせの実態調査 (1998-2007)

○山岸あや (慶庵義塾大学保健管理センター)､伴英子 (慶鷹義塾大学保健管

理センター)､井ノロ美香子 (慶鷹義塾大学保健管理センター)､田中徹哉 (磨

鷹義塾大学保健管理センター)､徳村光昭 (慶鷹義塾大学保健管理センター)､

南里清一郎 (慶鷹義塾大学保健管理センター)

[精神保健] 9:35-10:05

座長 :竹盈ゆかり (東京学芸大学)

【07】Pla-SO7子どもの骨えからみた押うつとの閑適について

○青野真澄 (琉球大学大学院教育学研究科)､宮城政也 (沖縄県立看護大学)､宮城

明奈 (琉球大学大学院教育学研究科)､辻本しおり (琉球大学大学院保健学研究科)
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【oS】 Pla-SO8 児童の注意欠陥多動性障害と食事における鉄分不足の関連性 (第2報)

○吉益光一 (和歌山県立医科大学･衛生学)､戸村多郎 (関西医療学園専門学校)､

宮井信行 (大阪教育大学 ｡学校保健学)､宮下和久 (和歌山県立医科大学 ｡衛生学)

【oil】 Pla-SO9 中学生の抑うつに関する研究 -攻撃性とその表出抑制要因に着目して

○山岡昌子 (川崎市立宮前平小学校)

[心身障害] 9:35-10:05

座長 :田嶋八千代 (岡山大学)

【10】 Pla-S10 知的障害児の家族におけるソ-シャルサポー ト､ス トレス状況､家族のニーズとの関

連性

○中下富子 (埼玉大学)､鎌田尚子 (女子栄養大学)

【11】 Pta-Sll 軽度発達障害に関する教育学部学生の認識と意識

○曽根悠紀 (花小金井南中学校)､宇佐美愛 (清水小学校)､加藤英世 (杏林大学)､

石野晶子 (杏林大学)､高塩彩 (拓殖大学第一高等学校)､松田博雄 (淑徳大学)

【12】 Pla-Sl2 重症心身障害児のQOLに関する研究-余暇活動を通した取り組み一

〇小林保子 (東京福祉大学)

[健康意識 t行動 ･増進] 9:35-10:15

座長 :友定 保博 (山口大学)

【13】 Pla-S13 大学生の睡眠時間と朝食の摂食状況及び気分が ｢授業評価｣に及ぼす影響について

○上岡洋晴 (東京農業大学地域環境科学部)､相川りゑ子 (大妻女子大学短期大学

部)､本多卓也 (東京大学大学院教育学研究科)､高橋亮舗 (身体教育医学研究所)

【1-1】 Pla-S14 遊び空間認知力と生活時間制御力が児童の心身状態におよぽす影響にかんする研究

○吉永真理 (昭和薬科大学)､横山明子 (江戸川区立葛西小学校)､木下勇 (千

葉大学)

【15】 P18-S15 教員養成大学幼児教育専修学生がとらえた子どもの健康問題 (第1報)

○佐光恵子 (上越教育大学)､伊豆麻子 (上越教育大学院修士課程)､田村恭子

(上越教育大学院修士課程)､市川真知子 (聖徳大学院修士課程)､上原美子 (覗

星大学院修士課程)､福島きよの (桐生短期大学)､中下富子 (埼玉大学)

【16】 Pla-S16 やせ願望と基本的生活習慣について (第3報)～小学校に焦点をあてて

○尾花美恵子 (筑波大学)､近藤とも子 (筑波大学)､相楽直子 (筑波大学)､

田中輝美 (筑波大学)

[健康意識 ･行動 ･増進】 9:35-10:15

座長 :角南 祐子 (ちば県民保健予防財団)

【17】 Pla-S17 大学生の健康習慣と生活満足度に関する調査

○鈴木みちえ (聖隷クリス トファー大学)､中丸弘子 (聖隷クリス トファー大学)

【18】 Pla-S18 大学生の生活習慣および健康状態における学部別､性別比較

○竹下登紀子 (静岡県立大学食品栄養科学部)､白木まさ子 (静岡県立大学食
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品栄養科学部)

【19】Pla-S19 中学生の適正体重を維持する生活習慣に関する研究

○劉新彦 (千葉大学看護学研究科後期博士課程)､北池正 (千葉大学看護学部)

【20】Pla-S20高校生の健康危険行動調査と関係要因分析結果について

〇滴古愛弓 (千代田区千代田保健所 ･前東京都教育庁学務部学校健康推進課)､

星旦二 (首都大学東京大学院)

[健康意識 ･行動 ･増進】 9:35-10:15

座長 :西川 武志 (北海道教育大学)

【iZl】Pla-S21高校生女子におけるやせ願望の理由と背景要因について

○本田優子 (熊本大学教育学部)

【iZiZ】Pla-S22対人葛藤場面における自己効力感と自己表現及び攻撃性との関連性

○山田浩平 (順天堂大学スポーツ健康科学部)､阿字地仁美 (杏林大学保健学

部)､朝野聡 (杏林大学保健学部)

【23】Pla-S23児童生徒の運動習慣の形成およびその維持に関する行動疫学的研究-項目反応理論

による心理特性測定尺度の輯成とその発達的変化一

〇戸部秀之 (埼玉大学教育学部)

【12-1】Pla-S24大学生の精神的健康度に関する研究

○佐々木浩子 (北邦大学 ･人間福祉学部)

[健康評価] 9:35-10:15

座長 :宮尾 克 (名古屋大学情報連携基盤センター)

【25】Pta-S25青年期における起立性調節障事と自律神経との関連について (第 1報)-生活習慣等

についてのアンケー ト分析一

〇毛受矩子 (四天王寺国際仏教大学)､林田嘉朗 (四天王寺国際仏教大学)､津

川絢子 (四天王寺国際仏教大学)

【iZG】Pta-S26青年期における起立性調節障害と自律神経との関連について (第2報)-体位変換前

後の心拍数変動のパワー解析一

〇林田嘉朗 (四天王寺国際仏教大学)､毛受矩子 (四天王寺国際仏教大学)､津

川絢子 (四天王寺国際仏教大学)

【iZT】Pla-S27学童肥満と生活習慣の関係について

○渡趨智子 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､佐藤裕美 (千葉県立衛生短期

大学栄養学科)､鈴木亜夕帆 (干葉県立衛生短期大学栄養学科)､長谷川卓志 (首

都大学東京都市環境科学研究科)､佐々木敏 (東京大学医学系研究科)

【iZS】Pla-S28中学校 1年生の食事内容の評価 (市川市ヘルシ-スクール)

○山内好江 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､渡適智子 (千葉県立衛生短期

大学栄養学科)､鈴木亜夕帆 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､佐藤裕美 (千

葉県立衛生短期大学栄養学科)､土橋昇 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､長

谷川卓志 (首都大学東京)､佐々木敏 (東京大学大学院医学系研究科)
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[健康教育]/ [喫煙] 9:35-10:15

座長 :和田 雅史 (国際基督教大学高等学校)

【29】 Pla-S29 近見視力検査結果と保健調査結果10幼稚園の場合-

O渡辺満美 (お茶の水女子大学付属幼稚園)､高木悦子 (お茶の水女子大学付

属小学校)､川端秀仁 (川端眼科)､高橋ひとみ (桃山学院大学)､衛藤隆 (東

京大学大学院)

【30】 Pla-S30 視力検査結果から使用視力計(字ひとつ視力表と字づまり視力表)を考える

○川端秀仁 (かわばた眼科)､渡辺満美 (お茶の水女子大学付属幼稚園)､高木

悦子 (お茶の水女子大学付属′j＼学校)､高橋ひとみ (桃山学院大学)､衛藤隆 (東

京大学大学院)

【31】 Pla-S31 近見視力検査を円滑に進めるための保健調査一幼児の場合一

〇高橋ひとみ (桃山学院大学)､渡辺清美 (お茶の水女子大学附属幼稚園)､高

木悦子 (お茶の水女子大学附属′J､学校)､川端秀仁 (川端眼科)､衛藤隆 (東京

大学大学院)

【32】 Pla-S32 中学生の喫煙行動に影響を及ぼす生活習慣について

○安藤奈美 (㈱東芝四日市工場)､白石知子 (愛知県立看護大学)､池田澄子 (前

愛知県立看護大学)

[健康教育(保健学習 ･保健指導)] 9:35-10:15

座長 :藤沢 邦彦 (筑波大学名誉教授)

【33】 Pla-S33 1小学校における児童のセルフ視力チェックの衆施と視力低下予防の可能性

○斎藤久美 (さいたま市立大宮小学校)､戸部秀之 (埼玉大学教育学部)

【31】 Pla-S34 自尊感情の向上を目的としたコミュニケーションスキル授業の試み

○田中直代 (埼玉県栄養専門学校)､森田光子 (多摩相談活動研究所)

【35】 Pla-S35 現在使用されている教科審 (保健)の検討

○柴田智司(鳥羽市立羽村東′j＼学校)､村上千尋(県立鶴見養護学校岸根分教室)､

加藤英世 (杏林 ･保 ･母子保健学)､石野晶子 (杏林 ･保 ･母子保健学)､物部博

文 (横浜国立大学)､場家美沙紀 (横浜国立大学)､高塩彩 (名古屋学芸大学)

【36】Pla-S36 カリフォルニア殉ロングビーチ学区における保健科教育か )キュラムについての寄倒

研究

○小浜明 (仙台大学)､宮本友弘 (びわこ成践スポーツ大学)､糸岡有里 (広島

女学院大学)

T(南8-2)会場

【飲酒 b喫煙 d薬物乱用】 9:35-10:15

座長 :斎藤 美麿 (山口県立大学)

【37】 Pla一丁37 小学5年時の感想文を利用した中学 2年生に対する喫煙防止教育と中学3年生へのタ

バコアンケー ト10年間の結果

○赤荻栄一 (古河市福祉の森診療所)
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【38】 Pla一丁38 喫煙 ･飲酒 ･薬物乱用と生活習慣に関する全国高校生調査 (4)第2回調査の StTdy

designと喫煙,飲酒,薬物乱用の出現率

○勝野真吾 (兵庫教育大学)､吉本佐雅子 (鳴門教育大学)､三好美浩 (兵庫教

育大学)､伊藤武彦 (岡山大学)､永井純子 (福山平成大学)､西岡伸紀 (兵庫

教育大学)､鬼頭英明 (兵庫教育大学)､石川哲也 (神戸大学)､川畑徹朗 (神

戸大学)､和田清 (国立精神神経センター精神保健研究所)

【39】 Pla一丁39 喫煙 ,飲酒 ･薬物乱用と生活習慣に関する全国高校生調査 (5)定点的調査における

実態

○吉本佐雅子 (鳴門教育大学)､永井純子 (福山平成大学)､三好美浩 (兵庫教

育大学)､伊藤武彦 (岡山大学)､西岡伸紀 (兵庫教育大学)､鬼頭英明 (兵庫

教育大学)､石川哲也 (神戸大学)､川畑徹朗 (神戸大学)､和田清 (国立精神

神経センター精神保健研究所)､勝野真吾 (兵庫教育大学)

【40】 Pla-T40 保健学習における喫煙､飲酒､薬物乱用防止教育の短期効果-小学校 6年生に対する

追試的研究五一

〇阿河道代 (豊中市立庄内小学校)､西岡伸紀 (兵庫教育大学大学院)､勝野真

吾 (兵庫教育大学大学院)､大川尚子 (関西女子短期大学)､永井純子 (福山平

成大学)

[学校給食 ･栄養] 9:35-10:05

座長 :渡辺 智子 (千葉衛生短期大学)

【41】 Pla一丁41 知的陣容養護学校において腐食政審を試みた飴食指導についての薬践飼

○大橋千里 (富山商船高等専門学校)

【42】 Pla-T42 小学校 5年生の食事内容の評価 (市川市ヘルシースクール)

○佐藤裕美 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､渡適智子 (千葉県立衛生短期

大学栄養学科)､鈴木亜夕帆 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､森永春美 (市

川市教育委員会)､長谷川卓志 (首都大学東京)､佐々木敏 (東京大学大学院医

学系研究科)

【43】 Pla一丁43 大学スポーツ系及び文科系女子の食事摂取状況と月経随伴症状に関する研究一納豆

の摂取状況が月経随伴症状に及ぼす影響一

〇柳田美子 (順天堂大学スポーツ健康科学部)､山田浩平 (順天堂大学スポー

ツ健康科学部)

【性教育] 9:35-10:05

座長 :皆川 輿発 く尚美学園大学)

【45】 Pla一丁45 児童養護施設職員における入所児童の性問題と職員の性教育に関する意識

○岩清水伴美 (静岡県西部児童相談所)

【46】 pta-T46 若者の性意識 ･性行動に関する調査 -T高専1年生の現状から一

〇石尾潤 (宇部工業高等専門学校)､藤岩秀樹 (宇部工業高等専門学校)､中村

貢治 (宇部工業高等専門学校)
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L18】 pta-T48 初経発寒時における教育的対応と自己意識 第 1報～養護教諭へのインタビューか

らの探索～

○股村美里 (東京大学大学院教育学研究科)､衛藤隆 (東京大学大学院教育学

研究科)

[学校保健職員]/[健康相談] 9:35-10:15

座長 :米元まり子 (有秋中学校)

Li9】 Pla-T49 全国の通信制高等学校における保健室に関する実態調査

○増田明美 (静岡県立大学短期大学部)､塚本康子 (新潟医療福祉大学)

【50】 Pla-T50 宿泊学習において個別の支援を必要とした子どもに対する養護教諭の対応

○難波知子 (川崎医療福祉大学保健看護学科)

【51】 Pla-T51 生徒の男性養護教諭に対する認知､および受け入れ意識について (第2報)一男性養

護教諭勤務校における調査-

O竹村給水 (杏林大 ･保 ･健康教育)､飯野崇 (杏林大 ･保 ･健康教育)､大嶺

智子 (杏林大 ･保 ･健康教育)､松井知子 (杏林大 ･医 ･衛生公衆衛生)､照屋

浩司 (杏林大 ･保 ･公衆衛生)

【512】 Pla-T52 学校不適応児童 .生徒に対する巷謹教諭の支援と校内支援体制のあり方の検討

○村田志保 (横浜国立大学教育人間科学部)､蛭田美咲 (横浜国立大学教育人

間科学部)､小山泉 (横浜国立大学教育人間科学部)

【ポスターセッション】

9月16日 (日) 発表時間 10:05-10:45

S (南8-1)会場
[発育 ･発達】 10:05-10:45

座長 :宮下 和久 (和歌山県立医科大学)

【ol】 P2a一丁01 子どもの自律神経に関する調査研究一中国 ･雲南省における山岳民族の血圧調節機能

○藤岩秀樹 (宇部工業高等専門学校)､山岸秀之 (旭化成ホームズ)､質志勇 (中

国 ･中央教育科学研究所)､正木健雄 (日本体育大学)

【oiZ】 P2a-SO2 寒冷昇圧試験でみる小学生の自律神経機能

○鹿野晶子 (聖徳大学通信教育部)､野井真吾 (埼玉大学)

【03】 P2a-SO3 体力向上に向けた取り組みが大脳活動に及ぼす影響一体力向上実践校と対照校との

比較一

〇金子慧 (日本体育大学大学院)､野井真吾 (埼玉大学)､鈴木綾子 (文教大学

付属小学校)､下里彩香 (品川区立杜松小学校)､鹿野晶子 (聖徳大学通信教育

部)､西候 修光 (日本体育大学)

【04】 P2a-SO4 中学生の体力と生活習慣の関連について～2校の比較を通して～

○鈴木和弘 (国際武道大学体育学部)､小港治夫 (東海大学体育学部体育学部)､
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小磯透 (国際武道大学体育学部)
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[精神保健] 10:05-10:45

座長 :荒川 長巳 (島根大学保健管理センター)

【05】P2a-SO5女子大学生の母親への信頼感と自尊感情の関連について

○長谷川由紀 (栄北高等学校)､棟方百熊 (四国大学)

【OG】P2a-SO6高校生を対象とした心の健康教育の効果について

○田村裕子 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､鈴江

毅 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､岡田倫代 (香

川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､藤川愛 (香川大学医

学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､-原由美子 (香川大学医学部

人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､島治信 (香川大学医学部人間社会

環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､須那滋 (香川大学医学部人間社会環境医学

講座 衛生 ･公衆衛生学)､賛成文彦 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛

生 ･公衆衛生学)

【oT】P2a-SO7高校生における押うつの実態調査

○鈴江毅 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､岡田倫

代 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､田村裕子 (香

川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､藤川愛 (香川大学医

学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､一原由美子 (香川大学医学部

人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､島治信 (香川大学医学部人間社会

環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､須那滋 (香川大学医学部人間社会環境医学

講座 衛生 ･公衆衛生学)､賛成文彦 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛

生 ･公衆衛生学)

【08】P2a-SO8 ピアサポー ト活動が高校生の押うつに与える効果

○岡田倫代 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､鈴江

毅 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､藤川愛 (香川

大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､田村裕子 (香川大学医

学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､-原由美子 (香川大学医学部

人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､島治信 (香川大学医学部人間社会

環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､須那滋 (香川大学医学部人間社会環境医学

講座 衛生 ･公衆衛生学)､賛成文彦 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛

生 ･公衆衛生学)

[健康意識 ･行動 ･増進] 10:05-10:45

座長 :宮崎 恵美 (東洋英和女学院中学部)

【oO】P2a-SO9児童生徒における食行動と栄養摂取状況の関連性の検討

○中野貴博 (名古屋学院大学人間健康科学部)､西嶋尚彦 (筑波大学人間総合

科学研究科)
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【10】 P2a-SIO 小学生のス トレスとソーシャルサポー ト

○石川歩美 (横浜国立大学教育人間科学部)

【11】 P2a-Sll 沖縄県竹富町における小学生を対象とした身体活動且の増強とメンタルヘルス改善

のための介入調査研究

○小林稔 (琉球大学教育学部)､高倉実 (琉球大学医学部)

【12】 P2a-S12 大学生活適応支援を目指した初期導入教育での試み

○西村千尋 (長崎県立大学経済学部地域政策学科)､上演龍也 (岩手大学教育

学部)

[健康意識 ･行動 ･増進]10:05-10:45

座長 :三野 耕 (兵庫教育大学)

【13】 P2a-S13 鳥取県食膏推進地域における児童 暮生徒と保護者のライフスタイルの相互伸用

○国士将平 (鳥取大学地域学部)､松本健治 (鳥取大学地域学部)

【14】 P2a-S14 中学生の主観的経済観と睡眠障寧及び精神保健指額との関連

○笹揮吉明 (琉球大学教育学部生涯健康教育コース)

【15】 P2a-S15 女子大学生の体力と身体活動の閑適について

○棟方百熊 (四国大学)､西岡かおり (四国大学)､金田千明 (株式会社フルキ

ャス ト)

【16】 P2a-S16 女子学生のボディ Rイメージに関する一考察

○西岡かおり (四国大学)､棟方百熊 (四国大学)､丸山瑛子 ((樵)そごう徳

島店)

[学校安全 ･安全教育] 10:05-10:45

座長 :黒崎 宏一 (習志野市立中野木小学校)

【17】 P2a-S17 特別支援学校における避難訓練のあり方の検討～児童生徒の思考 ･判断を促す訓練

事例から～

○物部博文 (横浜国立大学教育人間科学部)､山崎嘉信 (横浜国立大学教育人

間科学部)､松瀬三千代 (横浜国立大学教育人間科学部)､古川広大 (横浜国立

大学教育人間科学部)､飯村敦子 (鎌倉女子大学チビも心理学科)､小林芳文 (横

浜国立大学教育人間科学部)

【18】 P2a-S18 鳥取市内の小学校における親子のコミュニケーションと安全 g危険意識

○五十嵐仁 (鳥取大学大学院地域学研究科)､国土将平 (鳥取大学地域学部)､

松本健治 (鳥取大学地域学部)

【19】 P2a-S19 A地域の児童の登IF枚中の安全対策とその課題

○金山時恵 (新見公立短期大学)､郷木義子 (順正短期大学)､芳野文香 (大阪

府済世会吹田病院)

【20】 P2a-S20 学校周辺の夜間路面照度の多点式測定法の開発

○伊藤武彦 (岡山大学教育学部養護教育講座)､関明彦 (岡山理科大学理学部

臨床生命科学科)
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[健康教育】 10:05-10:45

座長 :岩田 英樹 (金沢大学)

【21】P2a-S21小学生の歯と口を中心とした生活習慣と意志決定スキルに関する研究

○黒川亜紀子 ((財)ライオン歯科衛生研究所)､武井典子 ((財)ライオン歯

科衛生研究所)､春木敏 (大阪市立大学大学院生活科学研究科)､川畑徹朗 (神

戸大学大学院人間発達環境学研究所)

【23】P2a-S23慢性疾患のある知的陣容児へのバイタルサインを指榛とした自己管理支援に関する

研究

○高橋直子 (千葉県立我孫子特別支援学校)､熊谷乙華 (千葉県立相特別支援

学校)､滝川国芳 (独立行政法人国立特別支援教育総合研究所)､西牧謙吾 (独

立行政法人国立特別支援教育総合研究所)､西牧真里 (関西福祉科学大学)

【24】P2a-S24ヘルシースクールの健康診断および食習慣調査結果に基づく栄養教育媒体の件成と

評価

○鈴木亜夕帆 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､渡連智子 (千葉県立衛生短

期大学栄養学科)､長谷川卓志 (首都大学東京)､土橋昇 (千葉県立衛生短期大

学栄養学科)､山内好江 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､佐藤裕美 (千葉県

立衛生短期大学栄養学科)､森永春美 (市川市教育委員会)､佐々木敏 (東京大

学大学院医学系研究科)

[健康教育] 10:05-10:45

座長 :土井 豊 (東北生活文化大学)

【25】P2a-S25女子学生の食物摂取スコアに及ぼす生活リズムの影響

○中永寛士 (医療法人アスカ会介護老人保健施設すこやか苑)､新沼正子 (岡

山短期大学)

【26】P2a-S26女子学生の朝食摂取に及ぼす生活リズムの影響

○中永征太郎 (くらしき作陽大学)

【28】P2a-S28小学生の遊びが社会的スキル及び学校生活における生きがい感に及ぼす影響

○山崎美和子 (杏林大学保健学部)､小野かつき (舟橋市立習志野台第-小学

校)､山田浩平 (順天堂大学スポーツ健康科学部)､朝野聡 (杏林大学保健学部)

[その他] 10:05-10:55

座長 :鈴江 毅 (香川大学)

【29】P2a-S29潜衣のままで聴診可能な健診衣の開発 一 正常呼吸音､心音について 一

長坂行雄 (近畿大学医学部堺病院呼吸器科)､○保田昇平 (近畿大学医学部堺

病院呼吸器科)､高専由和 (NI帝人商事株式会社)､川嶋孝宣 (帝人株式会社)

【30】P2a-S30馨衣のままで聴診可能な健診衣の開発 一 呼吸雑音､心雑音について -

長坂行雄 (近畿大学医学部堺病院呼吸器科)､○保田昇平 (近畿大学医学部堺

病院呼吸器科)､高寺由和 (NI帝人商事株式会社)､川嶋考量 (帝人株式会社)
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【31】P2a-S31着衣のままで聴診可能な健診衣の開発 一 素材特性について 一

長坂行雄 (近畿大学医学部堺病院呼吸器科)､保田昇平 (近畿大学医学部堺病

院呼吸器科)､○高寺由和 (N I帝人商事株式会社)､川嶋孝宣 (帝人株式会社)

【32】P2a-S32着衣のままで聴診可能な健診衣の開発 一 市場調査について -

長坂行雄 (近畿大学医学部堺病院呼吸器科)､保田昇平 (近畿大学医学部堺病

院呼吸器科)､高寺由和 (N I帝人商事株式会社)､○川嶋孝宣 (帝人株式会社)

[健康評価]/[環境保健] 10:05-10:45

座長 :武田直太郎 (和歌山県立医科大学)

【33】P28-S33大学生における生活習慣と起立性調節障害ならびに疲労との関連

○鈴木綾子 (教大学付属′J､学校)､下里彩香 (品川区立杜松小学校)､鹿野晶子

(聖徳大学通信教育部)､野井真吾 (埼玉大学)

【3-1】P2a-S34大学生における腹囲の記述統計

○建部貴弘 (中京大学大学院)､内山明 (中京大学大学院)､唐託陽 (中京大学

大学院)､土田洋 (中京大学大学院)､黒田真二 (中京大学大学院)､魂燕玲 (中

京大学大学院)､滝克己 (中京大学体育学部)､家田重晴 (中京大学体育学部)､

田中豊穂 (中京大学体育学部)

【35】P2a-S35大学生における腹国と血液検査値との関連

○加藤真裕 (中京大学大学院体育学研究科)､内山明 (中京大学大学院体育学

研究科)､竹内貴子 (日本赤十字豊田看護大学)､福田由紀子 (日本赤十字豊田

看護大学)､安井謙 (愛知工科大学)､中野真智子 (中京大学大学院体育学研究

科)､中川武夫 (中京大学体育学部)､清水卓也 (中京大学体育学部)､渡追丈

基 (中京大学体育学部)

【36】P2a-S36二酸化炭素濃度からみた大学講義室の空気汚染状況とその低滅封策

○祝部大輔 (鳥取大学医学部医学科病態解析医学講座分子薬理学)､国士将平

(鳥取大学地域学部地域環境学科)､松本健治 (鳥取大学地域学部地域環境学

科)

T(南812)会場

[疾病予防 ･管理] 10:05-10:45

座長 :葛西 敦子 (弘前大学)

【37】P2a-T37知的障害のあるこどもの健康問題について

○西牧真里 (関西福祉科学大学)､高橋直子 (千葉県立我孫子特別支援学校)､

熊谷乙華 (干葉県立柏特別支援学校)､石井典子 (干葉県立安房特別支援学校)､

加々美裕子 (神奈川県立茅ヶ崎養護学校)､滝川国芳 (独立行政法人国立特別

支援教育総合研究所)､西牧謙菩 (独立行政法人国立特別支援教育総合研究所)

【38】P2a-T38 ヒト好中球由来 .塩基性抗菌性蛋白及びそのアナログの病原性大腸菌に対する殺菌

効果

○西川武志 (北海道教育大学)､磯貝恵美子 (北道道医療大)､磯貝浩 (札幌医
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大)､大庭丈明 (ノースバイオ)､山田玲子 (北海道教育大学)､岡安多香子 (北海道教育大学)

【39】P28 -T39大学生の不定愁訴と心理的 ･生活的要因の関連について

○梅崎まゆみ (九州看護福祉大学大学院精神保健学専攻)､古賀由紀子 (九州

看護福祉大学)

[40】P2a-T40てんかんの児童生徒-の養護教諭の支援のあり方について一保護者のニーズからの

考察一

〇神田美咲 (川口市立安行東小学校)､葛西敦子 (弘前大学教育学部)､野村由

美子 (独立行政法人国立病院機構弘前病院)

[疾病予防 ･管理]/[性教育】 10:05-10:45

座長 :津島ひろ江 (川崎医療福祉大学)

ト11】P2a一丁41 医療的ケアに対する教師と保護者の意識について

○宮城政也 (沖縄県立看護大学)､高倉実 (琉球大学医学部)､小林稔 (琉球大

学教育学部)､青野真 (澄琉球大学大学院教育学研究科)､辻本しおり (琉球大

学大学院保健学研究科)､新垣秀美 (琉球大学大学院保健学研究科)､宮城明奈

(琉球大学大学院教育学研究科)

ト1-2】P2a-T42児童 ･生徒におけるアレルギーの疫学的研究IGoshikiHealthStTdy:アレルギーと

他の身体症状との関連性一

〇吉本佐雅子 (鳴門教育大学)､永井純子 (福山平成大学)､赤星隆広 (熊本県

立教育センター)､江等和子 (京都市総合教育センター)､西岡伸紀兵 (庫教育

大学)､松浦尊麿 (甲南女子大学)､勝野藁吾 (兵庫教育大学)

【43】P2a-T43月経前 .月経時随伴症状と生活習慣との閑適

○山田玲子 (北海道教育大学札幌校)､津村直子 (北海道教育大学札幌校)､

西川武志 (北海道教育大学札幌校)､岡安多香子 (北海道教育大学札幌校)

ll-1】P2a-T44女子大学生の自身の性周期への認識について一面接調査による実態調査一

〇古高みなみ (弘前大学教育学部)､葛西敦子 (弘前大学教育学部)

【性教育く含むエイズ)】 10:05-10:45

座長 :天野 敦子 (元弘前大学)

【45】P2a-T45性教育の開始時期と家庭における性に関する会話の関連性

○大罵奈津子 (星棲大学)

【iG】P2a-T46 高等学校における性 .エイズ教育～手記リ-ディングによる生徒参加型の集団指導の

試み～

○阿部真理子 (神奈川県立大和西高等学校)

【47】P2a-T47インターネットが青少年の性行動に及ぼす影響に関する文献研究

○宋昇勲 (神戸大学大学院人間発達環境学研究科)､川畑徹朗 (神戸大学大学

院人間発達環境学研究科)､石川哲也 (神戸大学大学院人間発達環境学研究

科)､中村晴信 (神戸大学大学院人間発達環境学研究科)､今出友紀子 (神戸大
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学大学院人間発達環境学研究科)､萩原久美子 (神戸大学大学院人間発達環境

学研究科)､勝野真吾 (兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科)､森脇裕美

子 (姫路濁協大学医療保健学部)､岩滞奈々子 (川口市立岸川中学校)

【48】P2a-T48中学生の性行動の関連要因 一埼玉県A中学校における凝断調査より一

〇萩原久美子 (神戸大学大学院人間発達環境学研究科)､川畑徹朗 (神戸大学

大学院人間発達環境学研究科)､石川哲也 (神戸大学大学院人間発達環境学研

究科)､中村晴信 (神戸大学大学院人間発達環境学研究科)､今出友紀子 (神戸

大学大学院人間発達環境学研究科)､采昇勲 (神戸大学大学院人間発達環境学

研究科)､勝野藁吾 (兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科)､森脇裕美子

(姫路濁協大学医療保健学部)､岩滞奈々子 (川口市立岸川中学校)

[国際保健】/[その他】 10:05-10:45

座長 :森岡 郁晴 (和歌山県立医科大学)

【49】P2a-T49ネパ-ル山間部農村地域における学校保健の取 り組み一第 3報 ･ネパ-ルの健康教育

マニュアル

○新谷チヨ子 (NGOサティファウンデーション)

【50】P2a一丁50ベ トナムの学校保健体制づくりの背景と課題

○藤田めぐみ (東京学芸大学)､渡追正樹 (東京学芸大学)

【51】P2a-T51養護教論養成教育における ｢瞳床実習｣のあり方-臨床実習指導者へのインタビュ-

より一

〇永石喜代子 (鈴鹿短期大学)､福田博美 (愛知教育大学養護教育講座)

【52】P2a-T52勤労夜間専門学校生の学習意欲に関する尺度の検討

○戸村多郎 (関西医療学園専門学校)､吉益光一和 (歌山県立医科大学･衛生学)､

宮井信行 (大阪教育大学･学校保健学)､坂口俊二 (関西医療大学･保健医療学

部)､寺田和史 (天理大学･体育学部)､宮下和久 (和歌山県立医科大学･衛生学)
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会 報 第13期 日本学校保健学会役員選挙結果報告
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第13期日本学枚保健学会役員選挙の結果,以下の通 りとなりましたので,報告致します･なお,理事につきまして

は,常任理事の選出によって次点以下の候補者が繰 り上げとなりますので現時点での報告となります･

平成19年8月10日
日本学校保健学会選挙管理委員会

委員長 石川 哲也

瀧揮 利行

近森けいこ

第13期田本学校保健学会理事長選挙結果 (理事長当選者)

賓成文彦

第13期田本学校保健学会理事選挙結果 (理事当選者)

北海道地区

笹鴫由美,横田正義

東北地区

数見隆生,佐藤理

関東地区

植田誠治,大洋清二,大津一義,岡田加奈子,鎌田尚子

高橋浩之,瀧揮利行,野津有司,三木とみ子,渡遵正樹

北陸地区

中川秀昭

東海地区

後藤ひとみ,佐藤祐造,宮尾克,村粉骨司

近畿地区

勝野異吾,川畑徹朗,白石龍生,宮下和久

中国 ｡四国地区

賛成文彦,鈴江毅,友志保博,桧本健治

九州地区

市村国夫,高倉実
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第且3期田本学校保健学会評議員選挙結果 (評議員当選者)

北海道地区

荒島真一郎,笹鴫由美,津村直子,横田正義

東北地区

数見隆生,佐藤理,佐藤洋,立身政信,土井豊,面揮和子

関東地区

朝倉隆司,出井美智子,今関豊-,植田誠治,采女智津江,衛藤隆,大樽酒二

大谷尚子,大津一義,岡田加奈子,笠井直美,鎌田尚子,小林正子,近藤卓,下村義夫

高橋浩之,瀧滞利行,戸部秀之,七木田文彦,野津有司,野村良和,野井真吾

藤田和也,三木とみ子,皆川輿栄,森田光子,山梨八重子,渡追正樹

北陸地区

岩田英樹,中川秀昭

東海地区

天野敦子,家田重晴,大釈功,後藤ひとみ,佐藤祐造,竹内宏一

中垣晴男,野村和雄,堀内久美子,宮尾克,村粉骨司

近畿地区

五十嵐裕子,石川哲也,勝野真吾,川畑徹朗,後和美朝,白石龍生

武田寅太郎,西岡伸紀,三野耕,宮井信行,宮下和久,森岡郁晴

中国 ｡四国地区

石原昌江,賛成文彦,鈴江毅,高橋香代,津島ひろ江

友愛保博,中安紀美子,絵本健治,門田新一郎,山本万喜雄

九州地区

市村国夫,進藤宗洋,住田実,高倉実,永田憲行,守山正樹
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会 報 機関誌 ｢学校保健研究｣投稿規定 (平成19年4月1日改正)

1.本誌への投稿者 (共著者を含む)は,日本学校保健

学会会員に限る.

2.本誌の領域は,学校保健およびその関連領域とする.

3.原稿は未発表のものに限る.

4.本誌に掲載された原稿の著作権は日本学校保健学会

に帰属する.

5.原稿は,日本学校保健学会倫理綱領を遵守する.

6.本誌に掲載する原稿の種類と内容は,次のように区

分する.

原稿の種類 内 容

総 説 学校保健に関する研究の総括,文献解題

論 説 学校保健に関する理論の構築,展望,提言等

原 著報 告会 報 学校保健に関して新しく開発した手法,発見

した事実等の論文

学校保健に関する論文,ケースレポート,

フィールドレポート

学会が会員に知らせるべき記事

会員の声 学会誌,論文に対する意見など (800字以内)

その他 学校保健に関する景重な資料,書評,論文の紹

ただし,｢論説｣,｢原著｣,｢報告｣,｢会員の声｣以

外の原稿は,原則として編集委員会の企画により執筆

依頼した原満とする.

7.投稿された論文は,専門領域に応じて選ばれた2名

の査読者による査読の後,掲載の可否,掲載順位,檀

類の区分は,編集委員会で決定する.

8.原稿は別紙 ｢原稿の様式｣にしたがって書 くこと.

9.原稿の締切日は特に設定せず,随時投稿を受付ける.

10.原稿は,正 (オリジナル)1部にほかに副 (コピー)

2部を添付して投稿すること.

ll.投稿原稿には,査読のための費用として5,000円の定

額郵便為替(文字等は一切記入しない)を同封して納入

する.

12.原稿は,下記あてに書留郵便で送付する.

〒682-0722

鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬818-1

勝美印刷株式会社 内

｢学校保健研究｣編集事務局

TEL:0858-35-4441 FAX:0858-48-5000

その際,投稿者の住所,氏名を書いた返信用封筒

(角 2)を3枚同封すること.

13.同一著者,同一テーマでの投稿は,先行する投稿原

稿が受理されるまでは受付けない.

14.掲載料は刷 り上り6頁以内は学会負担,超過頁分は

著者負担 (-頁当たり13,000円)とする.

15.｢至急掲載｣希望の場合は,投稿時にその旨を記す

こと,｢至急掲載｣原稿は査読終了までは通常原稿 と
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同一に扱うが,査読終了後,至急掲載料 (50,000円)

を振 り込みの後,原則として4ケ月以内に掲載する.

｢至急掲載｣の場合,掲載料は,全額著者負担となる.

16.著者校正は1回とする.

17.審査過程で返却された原稿が,特別な事情なくして

学会発送日より3ケ月以上返却されないときは,投稿

を取り下げたものとして処理する.

18.原稿受理日は編集委員会が審査の終了を確認した年

月日をもってする.

原稿の様式

1.原稿は和文または英文とする.和文原稿は原則とし

てMSワー ドまたは一太郎を用い,A4用紙40字×35

行 (1400字)横書きとする.ただし査読を終了した最

終原稿は,CD,フロッピーディスク等をつけて提出

する.

英文はすべてA4用紙にダブルスペースでタイプす

る.

2.文章は新仮名づかい,ひら仮名使用とし,句読点,

カッコ (ド,『,(,[など)は1字分とする.

3.外国語は活字体を使用し,1字分に半角2文字を収める.

4.数字はすべて算用数字とし,1字分に半角 2文字を

収める.

5.図表,写真などは,直ちに印刷できるかたちで別紙

に作成し,挿入箇所を論文原稿中に指定する.

なお,印刷,製版に不適当と認められる図表は書替

えまたは割愛を求めることがある.(専門業者に製作

を依頼したものの必要経費は,著者負担とする)

6.和文原稿には400語以内の英文抄録と日本語訳,英

文原稿には1,500字以内の和文抄録をつけ,5つ以内

のキーワード (和文と英文)を添える.これらのない

原稿は受付けない.

英文抄録および英文原稿については,英語に関して

十分な知識を持つ専門家の校正を受けてから投稿する.

7.論文の内容が倫理的考慮を必要とする場合は,研究

方法の項目の中に倫理的配慮をどのように行ったかを

記載する.

8.正 (オリジナル)原稿の表紙には,表題,著者名,

所属機関名,代表者の連絡先 (以上和英両文),原稿

枚数,表および図の数,希望する原稿の種類,別刷必

要部数を記す.(別刷に関する費用はすべて著者負担

とする)刺 (コピー)原稿の表紙には,表題,キーワー

ド (以上和英両文)のみとする.

9.文献は引用順に番号をつけて最後に一括し,下記の

形式で記す.本文中にも,｢-知られている1).｣また

は,｢- 2)4),-卜5)｣のように文献番号をつける.普

者が4名以上の場合は最初の3名を記し,あとは ｢ほ

か｣(英文ではetal.)とする.

[定期刊行物] 著者名:表題.雑誌名 巻:頁一頁,発行年
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[単行本] 著者名 (分担執筆著名):論文名.(編集 ･監

修者名).書名,引用頁一頁,発行所,発行地,発

行年

[定期刊行物]

1)高石昌弘 :日本学校保健学会50年の歩みと将来-の

期待一遇骨組織と活動の視点から-.学校保健研究

46:5-9,2004

2)川畑徹朗,西岡伸紀,石川哲也ほか :青少年のセル

フエステイームと喫煙,飲酒,薬物乱用行動との関係.

学校保健研究 46:612-627,2005

3)HahnEJ,RayensMK,RasnakeRetal.:Schoolto-

baccopoliciesinatobacco-growingstate.JSch

Health75:219-225,2005

[単行本]

4)鎌田尚子 :学校保健を推進するしくみ.(高石,也

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

井編).学校保健マニュアル,129-138,南山堂,東京,

2004

5)HedinD,ConradD:Theimpactofexperientialedu-

cationonyouthdevelopment.In:KendallJCandAs-

sociates,eds.CombiningServiceandLearning:ARe-

sourceBookforCommunityandPublicService.Vol

1,119-129,NationalSocietyforInternshipsandEx-

perientialEducation,Raleigh,NC,1990

[インターネット]

6)AmericanHeartAssociation:Responsetocardiac

arrestandselectedlife-hreateningmedicalemergen-

cies:the medicalemergency response plan for

schools.2004.Availableat:http://circ.ahajournals.

org/cgi/reprint/01.CIR 0000109486.45545.ADvl.

pdf.AccessedApril6,2004
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〈参 考)

日本学校保健学会倫理綱領

制 定 平成15年11月2日

日本学校保健学会は,日本学校保健学会会則第 2条の規定に基づき,本倫理綱領を定める,

前 文

日本学校保健学会会員は,教育,研究及び地域活動によって得られた成果を人々の心身の健康及び社会の健全化の

ために用いるよう努め,社会的安住を自覚し,以下の綱領を遵守する.

(責任)

第 1条 会員は,学校保健に関する教育,研究及び地域活動に責任を持つ.

(同意)

第2条 会員は,学校保健に関する教育,研究及び地域活動に際して,対象者又は関係者の同意を得た上で行う.

(守秘義務)

第 3条 会員は,学校保健に関する教育,研究及び地域活動において,知り得た個人及び団体のプライバシーを守秘

する.

(倫理の遵守)

第4条 会員は,本倫理綱領を遵守する.

2 会員は,原則としてヒトを対象とする医学研究の倫理的原則 (ヘルシンキ宣言)を遵守する.

3 会員は,原則として疫学研究に関する倫理指針 (平成14年文部科学省 ･厚生労働省)を遵守する.

4 会員は,原則として子どもの権利条約を遵守する.

5 会員は,その他,人権に関わる宣言を尊重する.

(改廃手続)

第5条 本綱領の改廃は,理事会が行う.

附 則 この倫理綱領は,平成15年11月2日から施行する.
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地方の活動 第64回北陸学校保健学会の開催と演題募集のご案内

北陸学校保健学会 会長 中川 秀昭

(金沢医科大学教授)

下記の要領にて,第64回北陸学校保健学会を開催致しますので,多数ご参加 ください.

i.期 日 :平成19年10月20日(土) 午前 9時から午後 4時 (予定)

会 場 :金沢大学教育学部 (〒920-1192 石川県金沢市角間町)

協 賛 :金沢大学

2.日 程 :

午前 一般口演

午後 総 会

特別講演 :｢養護教諭の専門性と実践研究｣

講 師 :岡田 加奈子 先生 (千葉大学 准教授)

3.申込方法

一般口演

(∋ 演題申込 平成19年 8月24日(金)までに,演題名を添えて葉書もしくはFaxにて下記の事務局へお申込 くだ

さい.

(む 口演時間 発表10分,質疑応答 5分 (予定)

③ 抄録原稿 演題のお申し込みがあれば,蕃ちに,講演原稿作成の手引きをお送りいたします.

(む 原稿〆切 平成19年9月14日(金)消印有効

4.演題申込及び問い合わせ先

〒920-1192 金沢市角間町

金沢大学教育学部保健教室内

北陸学校保健学会事務局 (岩田)

Tel:076-264-5566

Fax:076-234ー4117

E-mail:iwata@ed.kanazawa-u.ac,jp
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お知らせ 日本養護教諭教育学会

第15回学術集会のご案内 (第2報)
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1.期 日 2007年10月6日(土)13時から10月7日(日)16時30分

2.会 場 北方圏学術情報センター ｢ボルト｣

〒064-0801 札幌市中央区南 1粂西22丁目1番 1号

TEL Ol卜618-7711 FAX 011-618-7712

3.学 会 長 津村 直子 (北海道教育大学)

4.メインテーマ ｢養護教諭が養護教諭であるために｣
5.内 容

☆第 1日日 (10月6日) 12:00- 受付

13:30-15:10 特別講演 ｢津波が変えた私の人生 地域とのかかわり｣
道下 俊一 ((元浜中診療所長)

15:20-17:20 シンポジウム

テーマ :養護教諭であることの探究-専門性を生かした養護実践のこれからを問う-｣
座 長 :後藤ひとみ (愛知教育大学)

シンポジスト:(交渉中)

18:00-20:00 懇親会

☆第2日日 (10月 7日) 9:00- 受付

9:20-ll:00 一般演題 (口演,ポスター)発表

学会助成研究発表 ｢保健学習の実践から見た養護活動｣

小口 博子 (茨城県立水海道第-高等学校)他

｢養護実践力の育成を目指す養護教諭養成カリキュラムの検討

一養護概説担当者による分析 -｣

斉藤ふくみ (熊本大学養護教諭特別別科)他

11:10-12:10 教育講演 ｢｢特別支援教育からみた養護教諭の専門性 (仮)｣
飯野 順子 (元筑波大学附属盲学校長)

12:20-13:20 ランチョンセミナー

テーマ :｢小児のメタポリックシンドローム｣

講師 :田島 敏広 (北海道大学)

13:30-14:30 総会

14:40-16:10 ワークショップ

･｢ケースメソッド｣ 岡田加奈子 (千葉大学)

･｢インシデント･プロセス｣ 今野 洋子 (北朔大学)

･｢食膏｣ 佐々木貴子 (北海道教育大学)

16:20-19:00 自由集会等

6.参 加 費 会 員 :3,500円 (8月31日までの事前申込) 4,000円 (当日申込)

会 員 外 :4,000円

学 生 :1,500円

抄録のみ :1,000円 (送料込み)

7.事務局 ･お問い合わせ

〒069-8511 江別市文京台23番地

北期大学 人間福祉学部

第15回学術集会事務局長 今野 洋子 TEL･FAX011-387-3983(研究室直通)

E一mail:imalyn@hokuSho-u.ac.jp

詳細は日本養護教論教育学会公式ホームページよりアクセスしてご覧下さい｡
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お知らせ
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第 7回子どもの防煙研究会のご案内

テーマ :子どもの防煙のための医療 ･教育 ･行政の連携に向けて

日 時 :平成19年 9月14日(金) 17:00-19:00

場 所 :第54回日本学校保健学会の関連行事の市民公開講座として

和洋女子大学 (千葉県市川市国府台2-3-1)

主 催 :子どもの防煙研究会

対 象 :日本小児科学会会員に限らず,子どもの防煙に関心のある方々

参加費 :500円 (+資料代500円)

単位認定 :日本小児科学会専門医研修 3単位が認定されます.

講 演 :

1.｢県の委託事業 小中学校の喫煙防止出前教室を終えて｣
中久木一乗先生 (千葉県船橋市,中久木歯科医院)

2.｢学校医としての防煙教育の実践｣ 岩田 祥吾先生 (静岡県小山町,南寿堂医院)

3.｢防煙教育の取 り組みが進まない学校現場の実態｣ 小泉 昇氏 (元市川市議会議員)

4.｢市川市の健康都市推進における喫煙対策｣ 内山 伸子氏 (市川市企画部)

世話人 :原田 正平 ･加治 正行 ･中川 恒夫

後 援 :文部科学省,厚生労働省,日本医師会,日本学校保健学会,日本小児科学会,日本小児保健協会,

日本小児科医会,日本健康教育学会,日本小児アレルギー学会

(予定/順不同)

問い合わせ先 :｢子どもの防煙研究会｣事務担当 家田 泰伸

TEL:052-881-3594 FAX:052-872-4590
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東京2007

主 催 JKYB研究会関東支部

共 催 JKYB研究会 (本部 神戸大学発達科学部)

後 援 東京都北区教育委員会 (予定)

1.趣 旨 深刻化する児童 ･生徒の心の問題や,様々な健康課題の解決に有効なライフスキル教育の理論と具体的

な実践方法を,参加型の学習形態で学ぶ.

2.日 時 平成19年12月1日(土)午前 9時15分～平成19年12月2日(日)午後4時45分

3.会 場 滝野川会館 TEL O313910-1651 (〒114-0024 東京都北区西ヶ原 1-23-3)

･JR京浜東北線 上中里駅 東口 徒歩 7分 ･JR山手線 駒込駅 北口 徒歩10分

･地下鉄南北線 西ヶ原駅 徒歩 7分

4.講 師 神戸大学大学院人間発達環境学研究科 ･教授 川畑 徹朗 先生

兵庫教育大学大学院学校教育研究科 ･教授 西岡 伸紀 先生

大阪市立大学大学院生活科学研究科 ･准教授 春木 敏 先生

財団法人ライオン歯科衛生研究所 ･主任歯科衛生士 武井 典子 先生

5.参加費 JKYB会員 7,000円

一般 8,000円

6.申し込み方法 メールのみの受付となります.

下記の必要事項を記入の上,申し込み先アドレスまで申し込んでください.

件名の欄に ｢JKYBワークショップ申し込み｣とご入力 ください.

必要事項

(∋氏名 (ふりがな) (参連絡先電話番号

(彰所属 (勤務先等) (む連絡先ファックス番号

都道府県名からお書きください. (∋連絡先メールア ドレス

③職種 ⑧希望の参加コース

④連絡先住所 初参加 ･2回目 ･3回目以上のいずれかを明記してください.

*申し受けた個人情報は本研修の受付以外に使用しません.

申し込み先 メールアドレス h-namiki@uOl.gateOl.com

･申し込み受け付け後,こちらから振込用紙を送付いたします.

･事務局で振込を確認した時点で申し込みの完了とさせていただきます.

問い合わせ先 関東支部事務局 (支部長 並木 茂夫)

Tel&Fax O313906-8277 携帯090-223卜3678 h-namiki@uOl.gateOl.com

*ただし電話はお問い合わせのみで,受付はいたしません.

7.その他

(1) 今回は100名の参加を予定しています.定員になり次第締め切 りとさせていただきます.

コースは3つ (初参加コース ･2回目コース ･3回目以上コース)を予定しています.

(2) 今回のワークショップに参加するとJKYBの会員になる資格ができ,実践的なことを学び合える関東支部での

学習会への参加が可能になります.
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編 集

本誌は ｢学校保健の専門家のみならず,関連諸学会の

研究者,行政関係者,現場の指導的教員においても教育

と医学を結び,教育に科学的基礎を与え,かつ健康教育

に教育科学的指針をもたらす｣ことを目的としています.

もとより学校保健は,教育学,医学をはじめ,その周辺

領域まで含めるときわめて広い領域にわたることから,

本誌としても ｢学校保健に密接に関与しかつ現代の子供

の心身の健康とその教育問題の解明に結びつく緊急課題

を優先的に取り上げて特集を行う｣(学会HP:機関誌)

ことで,切実な教育課題に対して学術誌としての立場か

学校保健研究 JpflJSchooIHealth49;2007

後 記

ら積極的に支援しています.

ところで編集委員会の中では,現在の ｢総説｣｢論説｣

｢原著｣｢報告｣｢会報｣｢会員の声｣｢その他｣という原

稿区分に加えて,例えば学校保健の特質をさらに踏まえ

た ｢実践研究 (授業研究)｣や ｢ケーススタディ｣等の

区分も加えてはどうかという意見もあります.ともあれ,

より充実した誌面構成を目指して,ぜひ会員間の積極的

な意見交流も望まれるところです.

(住口 実)
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